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は
じ
め
に

　

加
藤
正
治
博
士
（
以
下
「
博
士
」
と
略
す
。）
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）、

東
筑
摩
郡
生
坂
村
に
生
ま
れ
、旧
姓
は
平
林
。
旧
制
中
学
時
代
を
松
本
で
過
ご
し
、

天
白
町
に
あ
っ
た
浅
井
洌
の
自
宅
兼
塾
「
時
習
学
舎
（
社
）」
に
も
学
ん（１
）だ

。
浅

井
は
旧
松
本
藩
士
で
、
三
十
代
前
半
ま
で
自
由
民
権
運
動
の
「
奨
匡
社
」
に
参
画

し
、
言
論
活
動
を
展
開
し
た
の
ち
、
旧
制
松
本
中
学
校
、
長
野
県
師
範
学
校
教
諭

を
務
め
、長
野
県
歌
「
信
濃
の
国
」
の
作
詞
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。

　

博
士
は
、
民
事
訴
訟
法
や
破
産
法
な
ど
の
民
事
手
続
法
分
野
の
最
も
初
期
（
明

治
期
～
昭
和
前
期
）
の
研
究
者
（
大
学
教
授
）
で
、
わ
が
国
に
は
じ
め
て
近
代
的

な
破
産
法
学
を
導
入
し
た
「
破
産
法
の
開
拓
者
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
間
、
商
法
の
制
定
（
明
治
三
十
二
年
）、
旧
破
産
法
・
和
議
法
の
制
定
（
大
正

十
一
年
・
一
九
二
二
）、
旧
々
民
事
訴
訟
法
の
改
正
（
同
十
五
年
）
等
の
立
法
事

業
に
参
画
し
、
近
代
的
な
法
制
度
の
整
備
に
貢
献
し（２
）た

。

　

今
日
、
博
士
に
つ
い
て
は
、
法
学
者
や
俳
人
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
別
に
し
て
、

松
本
市
や
生
家
の
あ
る
生
坂
村
に
お
い
て
も
詳
し
く
知
る
人
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
参
考
ま
で
に
略
年
譜
等
を
表
１
と
し
て
示
し（３
）た

。
没
後

七
〇
年
（
令
和
四
年
・
二
〇
二
二
）
と
い
う
時
の
経
過
や
震
災
・
戦
災
等
で
多
く

の
史
料
が
失
わ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
民
事
手
続
法
と
い

う
技
術
的
な
法
分
野
が
研
究
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
身
の
回
り
の
文
献
を
手
掛
か
り
に
、
民
事
手
続
法
に
お
け

る
博
士
の
足
跡
を
、
ご
く
一
部
で
は
あ
る
が
辿
っ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
あ
わ
せ

て
、
松
本
と
の
関
わ
り
や
松
本
市
文
書
館
（
以
下
「
文
書
館
」
と
略
す
。）
所
蔵

の
手
紙
等
に
も
触
れ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
力
量
が
及
ば
な
い
こ
と
も

ち
ろ
ん
で
あ
り
、
ひ
と
え
に
読
者
の
ご
海
容
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　
　
　

一
　
博
士
と
民
事
手
続
法

　

㈠　

条
約
改
正
と
近
代
的
法
制
度
の
確
立
・
再
編　

　

幕
末
に
欧
米
列
強
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
不
平
等
条
約
の
改
正
に

は
、
西
洋
式
の
法
典
編
纂
が
条
件
と
さ
れ
て
い（４
）た

。

　

条
約
の
主
な
内
容
は
、
①
関
税
自
主
権
の
欠
如
、
②
領
事
裁
判
権
の
承
認
（
在

私
権
の
保
護
と
民
事
手
続
法 

―
加
藤
正
治
博
士
の
著
作
か
ら
―

石
井 

敬
一
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表１　加藤正治博士略年譜等

年譜は、国立公文書館アジア歴史資料センター「枢密院文書」中の履歴書、菊井維大「加藤先生を憶う」（『ジュリスト』1952.4.15 号、
29 頁）、「座談会　一橋法学の七十五年」（『一橋論叢』24 巻４号、1950 年、121 頁）等を参考に作成、「第１～３次民事手続法立法期」
は、園尾隆司『民事訴訟・執行・破産の近現代史』（弘文堂、2009 年、206、258 頁）を参考に作成した。

西暦 和暦 年齢 略年譜 主な出来事・民事法制史上の主な出来事

1871 明治 ４ 0 長野県東筑摩郡生坂村で出生 廃藩置県、岩倉使節団派遣
1889 22 18 長野県中学校（現松本深志高校）卒業 大日本帝国憲法発布、法典論争始まる。

1890 23 19
第１回帝国議会、旧民法（施行延期）、
旧々民事訴訟法、旧商法第三編（破産）
及び家資分散法公布　　　　　　　

第１次民事手続法
立法期

1894 27 23 第一高等中学校卒業、東京帝国大学法
科大学入学

日清戦争勃発（～95）、日英通商航海条約調印（５年後領事
裁判権撤廃等）

1896 29 25 松本市文書館所蔵文書 松本地方大水害（7月）、明治民法（第1～3編）公布（施行再延期）

1897 30 26 東京帝国大学法科大学卒業、法典調査会
起草委員補助、加藤正義の婿養子に

1898 31 27 民法（第4～5編）公布・全面施行
第２次民事手続法
立法期1899 32 28 独仏留学出発 商法公布・施行、改正条約発効（領事裁

判権撤廃）
1900 33 29 東京帝国大学法科大学助教授就任 治安警察法公布
1903 36 32 帰国、東京帝国大学法科大学教授就任
1904 37 33 法学博士 日露戦争勃発（～０５）
1911 44 40 日米通商航海条約改正（関税自主権回復＝条約改正達成）
1914 大正３ 43 （司法省）法律取調委員会委員 第１次世界大戦（～18）

1917 6 46
信濃通俗大学会（木崎夏期大学）理事就
任、第九（松本）高等学校設立建白書連署
提出、「破産者解放論」

1919 8 48 （司法省）破産法・民事訴訟法改正調査
委員会委員、起草委員

1922 11 51 ◎旧破産法及び和議法公布（翌年施行）
第３次民事手続法
立法期

1923 12 52 関東大震災　　　　　　　　　　　　　　　

1926 15 55 ◎大正改正（旧）民事訴訟法公布（昭和
４年施行）

1928 昭和３ 57 上條螘司先生頌徳碑撰文（松本市立今
井小学校） 第１回普通選挙

1931 6 60 東京帝国大学退官 満州事変

1935 10 64 訴訟法学会発足（顧問）、松本中学校同
窓会初代会長就任 天皇機関説事件

1936 11 65 松本市城山頌徳句碑除幕式 ２・26事件
1945 20 74 ポツダム宣言受諾

1947 22 76 枢密院顧問官 日本国憲法施行、衆・参議院議員選挙法改正等による選挙
権・被選挙権の破産者資格制限廃止

1948 23 77 中央大学理事長兼学長就任、「破産者
の解放を喜ぶ」

1949 24 78 日本民事訴訟法学会創立（会長）

1952 27 81 『破産法研究第11巻』上梓、『新訂破産
法要論』改訂（第16版）、逝去 旧破産法改正（免責制度導入）

1996 平成 ８ （現行）民事訴訟法公布（平成10年施行）
2004 16 （現行）破産法公布（平成17年施行）
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マ
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
収
め
た
『
破
産
法
研
究
』（
全
一
一
巻
）、
民
事
手
続

法
全
体
を
俯
瞰
し
、
各
法
の
体
系
的
把
握
に
配
慮
し
た
「
要
論
四
部
作
」
と
い
わ

れ
る
『
民
事
訴
訟
法
要
論
』、『
破
産
法
要
論
』、『
強
制
執
行
法
要
論
』、『
和
議
法

要
論
』
な
ど
が
あ
り
、亡
く
な
る
直
前
ま
で
改
訂
執
筆
し
て
い
た
『
破
産
法
要
論
』

は
、
名
著
の
誉
れ
高
（
（1
（

い
。

　

㈡　

民
事
手
続
法
と
は

　

民
事
手
続
法
は
、
民
事
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
手
続
に
関
す
る
法
の
総
称

で
、
民
事
手
続
法
と
い
う
名
称
の
法
律
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
民
法
や
商
法
な

ど
の
実
体
法
が
定
め
る
私
人
の
権
利
義
務
や
法
律
関
係
の
存
否
・
内
容
を
確
定
す

る
判
決
手
続
に
関
す
る
民
事
訴
訟
法
を
中
核
と
し
て
、
強
制
執
行
等
の
権
利
の
実

現
手
続
に
関
す
る
民
事
執
行
法
、
仮
差
押
え
・
仮
処
分
と
い
う
権
利
の
保
全
手
続

に
関
す
る
民
事
保
全
法
、
倒
産
処
理
手
続
に
関
す
る
破
産
法
や
民
事
再
生
法
な
ど

が
あ
る
。
近
代
法
治
国
家
は
、個
人
や
法
人
が
債
務
を
任
意
に
履
行
し
な
い
場
合
、

債
権
者
が
裁
判
手
続
を
経
ず
に
実
力
行
使
で
権
利
を
実
現
す
る
自
力
救
済
（
力
に

よ
る
正
義
）
を
禁
ず
る
代
わ
り
に
、
憲
法
の
裁
判
を
受
け
る
権
（
（1
（

利
（
第
三
二
条
）、

民
事
訴
訟
法
及
び
民
事
執
行
法
に
よ
り
、
債
務
者
の
個
々
の
財
産
に
対
し
て
強
制

執
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
利
を
実
現
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
破
産
は
、
個
人
や
法
人
が
経
済
的
に
破
綻
し
、
総
財
産
を

も
っ
て
し
て
も
競
合
し
た
多
数
の
債
権
者
に
対
す
る
債
務
を
弁
済
で
き
な
く
な
っ

た
危
機
的
な
状
態
で
あ
る
。
破
産
も
権
利
（
債
権
）
実
現
の
必
要
性
は
変
わ
ら
な

い
が
、
右
の
原
則
を
貫
く
と
、
債
権
者
が
大
挙
し
て
取
り
立
て
に
押
し
か
け
る
な

留
外
国
人
の
裁
判
を
そ
の
本
国
の
領
事
が
本
国
の
法
律
に
基
づ
い
て
行
う
権
利
）、

③
片
務
的
最
恵
国
待
遇
（
日
本
が
締
結
国
に
対
し
て
、
他
の
い
ず
れ
の
国
と
比
較

し
て
も
最
も
有
利
な
待
遇
を
与
え
る
こ
と
）
で
、
こ
の
と
き
列
強
の
目
的
は
、
日

本
の
植
民
地
化
で
は
な
く
、
自
由
貿
易
に
よ
る
利
益
の
獲
得
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
日
本
を
主
権
国
家
と
し
て
認
め
つ
つ
領
事
裁
判
権
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
南
下
を
牽
制
し
な
が
ら
、
自
国
民
に
西
洋
の
人
権
や

財
産
権
等
を
保
障
し
、
自
由
貿
易
の
利
益
を
享
受
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ（５
）る

。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
、
列
強
は
法
典
編
纂
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
、
極
東
の
未
知
な
る
国
を
相
手
と
し
て
経
済
取
引
を
行
う
際
、
紛
争

勃
発
時
に
裁
判
の
帰
す
う
が
ど
う
な
る
の
か
、
予
測
可
能
性
が
確
保
で
き
な
け
れ

ば
、
継
続
的
な
取
引
、
利
益
の
獲
得
は
困
難
で
あ
ろ（６
）う

。
そ
こ
で
、
条
約
改
正
に

よ
り
領
事
裁
判
権
を
失
う
代
わ
り
に
、
近
代
国
家
同
様
の
裁
判
の
基
準
と
な
る
法

典
編
纂
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

　

博
士
は
大
学
卒
業
後
、
法
典
調
査
会
起
草
委
員
補
助
に
選
ば
れ
、
商
法
の
起
草

委
員
で
あ
っ
た
恩
師
岡
野
敬
次
郎
博
士
と
と
も
に
商
法
（
海
商
法
）
の
立
法
に
携

わ
っ
た
。

　

文
部
省
留
学
生
と
し
て
、
破
産
法
研
究
の
た
め
、
三
年
間
の
独
・
仏
留
学（７
）か
ら

帰
国
後
、
大
学
で
民
法
、
海
商
法
、
破
産
法
等
を
講
じ
、
明
治
三
九
年
か
ら
は
民

事
訴
訟
法
の
研
究
者
と
し
て
初
め
て
講
座
を
担
当
し（８
）た

。
そ
の
後
、
破
産
法
及
び

民
事
訴
訟
法
改
正
調
査
会
委
員
・
起
草
委
員
と
し
て
、
旧
破
産
法
・
和
議
法
の
制

定
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
旧
々
民
事
訴
訟
法
の
改
正
（
大

正
十
五
年
改
正
・
一
九
二
六
）
に
力
を
注
い（９
）だ

。

　

多
く
の
著
作
が
あ
る
が
、今
日
で
も
よ
く
参
照
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、個
別
テ
ー



4

産
実
体
法
」）、
実
体
法
と
手
続
法
が
交
錯
す
る
「
法
律
問
題
の
る
つ
ぼ
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。
民
事
手
続
法
に
は
ほ
か
に
、
家
庭
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
家
事
審

判
や
家
事
調
停
に
よ
る
解
決
手
続
を
定
め
る
家
事
事
件
手
続
法
や
民
事
調
停
法
、

仲
裁
法
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
家
事
調
停
や
民
事
調
停
、
仲
裁
な
ど
は
、
Ａ

Ｄ
Ｒ
（
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
）（A

lternative

（
代
替
的
）D

ispute

（
紛
争
）

Resolution

（
解
決
））
と
い
わ
れ
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
定
義
に
よ
る
。）、
当
事
者
の
合

意
を
基
本
と
し
、
公
正
な
第
三
者
が
関
与
し
て
簡
易
・
迅
速
・
安
価
に
紛
争
解
決

を
図
る
も
の
（
（1
（

で
、
訴
訟
手
続
に
よ
ら
な
い
紛
争
解
決
手
続
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　

参
考
ま
で
に
、
民
事
手
続
法
に
お
け
る
紛
争
発
生
か
ら
紛
争
終
結
ま
で
の
フ

ロ
ー
を
図
版
１
と
し
て
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
民
事
訴
訟
は
、
口
頭
弁
論
と
い

う
公
開
の
審
理
や
上
訴
と
い
う
不
服
申
立
の
方
法
が
あ
る
等
、
最
も
公
正
で
慎
重

な
手
続
で
あ
る
。
ま
た
、
強
制
執
行
や
訴
え
提
起
に
よ
り
被
告
を
訴
訟
に
引
き
込

む
な
ど
、
国
家
機
関
に
よ
る
強
制
的
で
最
終
的
な
紛
争
解
決
手
段
で
あ
り
、「
最

後
の
砦
」（last resort

）
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
民
事

訴
訟
法
と
破
産
法
に
焦
点
を
当
て
て
い
く
。

　

㈢　

民
事
手
続
法
の
変
遷

　
　
　

ア　

民
事
訴
訟
法

　

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
制
定
の
旧
々
民
事
訴
訟
法
は
、
明
治
政
府
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
テ
ヒ
ョ
ー
が
、
当
時
最
新
の
自
由
主
義
的
な
ド
イ
ツ
帝
国

ど
、
早
い
者
勝
ち
の
債
権
回
収
と
な
り
、
債
権
者
相
互
間
に
不
公
平
が
生
ず
る
。

一
方
で
、
債
務
者
も
財
産
を
隠
匿
し
た
り
、
一
部
の
債
権
者
の
み
に
弁
済
す
る
な

ど
不
正
や
不
公
平
が
生
じ
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た
場
合
に
債
務
者
の
財

産
関
係
を
清
算
し
、
総
債
権
者
に
公
平
な
満
足
を
図
る
裁
判
上
の
手
続
に
つ
い
て

定
め
た
の
が
破
産
法
で
あ
る
。
破
産
法
は
、
こ
う
し
た
手
続
法
で
あ
る
一
方
で
、

民
法
・
商
法
等
の
実
体
法
の
規
定
を
破
産
手
続
の
目
的
か
ら
修
正
し
て
お
り
（「
破

紛争発生

交渉（催促など）

相談・苦情処理

（裁判所外）

（裁判所内）

保全

家事審判 ↓

訴訟

破産・民事再生 ↓

執行

↓

紛争終結

権利の確定（民事訴訟法）

権利の実現（民事執行法）

Ａ　Ｄ　Ｒ
①斡旋・調停（調整型）、➁仲裁（裁断型）

権利の保全（民事保全法）

行政型

民間型

司法型 （民事･

家事調停）

図版１　紛争発生から紛争終結までのフロー
ＡＤＲの意義は山本和彦・山田文『ＡＤＲ仲裁法（第２版）』日本評論社（2015 年、７～８頁）、フロー
は佐藤鉄男・和田吉弘・日比野泰久・川嶋四郎・松村和徳『民事手続法入門（第４版）』有斐閣（2012
年、11 頁）をそれぞれ参考に作成した。
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イ　

破
産
法

　

西
洋
の
法
制
を
モ
デ
ル
と
し
た
最
初
の
破
産
法
は
、
明
治
政
府
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
ド
イ
ツ
人
ロ
エ
ス
レ
（
（1
（

ル
が
、
フ
ラ
ン
ス
商
法
を
範
と
し
て
立
案
し
た
明
治

二
十
三
年
公
布
の
旧
商
法
第
三
篇
「
破
産
」
の
規
定
及
び
家
資
分
散
法
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
破
産
法
で
な
く
フ
ラ
ン
ス
商
法
を
参
照
し
た
の
は
、
旧
商
法
典
全
体
が
フ

ラ
ン
ス
法
を
範
と
し
て
い
た
こ
と
や
詐
害
的
倒
産
の
続
発
を
防
ぐ
た
め
、
破
産
者

に
対
す
る
懲
戒
が
必
要
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
と
さ
れ
（
（1
（

る
。
こ
の
法
制
に
は
制
定
当

時
か
ら
改
正
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
た
が
、
本
稿
で
は
と
り
わ
け
、
破
産
を
犯
罪

視
し
破
産
者
に
公
私
の
資
格
制
限
を
設
け
る
懲
戒
主
義
が
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

取
り
上
げ
る
（
詳
細
は
後
述
三
）。
そ
こ
で
、
よ
り
一
層
の
近
代
化
を
目
指
し
て

制
定
し
た
の
が
、
博
士
が
立
案
に
関
わ
っ
た
旧
破
産
法
及
び
和
議
法
（
（1
（

で
あ
る
。
そ

の
後
、
旧
破
産
法
は
八
二
年
間
、
和
議
法
は
七
七
年
間
に
わ
た
り
、
戦
前
か
ら
高

度
成
長
期
を
挟
ん
で
運
用
さ
れ
、現
行
破
産
法
（
平
成
十
六
年
）、民
事
再
生
法
（
平

成
十
一
年
）
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

㈣　

実
体
法
と
訴
訟
法

　

訴
訟
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
法
律
は
二
種
類
あ
る
。
判
決
の
基
準
と
な
る
権
利

の
内
容
等
を
定
め
る
実
体
法
（
民
法
、
商
法
、
刑
法
な
ど
）
と
、
ど
の
よ
う
に
裁

判
を
す
る
か
に
つ
い
て
方
法
、
手
続
を
定
め
る
訴
訟
法
（
手
続
法
）
で
あ
る
。
民

事
訴
訟
法
は
訴
訟
法
の
代
表
例
で
あ
る
が
、
日
常
生
活
に
あ
ま
り
縁
が
な
く
（
行

民
事
訴
訟
法
に
倣
っ
て
起
草
し
た
。
ド
イ
ツ
法
を
翻
訳
し
た
だ
け
の
も
の
に
近
い

と
さ
れ
、
判
決
手
続
だ
け
で
な
く
、
以
下
の
よ
う
に
様
々
な
民
事
手
続
を
含
ん
で

い
た
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
。

　

第
一
編
な
い
し
第
五
編
（
判
決
手
続
）
は
、特
に
訴
訟
遅
延
（
訴
訟
の
長
期
化
）

に
つ
い
て
批
判
が
あ
り
、
博
士
も
改
正
に
関
わ
る
中
、
全
面
改
正
（
大
正
十
五
年
・

一
九
二
六
改
正
）
さ
れ
た
（
旧
民
事
訴
訟
法
）。
こ
の
改
正
は
、
資
本
主
義
の
急

速
な
発
展
に
よ
る
紛
争
の
急
増
に
対
応
す
る
た
め
、
社
会
・
福
祉
国
家
的
理
念
に

基
づ
い
て
フ
ラ
ン
ツ
・
ク
ラ
イ
ン
が
起
草
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
（
明

治
二
十
八
年
）
を
参
考
に
、
当
事
者
主
義
を
制
限
し
、
職
権
主
義
の
強
化
に
よ
り

訴
訟
促
進
を
図
っ
た
点
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
立
法
作
業
に
は
、
旧
々

民
事
訴
訟
法
当
時
と
は
異
な
り
、す
で
に
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
（
明
治
三
十
二
年
）

に
よ
り
、
法
典
編
纂
の
必
要
性
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
た
た
め
、
外
国
人
に
よ
る
起

草
は
不
要
で
あ
り
、
司
法
官
だ
け
で
な
く
、
博
士
の
よ
う
な
研
究
者
や
弁
護
士
も

加
わ
っ
て
い
（
（1
（

た
。

　

旧
民
事
訴
訟
法
は
、
戦
後
ま
で
七
十
年
に
わ
た
り
施
行
さ
れ
、
社
会
・
経
済
状

況
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
訴
訟
遅
延
が
著
し
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
平
成
八
年

（
一
九
九
六
）
に
全
面
的
に
見
直
し
さ
れ
、
現
行
民
事
訴
訟
法
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

一
方
、
博
士
が
改
正
に
着
手
し
た
も
の
の
、
戦
争
に
よ
り
中
断
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
第
六
編
（
強
制
執
行
）
及
び
競
売
法
は
、
現
在
、
民
事
執
行
法
（
昭
和

五
十
四
年
・
一
九
七
九
）
と
な
り
、
改
正
が
先
送
り
さ
れ
て
い
た
同
じ
く
第
六
編

（
仮
差
押
え
・
仮
処
分
命
令
）
は
民
事
保
全
法
（
平
成
元
年
）
に
、第
八
編
（
仲
裁
）

は
仲
裁
法
（
平
成
十
五
年
）
と
な
っ
て
い
る
。
最
後
ま
で
残
っ
た
公
示
催
告
に
関

す
る
規
定
は
、
非
訟
事
件
手
続
法
（
平
成
二
十
三
年
）
中
に
設
け
ら
れ
た
。　
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過
ぎ
ぬ
。

　
（
中
略
）

実
体
法
と
訴
訟
法
と
は
恰
も
車
の
両
輪
の
如
く
其
の
何
れ
に
も
高
下
を
置
く

べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
世
人
の
多
く
は
実
体
法
の
研
究
を
重
視
し
、
訴
訟

法
の
研
究
の
如
き
は
趣
味
と
い
ひ
感
興
と
い
ひ
頗
る
之
に
乏
し
き
も
の
の
如

く
思
惟
す
る
の
観
が
あ
る
。
併
し
訴
訟
法
の
研
究
も
そ
の
理
論
的
方
面
に
お

い
て
も
ま
た
実
用
的
方
面
に
於
い
て
も
其
の
深
く
入
り
深
く
探
る
に
従
て
実

体
法
学
者
の
窮
知
し
得
ざ
る
趣
味
感
興
の
津
津
と
し
て
湧
き
出
る
も
の
無
し

と
し
な
い
の
で
あ
（
（1
（

る
。（
傍
線
・
傍
点
筆
者
。
以
下
同
じ
）

　

戦
前
、
訴
訟
法
学
会
発
足
時
（
一
九
三
五
年
）
の
会
員
数
は
三
八
名
で
あ
り
、

戦
後
、
日
本
民
事
訴
訟
法
学
会
発
足
時
（
一
九
四
九
年
）
は
四
五
名
で
あ
っ
た
と

い
（
（2
（

う
。
現
在
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
細
や
か
な
規
模
で
あ
っ
た
。「
趣
味
感
興
の

津
津
と
し
て
湧
き
出
る
も
の
」
を
解
す
る
研
究
者
が
増
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

二
　
民
事
訴
訟
の
目
的

　

民
事
手
続
法
に
含
ま
れ
る
民
事
調
停
法
、
破
産
法
、
民
事
再
生
法
や
会
社
更
生

法
、
さ
ら
に
Ａ
Ｄ
Ｒ
基
本
法
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
条
で
目
的
規
定
が
置
か
れ
て

い
る
が
、
民
事
訴
訟
法
に
は
こ
う
し
た
規
定
が
な
い
。

　

わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
学
は
、
大
き
な
理
論
に
よ
っ
て
民
事
訴
訟
全
体
を
説
明

し
よ
う
と
す
る
試
み
が
繰
り
返
さ
れ
た
と
い
わ
れ
（
（2
（

る
。
こ
の「
民
事
訴
訟
の
目
的
」

も
、
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
考
え
方
が
分
か
れ
る
た
め
か
、
現
行
法
（
一
九
九
六
年

施
行
）
で
も
目
的
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
。

政
等
の
公
務
員
試
験
科
目
に
も
無
い
。）、
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
ず
無
味
乾
燥
で
、「
民

訴
は
眠
素
に
通
ず
」な
ど
と
い
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、教
育
・
研
究
面
で
は
、

博
士
の
よ
う
な
専
門
の
研
究
者
が
現
れ
る
ま
で
は
、
裁
判
官
な
ど
の
実
務
家
に

よ
っ
て
講
義
が
行
わ
れ
て
お
り
、
実
体
法
の
後
塵
を
拝
し
た
と
い
わ
れ
て
い
（
（1
（

る
。

こ
の
こ
と
が
、「
実
体
法
学
者
の
手
続
法
へ
の
べ
っ
視
、
手
続
法
の
講
義
・
研
究

の
た
め
に
専
門
学
者
を
養
成
す
る
必
要
が
な
い
、
と
い
う
誤
っ
た
観
念
を
誘
発
」

し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
（
（1
（

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
大
学
院
で
実
体
法
で
あ
る
商
法

（
海
商
法
）
を
専
攻
し
た
博
士
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

実
体
法
と
訴
訟
法
と
が
唇
歯
輔
車
（
筆
者
註
、
利
害
関
係
が
密
接
で
お
互
い

に
助
け
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
）
の
関
係
に
在
る
こ
と
は
言
を
俟
た
ざ
る

所
で
あ
る
が
、
世
人
或
は
手
続
法
殊
に
訴
訟
法
に
対
す
る
認
識
不
足
か
ら
前

者
を
重
ん
じ
後
者
を
軽
ん
ず
る
の
傾
向
が
無
い
で
も
な
い
。

　
　
（
中
略
）

実
体
法
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
其
の
国
固
有
の
人
情
風
俗
習
慣
に
基
く
と
こ
ろ

の
も
の
多
く
、
否
な
寧
ろ
実
体
法
は
斯
る
国
情
そ
の
も
の
の
繁
栄
に
外
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
。
然
る
に
訴
訟
法
は
最
も
適
正
に
公
平
に
迅
速
に
且
安
価
に

当
事
者
の
紛
争
を
解
決
し
て
裁
判
の
結
果
を
得
せ
し
む
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。
従
て
そ
の
国
情
と
の
関
係
は
実
体
法
に
比
し
て
大
い
に
稀
薄
で
あ
る
。

　
（
中
略
）

又
実
体
法
は
其
の
各
章
各
節
毎
に
相
当
の
役
目
を
果
た
し
て
居
り
、
学
徒
と

し
て
之
を
研
究
す
る
に
各
章
各
節
だ
け
を
読
み
て
既
に
或
る
程
度
の
観
念
が

得
ら
る
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
訴
訟
法
は
全
体
と
し
て
始
め
て
其
の
役
目
を

果
た
す
の
で
あ
っ
て
、
各
章
各
節
の
規
定
は
之
を
譬
え
ば
単
な
る
部
分
品
に
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国
家
に
お
い
て
は
、
私
人
間
の
紛
争
に
お
い
て
自
力
救
済
を
禁
ず
る
代
わ
り
に
、

一
人
ひ
と
り
の
権
利
（
私
権
＝
民
法
な
ど
の
私
法
上
の
権
利
）
を
保
護
し
、
そ
れ

を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
、
憲
法
で
裁
判
を
受
け
る
権
利
（
第
三
二
条
）
を
保

障
し
、
司
法
権
（
裁
判
所
）
を
設
置
し
て
い
る
（
第
七
六
条
第
一
項
）。

　

憲
法
第
三
二
条
は
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
に
相
応
し
い
内
実
を

も
っ
た
裁
判
制
度
の
構
築
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
に
対
し
て
そ
の
よ
う
な

内
実
を
も
っ
た
裁
判
制
度
を
整
備
し
、
国
民
に
司
法
に
よ
る
救
済
を
与
え
る
義
務

を
負
わ
せ
て
い
る
。
裁
判
を
受
け
る
権
利
が
「
基
本
権
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本

権
」
と
い
わ
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
（
（2
（

る
。

　

権
利
（
私
権
）
保
護
（
（2
（

説
は
、
こ
う
し
た
近
代
法
の
原
則
に
調
和
す
る
簡
明
な
考

え
方
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
で
も
、
法
継
受
当
時
の
わ
が
国
で
も
一
時
通
説
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
法
と
裁
判
を
め
ぐ
る
考
え
方
に
変
化
が
現

わ
れ
、
こ
の
議
論
も
次
第
に
そ
の
影
響
を
受
け
た
。

　

ま
ず
現
れ
た
の
は
、
国
家
制
度
で
あ
る
民
事
訴
訟
を
単
に
私
益
の
保
護
と
い
う

個
人
の
目
的
か
ら
説
明
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
と
し
て
、
私
法
秩
序
を
維
持
す
る

こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
（
私
法
秩
序
維
持
（
（2
（

説
）。
ド
イ
ツ
で
全

体
主
義
国
家
化
の
流
れ
も
手
伝
っ
て
次
第
に
有
力
に
な
り
、
わ
が
国
で
も
戦
前
期

に
お
い
て
多
数
説
と
な
っ
（
（2
（

た
。
博
士
は
、
こ
の
見
解
を
否
定
は
し
な
い
も
の
の
、

直
接
的
な
目
的
は
あ
く
ま
で
も
私
権
保
護
で
あ
り
、
私
法
秩
序
の
維
持
は
間
接
的

な
目
的
に
留
ま
る
と
し
た
。

併
し
訴
訟
制
度
の
直
接
の
目
的
が
当
事
者
よ
り
見
て
私
権
保
護
に
存
す
る
こ

と
は
否
み
得
な
い
と
信・
・
・
ず
る
。
尤
も
訴
訟
の
目
的
は
当
事
者
よ
り
見
た
る
私

権
保
護
の
み
で
な
く
、
国
家
よ
り
見
た
る
国
家
自
身
の
法
の
実
効
及
維
持
の

　

し
か
し
、
博
士
に
と
っ
て
民
事
訴
訟
の
目
的
は
、
憲
法
か
ら
民
事
手
続
法
を
貫

く
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
（
背
骨
）
で
あ
っ
て
、
極
め
て
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

博
士
は
、
民
事
訴
訟
の
目
的
を
「
私
権
（
権
利
）
の
保
護
」
と
捉
え
、
国
家
は

国
民
の
自
力
救
済
を
禁
ず
る
代
わ
り
に
、国
民
は
、国
家（
司
法
権
）に
対
し
て「
私

権
保
護
請
求
権
」
と
い
う
公
権
を
有
し
、
こ
の
私
権
保
護
請
求
権
が
、
民
事
訴
訟

（
判
決
請
求
権
（
訴
権
）
と
証
拠
保
全
請
求
権
）、民
事
保
全
、民
事
執
行
、破
産
（
破

産
請
求
権
）
を
通
し
て
５
種
類
に
分
科
す
る
と
考
え
（
（2
（

た
。
博
士
の
「
要
論
四
部
作
」

は
、「
和
議
法
要
論
」
以
外
、
す
べ
て
「
私
権
の
保
護
」
か
ら
始
ま
る
の
は
そ
の

た
め
で
あ
ろ
う
。　
　

民
事
訴
訟
は
私
権
の
保
護
を
直
接
の
目
的
と
す
る
裁
判
上
の
手
続
き
で
あ
る

（
中
略
）
何
れ
の
国
に
お
い
て
も
近
世
に
於
い
て
は
自
力
救
済
は
漸
次
之
を

禁
止
し
て
国
家
機
関
が
之
に
代
わ
っ
て
私
権
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

我
国
に
お
い
て
も
此
の
例
に
漏
れ
ず
憲
法
第
三
二
条
に
於
い
て
は「
何
人
も
、

裁
判
所
に
お
い
て
裁
判
を
受
け
る
権
利
を
奪
は
れ
な
い
」
と
言
い
、
又
同
第

五
七
条（
筆
者
注
：
七
六
条
と
思
わ
れ
る
。）に
お
い
て
は「
す
べ
て
司
法
権
は
、

最
高
裁
判
所
及
び
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
設
置
す
る
下
級
裁
判
所
に

属
す
る
」
と
言
い
、
以
て
司
法
権
は
国
家
機
関
た
る
裁
判
所
に
於
て
之
を
行

う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
私
権
関
係
の
存
否
を
確
定
し
私
権
の

保
護
を
為
す
こ
と
は
国
家
機
関
が
専
ら
そ
の
責
め
に
任
ず
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

而
し
て
か
か
る
時
代
は
之
を
国
家
的
私
権
保
護
の
時
代
と
名
づ
く
べ
き
で

あ
（
（2
（

る
。

　

自
由
主
義
・
個
人
主
義
の
息
吹
を
感
じ
る
歯
切
れ
の
よ
い
文
章
で
あ
る
。
法
治
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つ
い
て
、
転
換
を
促
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
引
用
す
る
。

民
事
裁
判
は
、
も
と
も
と
社
会
に
起
る
構
成
員
間
の
私
的
な
紛・
・
・
・
・
・

争
を
解
決
調

整・
し
て
社
会
の
平
和
を
保
持
す
る
要
求
に
基
づ
く
も
の
で
、
前
国
家
的
な
社

会
の
本
能
的
機
能
で
あ
り
、
こ
れ
を
国
家
が
自
己
の
任
務
と
し
て
取
り
込
ん

だ
と
こ
ろ
に
、
国
家
制
度
と
し
て
の
民
事
訴
訟
の
成
立
が
あ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
際
、
原
始
的
な
国
家
が
最
初
か
ら
全
面
的
に
法
規
を
整
備
し
た
上
で
、

あ
ら
ゆ
る
事
件
を
取
上
げ
て
裁
判
す
る
制
度
を
作
っ
た
と
は
到
底
想
像
で
き

な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
当
初
は
必
要
や
む
を
得
な
い
最
小
限

度
の
事
件
を
取
上
げ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、取
上
げ
る
と
決
め
た
以
上
は
、

手
続
の
準
則
も
解
決
の
規
準
も
決
ま
っ
て
い
な
く
と
も
、
裁
判
は
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
裁
判
の
規
準
と
し
て
法
規
を
前
提
と
し
、
こ
れ

を
適
用
し
て
裁
判
し
た
の
で
は
な
く
、
裁
判
そ
の
も
の
が
端
的
に
具
体
的
な

法
実
在
の
形
成
と
し
て
行
わ
れ
た
。（
中
略
）
い
わ
ば
、
法
の
世
界
が
暗
闇

な
時
代
は
、
訴
訟
制
度
の
窓
口
で
点
滅
す
る
裁
判
の
燈
だ
け
が
僅
か
に
法
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
燈
光
が
継
続
的
に
つ
き
放
し
に
な
る
と
、
窓
口
か
ら
外
界

が
照
ら
さ
れ
て
明
る
く
な
り
、
更
に
は
照
ら
さ
れ
た
部
分
が
自
ら
発
光
し
て

逆
に
窓
口
を
照
ら
し
返
す
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
（
中
略
）

国
家
の
訴
訟
制
度
の
成
立
前
に
国
家
法
上
の
私
人
の
権
利
が
あ
り
、
し
か
も

こ
れ
に
つ
い
て
私
人
は
天
賦
固
有
の
自
力
救
済
権
を
有
し
て
い
て
、
そ
の
剥

奪
と
の
交
換
条
件
と
し
て
、
訴
訟
制
度
が
発
生
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
は
、

歴
史
的
事
実
と
し
て
肯
定
し
難
い
。

　
（
中
略
）

目
的
を
も
同
時
に
達
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
若
し
之
の
み
な

り
と
せ
ば
訴
訟
は
常
に
職
権
に
因
り
て
開
始
す
べ
き
こ
と
に
な
る
の
み
な
ら

ず
訴
訟
開
始
後
も
当
事
者
の
処
分
権
主
義
に
委
ぬ
る
こ
と
は
之
を
排
除
す
べ

き
で
あ
（
（2
（

る
。

　

処
分
権
主
義
は
、
訴
訟
の
開
始
や
終
了
、
訴
訟
対
象
の
特
定
に
つ
い
て
当
事
者

に
決
定
権
を
与
え
る
民
事
訴
訟
上
の
原
則
で
あ
る
。
近
代
法
は
、
個
人
の
自
由
を

尊
重
し
、
国
家
は
私
人
の
自
由
な
活
動
に
で
き
る
だ
け
介
入
し
な
い
と
い
う
自
由

主
義
思
想
か
ら
、
私
人
間
の
法
律
関
係
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思
決
定
に
任
せ
る

べ
き
と
す
る
私
的
自
治
の
原
則
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
民
事
訴
訟
に
反
映
さ
せ

た
も
の
が
処
分
権
主
義
と
い
わ
れ
て
お
り
、
訴
訟
を
利
用
す
る
か
、
ど
の
よ
う
な

裁
判
を
求
め
る
か
、
訴
訟
を
ど
の
よ
う
に
終
了
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
、
当
事
者
の

自
由
な
意
思
決
定
に
委
ね
た
も
の
で
あ
る
。「
訴
え
な
け
れ
ば
裁
判
な
し
」
の
法

諺
は
、
訴
訟
の
開
始
に
つ
い
て
、
こ
の
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
博
士
は
、
も

し
私
法
秩
序
の
維
持
の
み
が
民
事
訴
訟
の
目
的
だ
と
す
れ
ば
、
私
法
秩
序
を
維
持

す
る
た
め
に
、
裁
判
所
が
職
権
で
訴
訟
を
開
始
す
る
な
ど
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
る
が
、
そ
れ
は
処
分
権
主
義
に
矛
盾
す
る
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味

で
民
事
訴
訟
は
、
制
度
の
基
本
に
権
利
保
護
を
求
め
る
当
事
者
の
意
図
を
予
め
取

り
込
ん
で
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

次
に
、
戦
後
に
な
っ
て
門
下
の
兼
子
一
博
士
が
唱
え
た
の
が
紛
争
解
決
説
で
、

後
に
通
説
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
裁
判
の
前
に
法
が
あ
る
の
で

は
な
く
、
裁
判
に
よ
る
紛
争
解
決
を
通
じ
て
法
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史

認
識
に
立
ち
、
端
的
に
前
法
律
的
な
要
請
で
あ
る
紛
争
解
決
こ
そ
が
民
事
訴
訟
の

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
兼
子
博
士
の
著
作
で
あ
る
が
、
法
と
裁
判
の
関
係
に
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必
ず
し
も
完
成
・
完
結
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
で
は
、
法

か
ら
外
れ
た
問
題
は
救
済
の
余
地
は
な
く
な
り
、
法
と
裁
判
は
、
新
た
な
問
題
に

対
応
す
る
能
力
を
有
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

　

む
し
ろ
、
実
体
法
も
完
成
途
上
に
あ
る
も
の
と
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
具
体

的
事
件
の
裁
判
を
通
じ
、
憲
法
を
頂
点
と
す
る
法
秩
序
に
適
う
の
で
あ
れ
ば
、
法

的
に
保
護
に
値
す
る
新
た
な
権
利
・
利
益
（
日
照
権
、
景
観
利
益
な
ど
）
を
創
り

出
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
と
考
え
（
（3
（

る
。

　　
　
　

三
　
破
産
者
解
放
論

　

㈠　

破
産
制
度
の
存
在
意
義

　

破
産
は
、
自
給
自
足
や
現
金
取
引
の
社
会
で
は
発
生
し
な
い
と
い
わ
れ
る
。
発

生
す
る
の
は
、
信
用
取
引
が
行
わ
れ
る
社
会
で
あ
る
。
た
と
え
手
元
に
十
分
な
現

金
が
無
く
て
も
、
商
品
の
受
取
り
と
代
金
の
支
払
い
と
の
間
に
一
定
の
期
間
を
設

け
る
こ
と
に
よ
り
（
信
用
の
供
与
）、
受
け
取
っ
た
商
品
を
転
売
し
て
利
益
を
得

る
こ
と
で
代
金
の
支
払
い
が
可
能
と
な
る
仕
組
み
で
、
事
業
を
拡
大
す
る
た
め
の

魔
法
の
杖
と
い
わ
れ
（
（3
（

る
。
だ
が
、
事
業
が
不
調
で
資
金
繰
り
が
つ
か
ず
、
総
財
産

を
も
っ
て
し
て
も
総
債
権
者
に
対
す
る
債
務
が
履
行
で
き
な
い
危
機
的
な
状
態
に

陥
る
と
破
産
と
な
る
。
原
因
は
様
々
で
、
景
気
の
変
動
、
需
要
の
変
化
、
連
鎖
倒

産
な
ど
の
経
済
状
況
の
変
動
に
よ
る
も
の
か
ら
、
放
漫
経
営
や
経
営
判
断
の
誤
り

な
ど
人
的
な
も
の
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
日
で
は
社
会
主
義
国
家
も
破
産
制
度
を

有
す
る
よ
う
に
、
破
産
は
経
済
社
会
の
あ
る
と
こ
ろ
、
国
家
体
制
を
問
わ
ず
発
生

私
人
の
私
法
上
の
権
利
は
、
こ
の
私
法
の
適
用
を
通
じ
て
、
そ
し
て
訴
訟
に

お
け
る
裁
判
所
の
判
決
は
そ
の
公
権
的
適
用
と
し
て
、
始
め
て
そ
の
存
在
が

観
念
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
又
反
対
論
者
が
い
う
よ
う
に
、
訴
訟
の
判
決
は
権

利
関
係
が
現
実
に
不
明
確
で
あ
り
、
当
事
者
間
に
対
立
が
あ
る
か
ら
こ
そ
要

求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
を
、
最
初
か
ら
権
利
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
通

り
の
判
決
を
し
ろ
と
い
う
こ
と
を
訴
訟
制
度
の
主
体
で
あ
る
国
家
な
り
若
は

そ
の
機
関
と
し
て
の
裁
判
官
に
請
求
す
る
権
利
が
あ
る
と
の
構
成
は
、
恰
も

受
験
生
が
自
己
の
実
力
を
云
々
し
て
、
試
験
官
に
対
し
て
合
格
請
求
権
を
有

す
る
と
見
る
の
と
同
様
非
常
識
で
あ
（
（2
（

る
。

　

思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
文
章
で
あ
る
。
し
か
し
、
裁
判
に
よ
る
紛
争
解

決
を
通
じ
て
法
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
認
識
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟

は
慣
習
法
等
を
含
む
何
ら
か
の
基
準
に
よ
り
紛
争
を
解
決
し
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
基
準
こ
そ
が
実
体
法
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す

る
と
、
い
か
な
る
時
代
で
も
実
体
法
は
裁
判
に
先
行
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
実
体

法
か
ら
離
れ
た
訴
訟
に
よ
る
紛
争
解
決
は
あ
り
得
な
い
こ
と
に
な
ろ
（
（3
（

う
。
と
り
わ

け
、
法
体
系
が
整
備
さ
れ
法
治
国
家
で
あ
る
現
在
で
は
、
紛
争
さ
え
解
決
さ
れ
れ

ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
法
に
従
っ
た
解
決
（
裁
判
）
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、

そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
欧
米
列
強
は
、
わ
が
国
に
近
代
的
な
法
典
整
備
を
求
め
た

の
で
あ
ろ
（
（3
（

う
。

　

憲
法
が
掲
げ
る
個
人
の
尊
厳
の
理
念
が
社
会
に
浸
透
し
、
市
民
か
ら
多
様
な
権

利
救
済
を
求
め
ら
れ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
司
法
の
役
割
と
し
て
法
に
よ
る

解
決
基
準
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
訴
訟
以
前
に
実
体
法
が
存
在
し
た
と
考
え
て
も
、
そ
れ
は
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そ
こ
で
、
ま
ず
、
①
債
権
者
の
た
め
に
債
務
者
の
手
元
に
残
っ
た
僅
か
な
財
産

を
多
数
の
債
権
者
間
で
公
平
な
満
足
を
図
る
清
算
手
続
の
確
立
が
求
め
ら
れ
、
そ

の
後
、
②
比
較
的
近
年
に
な
っ
て
、
英
米
法
の
影
響
も
あ
り
、
債
務
者
に
制
裁
を

科
す
の
で
は
な
く
、
経
済
的
再
生
を
図
り
、
や
り
直
し
の
機
会
（fresh start

）

を
与
え
る
方
が
社
会
の
活
性
化
に
資
す
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

わ
が
国
の
法
制
も
似
た
経
過
を
た
ど
っ
（
（3
（

た
。
先
の
明
治
二
十
三
年
商
法
第
三
篇

「
破
産
」
に
よ
る
と
、「
破
産
宣
告
を
受
け
た
る
債
務
者
又
は
破
産
し
た
る
商
事
会

社
の
無
限
責
任
社
員
若
し
く
は
取
締
役
は
復
権
を
得
る
に
至
る
ま
で
は
取
引
所
に

立
ち
入
る
こ
と
仲
立
人
と
為
り
合
名
会
社
若
し
く
は
合
資
会
社
の
社
員
と
為
り
又

は
株
式
会
社
の
取
締
役
と
為
る
こ
と
清
算
人
、
破
産
管
財
人
若
し
く
は
商
事
代
人

の
職
を
執
る
こ
と
商
業
会
議
所
の
会
員
と
為
る
こ
と
其
他
商
業
上
の
栄
誉
職
に
就

く
こ
と
を
得
ず
」（
第
一
〇
五
四
条
）（
原
文
カ
タ
カ
ナ
）
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、

破
産
者
に
身
分
上
の
資
格
制
限
を
課
す
懲
戒
主
義
に
よ
る
規
定
で
あ
る
。
こ
う
し

た
立
法
に
最
も
批
判
的
で
あ
っ
た
の
が
博
士
で
あ
っ
（
（3
（

た
。

　

㈢　

破
産
者
解
放
論

　

博
士
は
、
私
権
の
保
護
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
債
務
者
（
破
産
者
）
の
権

利
が
必
要
以
上
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
を
良
し
と
し
な
か
っ
た
。

破
産
手
続
と
い
ふ
も
の
は
多
数
の
債
権
者
が
競
合
し
て
権
利
を
行
ふ
と
い
う

場
合
に
於
て
、
国
家
が
さ
う
い
う
一
般
的
執
行
手
続
に
依
っ
て
公
平
に
其
の

間
を
処
理
し
て
私
権
の
保
護
を
す
る
と
い
ふ
だ
け
の
目
的
に
過
ぎ
な
い
も
の

で
あ
る
、
破
産
の
目
的
は
唯
そ
れ
だ
け
で
あ
る

す
る
。

　

破
産
は
、
現
代
に
お
い
て
も
不
幸
な
出
来
事
で
あ
る
。
善
良
な
債
権
者
は
多
大

な
費
用
と
時
間
を
要
す
る
が
、
多
く
の
場
合
、
少
額
の
弁
済
し
か
受
け
ら
れ
ず
、

一
方
で
個
人
債
務
者
は
免
責
制
度
で
未
済
の
債
務
を
免
れ
る
と
は
い
え
、
全
財
産

と
経
済
的
信
用
を
失
い
、
企
業
破
産
は
経
営
者
の
事
業
を
解
体
し
継
続
で
き
な
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
も
失
業
し
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
破
産
制
度
が
必
要
な
の
は
、
一
㈡
で
触
れ
た
ほ
か
、

債
務
者
に
不
健
全
な
経
済
活
動
を
止
め
さ
せ
再
生
の
機
会
を
与
え
る
と
と
も
に
、

非
効
率
な
事
業
を
速
や
か
に
淘
汰
し
、
経
済
社
会
の
健
全
性
を
維
持
す
る
た
め
で

あ
（
（3
（

る
。

　

㈡　

破
産
制
度
の
沿
革

　

破
産
は
、
ロ
ー
マ
法
以
来
、
債
権
者
か
ら
供
与
さ
れ
た
信
用
に
背
く
行
為
で
あ

り
、
債
務
者
に
各
種
の
制
裁
・
差
別
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
破
産

者
を
表
す
英
語bankrupt

（
バ
ン
ク
ラ
プ
ト
）
は
、
中
世
イ
タ
リ
ア
のbanca 

rotta

（
バ
ン
カ 

ロ
ッ
タ
）「
破
壊
さ
れ
た
店
台
」
に
由
来
す
る
と
さ
れ
、
破
産

に
怒
っ
た
債
権
者
が
債
務
者
の
店
に
押
し
か
け
、
店
の
中
を
破
壊
し
た
こ
と
に
基

づ
く
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
経
済
の
発
展
に
伴
い
、
信
用
取
引
が
増
加
す

る
と
と
も
に
破
産
者
も
増
加
し
、
一
口
に
破
産
と
い
っ
て
も
、
経
済
状
況
の
変
動

な
ど
不
可
避
な
も
の
も
あ
り
、
次
の
㈢
で
触
れ
る
よ
う
に
「
真
面
目
な
る
商
業
上

の
勇
者
」
と
い
え
ど
も
破
産
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
、
と
す
る
認
識
が
共
有
さ
れ

て
き
た
。
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の
手
腕
を
振
る
は
し
む
る
こ
と
を
社
会
は
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
然
ら
ず

ん
ば
国
家
は
決
し
て
伸
び
る
も
の
で
は
な
い　

破
産
統
計
の
上
か
ら
先
刻
も
申
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
世
界
の
進
歩
し
つ
つ

あ
る
国
と
い
ふ
も
の
は
、
破
産
統
計
の
上
に
於
て
破
産
が
概
ね
増
加
し
つ
つ

あ
る
の
で
あ
る
（
拙
著
破
産
法
講
義
六
六
頁
参
照
）
破
産
が
減
少
し
つ
つ
あ

る
国
と
い
ふ
も
の
は
、
必
ず
し
も
喜
ぶ
べ
き
国
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
憂
ふ

べ
き
現
象
で
あ
る
、
尤
も
そ
れ
は
す
べ
て
の
場
合
が
さ
う
で
あ
る
と
は
固
よ

り
言
へ
ま
せ
ぬ
が
、
極
く
大
体
の
観
察
と
し
て
は
、
一
般
の
国
は
国
力
が
非

常
に
進
み
、
そ
の
国
が
非
常
に
活
動
を
し
進
歩
し
つ
つ
あ
る
国
で
あ
る
な
ら

ば
、
破
産
も
増
加
し
つ
つ
あ
る
の
が
常
態
で
あ
り
ま
す
、
破
産
が
減
り
つ
つ

あ
る
国
は
決
し
て
良
い
国
で
な
い
と
申
し
ま
す
の
は
、
国
力
が
非
常
に
発
展

し
て
す
べ
て
の
方
面
に
伸
び
て
行
く
国
は
何
も
彼
も
伸
び
る
か
ら
で
あ
る
、

即
ち
貿
易
額
も
非
常
に
伸
び
れ
ば
企
業
も
非
常
に
増
加
す
る
、
そ
れ
に
伴
ふ

て
破
産
と
い
ふ
よ
う
な
悪
現
象
も
増
加
す
る
の
で
あ
る
、
恰
も
写
真
を
引
き

伸
ば
す
と
美
し
き
所
ば
か
り
で
な
く
醜
い
と
こ
ろ
ま
で
も
伸
び
る
と
同
じ
こ

と
で
あ
る
、
併
し
な
が
ら
企
業
が
非
常
に
多
く
て
、
例
え
ば
百
と
い
ふ
起
業

家
の
あ
る
中
に
失
敗
の
企
業
が
仮
に
三
十
と
か
四
十
あ
っ
て
も
、
新
し
く
企

業
さ
れ
た
中
に
六
十
な
り
七
十
な
り
が
成
功
し
た
な
ら
ば
、
矢
張
り
国
は
伸

び
る
の
で
あ
る
、
沈
香
も
焚
か
ず
屁
も
放
ら
ず
と
い
ふ
の
は
道
徳
上
に
於
て

は
宜
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
け
れ
ど
も
、
一
国
が
発
展
す
る
上
に
於
て
将
た

経
済
上
に
於
て
は
決
し
て
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
な
い

　
（
中
略
）

現
今
の
如
き
玉
石
混
淆
の
取
扱
は
、
一
国
の
商
業
を
進
歩
せ
し
む
る
所
以
で

　

し
て
見
れ
ば
茲
に
身
上
の
結
果
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
故
ら
に
破
産
者
に

附
け
る
必
要
が
な
い
。
破
産
手
続
其
の
も
の
か
ら
し
て
当
然
身
上
の
結
果
即

ち
公
権
剥
奪
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
是
非
茲
に
附
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い

ふ
性
質
の
も
の
で
は
少
し
も
無
い
の
で
あ
る
。

　
（
中
略
）

一
旦
商
業
上
に
於
て
失
敗
を
し
て
破
産
状
態
に
陥
っ
た
け
れ
ど
も
、
七
転
八

起
で
幾
度
で
も
社
会
上
に
立
て
る
と
い
ふ
こ
と
の
方
に
人
を
導
く
の
が
肝
要

で
あ
る
、
破
産
者
と
い
ふ
茲
に
劣
等
な
階
級
を
造
っ
て
そ
れ
に
押
込
ん
で
仕

舞
ふ
、
詰
り
働
き
あ
る
人
間
を
殺
し
て
仕
舞
ふ
と
い
う
こ
と
を
せ
ず
に
寧
ろ

破
産
者
に
対
し
て
同
情
を
有
っ
て
こ
れ
を
再
び
社
会
に
活
動
の
出
来
る
や
う

に
し
て
や
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
な
ら
ぬ
、
公
権
を
剥
奪
し
て
し
ま
っ
て
、　　

い
っ
そ
殺
さ
れ
る
な
ら
ば
ま
だ
諦
め
も
つ
く
が
生
殺
し
に
さ
れ
た
る
よ
う
な

形
で
、社
会
に
活
動
す
る
余
地
が
無
い
や
う
に
し
て
仕
舞
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
、

大
い
に
社
会
上
か
ら
見
て
も
不
利
益
な
こ
と
で
あ
る
、
又
経
済
上
か
ら
見
ま

し
て
も
破
産
者
に
対
し
て
身
上
の
結
果
を
附
け
る
と
云
う
と
非
常
に
企
業
心

と
い
ふ
も
の
を
減
殺
す
る
、
元
来
商
売
上
に
於
て
は
時
に
は
大
胆
に
事
を
や

る
の
が
必
要
で
あ
る
、
石
橋
を
叩
い
て
渡
っ
て
居
る
の
み
で
は
決
し
て
経
済

上
に
活
発
す
る
所
以
で
は
な
い

　
（
中
略
）

極
く
真
面
目
に
企
業
し
経
営
し
而
し
て
商
売
を
し
て
居
っ
て
、
さ
う
し
て
天

災
又
は
不
慮
の
企
業
上
の
見
込
違
ひ
の
為
に
失
敗
す
る
こ
と
は
世
の
中
に
た

く
さ
ん
あ
る
の
で
、
其
人
は
人
格
者
と
し
て
は
極
め
て
真
面
目
な
正
当
な
人

で
あ
る
、
斯
う
い
ふ
商
業
上
の
勇
者
は
寧
ろ
同
情
を
以
て
迎
へ
て
幾
度
も
そ
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博
士
の
持
論
は
資
格
制
限
の
全
廃
で
あ
っ
た
。
現
行
破
産
法
に
も
破
産
に
伴
う

資
格
制
限
は
な
い
が
、
現
在
で
も
、
各
種
の
法
令
中
に
公
・
私
法
上
の
資
格
制
限

が
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
弁
護
士
・
公
認
会
計
士
等
や
証
券
会
社
の
外
務
員
・

生
命
保
険
募
集
人
・
警
備
員
等
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
（
（4
（

る
。
破
産
に
は
、
経
済
変
動

や
自
然
災
害
な
ど
債
務
者
自
身
に
責
任
の
な
い
場
合
が
あ
り
う
る
こ
と
を
考
え
る

と
、こ
の
よ
う
な
広
範
な
資
格
制
限
は
疑
問
で
あ
ろ
（
（4
（

う
。
困
難
か
も
し
れ
な
い
が
、

法
令
ご
と
個
別
に
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
立
法
の
姿
勢
を
一
貫
さ
せ
、
法
令
全

体
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
（
（4
（

か
。

　

現
行
破
産
法
（
平
成
十
六
年
公
布
）
は
、
①
「
債
務
者
の
財
産
等
の
適
正
か
つ

公
正
な
清
算
」
と
②
「
債
務
者
に
つ
い
て
経
済
生
活
の
再
生
の
機
会
の
確
保
」
を

目
的
と
し
て
い
る
（
第
一
条
）。
破
産
法
が
、
㈡
か
ら
清
算
の
目
的
を
有
す
る
と

と
も
に
（
①
）、
資
格
制
限
か
ら
の
復
権
や
戦
後
ア
メ
リ
カ
法
の
影
響
を
受
け
て

導
入
さ
れ
た
免
責
制
度
（
昭
和
二
十
七
年
）
等
に
よ
り
、
債
務
者
の
経
済
的
再
生

が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
②
が
明
文
化
さ
れ
た
。
筆
者
は
、
立
法
の
底
流
に
、
破

産
者
の
権
利
、
再
生
に
向
け
た
博
士
の
見
解
の
影
響
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

四
　
博
士
と
松
本

　

㈠　

博
士
か
ら
の
手
紙

　

図
版
２
は
、
文
書
館
所
蔵
の
丸
山
家
文
書
中
か
ら
見
つ
か
っ
た
博
士
（
当
時

二
五
歳
）
の
二
通
の
手
紙
の
う
ち
の
一
通
で
あ
る
。
博
士
は
、
明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
）
七
～
八
月
、
生
家
の
あ
る
東
筑
摩
郡
生
坂
村
か
ら
在
京
の
旧
制
中

学
の
後
輩
、
丸
山
彦
門
氏
宛
に
二
通
の
手
紙
を
出
し
て
い
る
。
丸
山
家
は
筑
摩
郡

は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
換
言
す
れ
ば
客
観
的
に
有
罪
破
産
行
為
あ
り
た
る
者
は
、

破
産
宣
告
あ
り
た
る
と
否
と
を
問
は
す
之
を
厳
罰
し
、
同
情
す
べ
き
商
業
上

の
勇
者
に
は
、
身
上
の
結
果
を
廃
し
て
再
び
世
に
立
て
る
様
に
し
て
や
ら
ね

ば
な
ら
（
（3
（

ぬ
（
原
文
カ
タ
カ
ナ
）　　

　

博
士
が
立
法
に
関
わ
っ
た
旧
破
産
法
（
大
正
一
一
年
）
に
は
懲
戒
主
義
の
規
定

は
置
か
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
破
産
法
以
外
の
法
令
に
お
い
て
、
公
法
・

私
法
上
の
各
種
の
資
格
制
限
は
残
り
、
代
表
的
な
も
の
が
公
権
と
し
て
最
も
重
要

な
衆
・
参
議
院
議
員
選
挙
権
、
被
選
挙
権
で
あ
っ
た
。
博
士
は
、
大
正
六
年
か
ら

「
破
産
者
解
放
論
」
を
主
張
し
た
も
の
の
、「
然
る
に
世
人
少
し
も
予
の
主
張
に
対

し
て
視
聴
を
傾
け
ざ
り
し
を
遺
憾
と
し
た
の
で
あ
（
（3
（

る
」。
と
こ
ろ
が
、
終
戦
後
新

憲
法
の
も
と
で
、
昭
和
二
十
二
年
に
参
議
院
議
員
選
挙
法
の
制
定
と
衆
議
院
議
員

選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
衆
・
参
両
議
院
議
員
の
選
挙
権
・
被
選
挙
権
を
有
し
な

い
者
か
ら
「
破
産
者
ニ
シ
テ
復
権
ヲ
得
ザ
ル
者
」
が
除
外
さ
れ
た
。

要
す
る
に
予
が
三
十
年
来
主
張
し
来
た
り
た
る
破
産
者
の
開
放
が
茲
に
始
め

て
其
の
実
顕
（
マ
マ
）
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
、予
は
実
に
悦
に
堪
へ
な
い
。

　
（
中
略
）

他
の
些
細
な
制
限
が
ま
だ
残
っ
て
居
る
に
し
て
も
早
晩
総
て
の
欠
格
が
廃
止

さ
る
る
に
い
た
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
中
略
）

是
れ
新
憲
法
に
於
て
基
本
的
人
権
の
尊
重
す
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
人
は
皆

権
利
の
上
に
平
等
に
し
て
財
産
又
は
収
入
の
如
何
に
よ
り
て
、
差
別
待
遇
せ

ら
る
べ
き
も
の
で
無
い
こ
と
が
明
白
に
さ
れ
て
居
る
こ
と
に
よ
り
て
明
ら
か

で
あ
（
（3
（

る
。
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得
共
目
下
諸
村
何
れ
も
養
蚕
の
大
繁
忙
中
に
て
何
と
も
片
付
不
申
大
に
閉
口

に
候　

到
底
九
月
小
生
の
出
京
の
際
迄
な
ら
で
ハ
判
然
す
ま
じ
く
と
存
候　

殊
に
吾
松
本
地
方
ハ
去
る
十
八
日
よ
り
二
十
日
二
十
一
日
二
十
二
日
の
三
日

間
の
大
雨
に
て
古
今
未
曽
有
の
大
洪
水
を
な
し
松
本
町
の
如
き
ハ
九
分
通
り

浸
水
家
屋
の
流
失
人
畜
の
死
傷
も
数
多
有
之
橋
梁
道
路
堤
防
の
如
き
ハ
悉
く

破
壊
若
し
く
ハ
流
失
致
し
候
（
中
略
）
此
の
洪
水
の
際
ハ
胃
弱
を
癒
さ
ん
た

め
山
邊
温
泉
へ
入
浴
中
な
り
し
故
松
本
町
の
水
害
の
実
況
は
詳
し
く
実
見
致

し
候
（
中
略
）
目
下
拙
家
等
も
夏
蚕
の
た
め
大
繁
忙
中
（
以
下
略
）

　

松
本
地
方
は
、
明
治
二
十
九
年
夏
、
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
大
水
害
に

あ
っ
た
松
本
町
（
明
治
四
十
年
に
市
制
施
行
し
て
松
本
市
）
の
状
況
は
、
薄
川
が

決
壊
し
て
松
本
町
の
中
心
街
を
水
浸
し
に
し
た
ほ
か
、
田
川
も
決
壊
し
た
。
さ
ら

に
、
牛
伏
川
も
決
壊
し
て
流
路
を
完
全
に
か
え
て
豊
丘
（
寿
）
の
旧
河
道
を
流
れ

て
田
川
を
こ
え
、
奈
良
井
川
に
達
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
松
本
町
の
被
害
総
額
は

約
二
六
万
円
と
さ
れ
て
い
る
。

　

博
士
は
、
ま
さ
に
そ
の
時
、
松
本
町
郊
外
の
山
辺
温
泉
（
現
在
の
美
ヶ
原
温
泉
）

に
湯
治
の
た
め
逗
留
中
で
あ
っ
た
。

　　

㈡　

博
士
の
人
柄

　　

い
さ
さ
か
番
外
編
だ
が
、他
で
も
入
浴
に
関
す
る
記
載
を
目
に
し
た
。
一
つ
は
、

入
浴
は
博
士
の
趣
味
で
あ
っ
た
と
す
る
三
男
正
隆
氏
の
（
（4
（

話
、
も
う
一
つ
は
や
は
り

同
書
で
、
竹
下
守
夫
博
士
が
、「
加
藤
正
治
先
生
と
『
破
産
法
』
の
改
正
」
と
す

る
文
章
の
中
で
、
民
法
の
大
家
で
あ
る
故
我
妻
栄
博
士
が
、
旧
破
産
法
の
出
来
栄

神
戸
村
（
現
松
本
市
笹
賀
）
で
、
代
々
村
役
を
務
め
た
家
柄
で
あ
る
。

　

二
通
と
も
当
時
両
氏
が
所
属
し
て
い
た
松
本
親
睦
（
（4
（

会
の
運
営
に
関
わ
る
も
の

で
、
地
方
会
員
の
入
退
会
、
会
費
の
徴
収
と
い
っ
た
事
務
的
な
内
容
が
主
で
あ
る
。

上
京
し
て
勉
学
に
励
む
こ
と
が
で
き
た
博
士
も
、
帰
郷
中
は
会
の
運
営
に
奔
走
し

て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

去
る
二
日
出
立
四
日
着
仕
候　

会
費
徴
収
に
付
て
ハ
（
マ
マ
。
以
下
同
じ
。）

諸
氏
に
書
面
に
て
依
頼
し
或
ハ
出
頭
し
て
面
談
し
て
委
嘱
せ
し
分
も
有
之
候 図版２　丸山彦門宛平林正治書簡
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浅
井
洌
揮
毫
で
松
本
市
今
井
小
学
校
内
に
建
立
し
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

十
二
月
二
十
五
日
除
幕
式
が
行
わ
れ
て
い
（
（4
（

る
。

　

上
條
螘
司
（
一
八
六
〇
～
一
九
一
六
）
は
、
松
本
市
今
井
出
身
の
自
由
民
権
運

動
家
で
、
の
ち
教
師
、
村
助
役
な
ど
を
務
め
た
。
螘
司
は
、
二
〇
歳
の
と
き
、
国

会
開
設
上
願
書
を
携
え
、
松
沢
求
策
と
と
も
に
上
京
し
た
が
、
太
政
官
、
元
老
院
、

有
栖
川
宮
、
岩
倉
具
視
か
ら
受
理
を
断
ら
れ
て
い
る
。
岩
倉
具
視
に
面
会
し
、
次

の
文
書
を
受
け
取
っ
て
い
る
。「
立
法
二
関
ス
ル
事
件
ハ
請
願
ス
ベ
キ
モ
ノ
二
ア

ラ
ス
故
二
之
ヲ
受
ケ
ス　

立
法
二
関
シ
テ
意
見
ヲ
上
陳
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
明
治

八
年
第
百
七
十
八
号
布
告
二
依
リ
元
老
院
へ
建
白
ス
へ
シ
」。

　
螘
司
は
、
現
在
も
郷
土
の
偉
大
な
先
人
と
し
て
地
元
今
井
地
区
住
民
に
語
り
継

が
れ
て
い
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　
「
努
力
す
れ
ば
評
価
さ
れ
る
時
代
を
生
き
、
国
家
と
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
た
世
代
だ
っ
た
。
わ
ず
か
で
も
時
代
が
ず
れ
て
い
れ
ば
、
そ
う
は
な
ら
な

か
っ
（
（4
（

た
。」、
博
士
の
歩
み
か
ら
思
い
浮
か
ぶ
一
節
で
あ
る
。

　

こ
の
上
な
く
順
調
に
見
え
る
歩
み
で
あ
る
が
、
旧
制
中
学
卒
業
後
、
家
庭
の
都

合
に
よ
り
上
京
ま
で
二
年
間
の
遅
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
（
（4
（

る
。
そ
の
ま
ま
順
調

に
上
京
し
進
学
し
て
い
た
ら
、
果
た
し
て
民
事
手
続
法
の
研
究
者
に
な
っ
た
で
あ

ろ
う
か
。
筆
者
に
は
、
多
く
の
偶
然
が
作
用
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

一
方
で
、『
破
産
法
研
究
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
ぼ
う
大
な
著
作
と
破
産
統
（
（5
（

計

を
駆
使
し
、
制
度
が
現
実
に
果
た
し
て
い
る
役
割
・
機
能
を
実
証
的
に
捉
え
る
研

え
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
さ
れ
る
逸
話
で
あ
る
。

　
「（
旧
）
破
産
法
は
、
加
藤
正
治
先
生
と
松
本
丞
治
先
生
の
コ
ン
ビ
で
作
ら
れ

た
、
ま
さ
に
そ
れ
が
故
の
名
品
で
あ
る
。
松
本
丞
治
先
生
は
抜
群
に
頭
の
回
転
が

速
く
、
破
産
法
制
定
作
業
の
場
で
も
問
題
を
提
出
さ
れ
れ
ば
即
座
に
決
断
を
下
さ

れ
た
。

　

か
た
や
加
藤
正
治
先
生
は
、
極
め
て
慎
重
、
十
分
に
熟
慮
さ
れ
た
上
で
な
い
と

納
得
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
委
員
会
の
席
上
松
本
先
生
が
出
さ
れ
た
結
論
を
加
藤

先
生
が
自
宅
に
持
ち
帰
り
、
風
呂
を
浴
び
て
お
も
む
ろ
に
お
茶
を
立
て
な
が
ら
熟

慮
さ
れ
る
。
そ
し
て
、次
の
委
員
会
で
、あ
る
時
は
松
本
説
を
支
持
し
、あ
る
時
は
、

こ
れ
を
正
さ
れ
た
。
破
産
法
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
優
れ
た
両
先
生
の
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
持
ち
味
が
見
事
に
融
合
し
て
傑
作
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。」

同
旨
の
話
を
小
山
昇
博
士
も
掲
載
し
て
お
（
（4
（

り
、
加
藤
博
士
の
人
柄
が
表
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
た
の
で
書
い
て
み
た
。
松
本
は
商
法
学
者
で
、
幣
原
喜
重
郎
内
閣
時

に
憲
法
問
題
調
査
委
員
会
（
松
本
委
員
会
）
委
員
長
と
し
て
憲
法
改
正
私
案
を
作

成
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、「
し
か
し
松
本
は
、
大
正
八
年
か
ら
一
一
年
に
か

け
て
は
「
満
鉄
」
に
勤
務
し
て
お
り
、
岡
野
に
交
代
し
て
民
訴
法
の
改
正
調
査
委

員
に
就
任
し
た
の
は
同
一
一
年
六
月
一
六
日
で
あ
る
か
ら
、
破
産
法
の
審
議
に
は

全
く
関
与
し
て
い
な
い
。
我
妻
の
思
い
違
い
で
あ
ろ
う
。」
と
す
る
見
解
も
あ
（
（4
（

る
。

　
　
　

㈢　

上
條
螘
司
先
生
頌
徳
碑
に
つ
い
て

　

上
條
螘
司
先
生
頌
徳
碑
（
表
１
中
）
は
、
浜
口
雄
幸
篆
刻
、
加
藤
正
治
撰
文
、
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註１　

塾
は
、
明
治
十
四
年
か
ら
浅
井
が
長
野
に
移
る
十
九
年
ま
で
の
間
に
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
博
士
は
ま
だ
十
代
前
半
で
あ
り
、
浅
井
に
よ
る
と
、「
初
め
君
松
本
に
来

り
て
世
の
塾
に
寓
し
中
学
に
学
ぶ
爾
来
親
交
あ
り
」（
松
本
市
城
山
頌
徳
句
碑
（
昭

和
十
一
年
））。
後
年
ま
で
、
博
士
か
ら
自
著
の
送
付
、
訪
問
な
ど
親
交
が
続
い
た
。

塾
生
に
は
ほ
か
に
、
同
じ
天
白
町
出
身
の
木
下
尚
江
や
第
２
代
松
本
市
長
の
百
瀬
興

政
（
木
下
の
従
兄
弟
）
ら
が
い
た
。
浅
井
の
物
腰
は
、「
温
厚
に
し
て
真
摯
、
沈
黙

に
し
て
威
厳
」
が
あ
り
、
教
育
は
、「
個
性
の
ま
ま
に
任
せ
て
、
然
も
不
語
の
間
に

自
然
の
感
化
を
与
え
、
何
ら
か
の
印
象
の
何
時
迄
も
忘
れ
ざ
ら
し
む
る
」
も
の
だ
っ

た
と
い
う
。
松
本
市
教
育
会
浅
井
洌
遺
稿
集
編
集
委
員
会
編
『
浅
井
洌
』（
一
九
九
〇

年
、
五
六
五
頁
、
六
〇
七
頁
「
浅
井
先
生
を
想
ふ
」
百
瀬
興
政
）。
筆
者
は
、
こ
の

時
代
の
松
本
（
天
白
町
）
や
浅
井
を
は
じ
め
と
す
る
周
り
の
人
々
が
、
博
士
の
人
格

形
成
ひ
い
て
は
私
権
保
護
説
や
破
産
者
解
放
論
に
つ
な
が
る
民
事
手
続
法
学
の
基
礎

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
斉
藤
瀏
『
悪
童
記
』（
三
省
堂
、

一
九
四
〇
年
、
一
七
頁
）
に
よ
る
と
、
博
士
は
、
徒
士
町
（
お
か
ち
ま
ち
）
に
あ
っ

た
「
晩
翠
塾
」
で
も
学
ん
で
お
り
、
秀
才
で
知
ら
れ
て
い
た
。

２　

博
士
に
つ
い
て
は
、
a
加
藤
正
隆
編
『
法
学
博
士
加
藤
正
治
の
記
録
』（
中
央
大

学
出
版
部
、
一
九
九
八
年
、
非
売
品
）、
b
『
深
志
人
物
誌
』（
松
本
深
志
高
校
同
窓

会
、
一
九
八
七
年
、
八
一
頁
（
有
賀
義
人
）
等
。
な
お
、
ａ
中
、
加
藤
正
隆
「
正
治

の
少
年
・
青
年
期
」
一
七
頁
は
、
加
藤
家
の
養
子
と
な
っ
た
際
、「
ま
さ
は
る
」
と

改
名
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
松
本
市
文
書
館
所
蔵
の
初
代
松
本
市
長
小
里
頼
永
へ
の

電
報
（
寿
像
除
幕
式
祝
電
・
一
九
三
三
）
で
は
、自
ら
を
「
し
ょ
う
じ
」
と
し
て
い
る
。

小
里
が
松
本
親
睦
会
（
註
43
）
以
来
の
旧
知
の
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い

究
ス
タ
イ
ル
か
ら
は
、並
外
れ
た
粘
り
強
さ
と
堅
実
さ
が
う
か
が
え
、余
人
を
も
っ

て
代
え
が
た
い
も
の
を
感
じ
る
。
文
章
は
、
旧
仮
名
遣
い
や
言
い
回
し
を
別
と
す

れ
ば
、
分
か
り
や
す
い
表
現
と
簡
明
な
論
理
で
記
さ
れ
、
あ
ま
り
古
さ
を
感
じ
な

い
。
何
よ
り
も
、
他
者
の
権
利
・
自
由
を
尊
重
す
る
者
だ
け
が
自
己
の
権
利
・
自

由
を
主
張
で
き
る
と
い
う
、
現
憲
法
の
「
基
本
的
人
権
の
保
障
」
に
つ
な
が
る
自

由
主
義
的
な
価
値
観
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　

わ
が
国
は
す
で
に
精
緻
な
近
代
的
法
制
度
が
整
備
さ
れ
、
西
洋
の
最
新
動
向
に

目
配
り
し
て
日
本
の
進
む
べ
き
方
向
を
提
示
す
る
と
い
う
、
従
来
の
法
学
の
ス
タ

イ
ル
が
役
割
を
終
え
た
と
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
（
（5
（

る
。
確
か
に
、以
前
に
比
べ
、

書
店
で
は
研
究
成
果
を
世
に
問
う
書
籍
よ
り
も
、
実
務
の
解
説
書
が
増
え
た
よ
う

に
思
う
。
実
務
の
見
解
は
、
現
実
に
通
用
し
て
い
る
だ
け
に
、
か
な
り
の
説
得
力

と
重
み
を
持
っ
て
お
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
一
辺
倒
の
法
学
で
は
、
も
は
や
対

抗
で
き
そ
う
も
な
い
。

　

だ
が
、
実
務
に
お
い
て
、
国
民
の
「
基
本
権
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
権
」
で

あ
る
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
保
障
は
十
分
で
あ
ろ
う
か
。
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
含
む
多
様

な
紛
争
解
決
手
続
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
実
効
的
な
権
利
救
済
に
つ
い
て
、
改
善
す
べ

き
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
（
（5
（

か
。
と
り
わ
け
研
究
者
に
は
、
従
来
当
た
り
前
と
思
わ
れ

て
い
た
分
野
に
新
た
な
知
見
を
提
示
す
る
な
ど
、
リ
ス
ク
を
と
っ
て
通
説
や
実
務

に
挑
む
こ
と
が
望
ま
れ
よ
（
（5
（

う
。

　

筆
者
は
、
私
権
の
保
護
・
救
済
に
向
け
た
、
博
士
の
よ
う
な
一
歩
一
歩
着
実
で

弛
ま
ぬ
取
組
み
が
、
ま
だ
ま
だ
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
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馨
・
新
堂
幸
司
・
竹
下
守
夫
・
高
橋
宏
志
・
加
藤
新
太
郎
・
上
原
敏
夫
・
高
田
裕
成

『
条
解
民
事
訴
訟
法　

第
二
版
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
一
年
、
八
頁
）

７　

ド
イ
ツ
で
は
、
①
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
、
②
ベ
ル
リ
ン
、
③
キ
ー
ル
、
再
び
④
ベ
ル

リ
ン
で
学
ぶ
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
は
、「
日
本
人
留
学
生
の
母
」
と
い
わ
れ
た
ハ

ン
ガ
リ
ー
系
ド
イ
ツ
語
教
師
リ
ー
ザ
・
フ
ォ
ン
・
ピ
ッ
ト
ニ
ー
に
手
ほ
ど
き
を
受
け

て
い
る
。
彼
女
に
ド
イ
ツ
語
の
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
の
は
、
ほ
か
に
後
藤

新
平
、
小
野
塚
喜
平
次
（
政
治
学
者
、
東
京
帝
大
総
長
）、
吉
野
作
造
、
中
田
薫
（
法

制
史
学
者
）ら
が
い
る
。
北
康
弘『
中
田
薫
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
二
三
年
、六
七
頁
）。

ま
た
、
門
下
の
菊
井
博
士
に
よ
る
と
、
こ
の
時
の
大
学
聴
講
と
読
書
、
二
度
目
の
ベ

ル
リ
ン
滞
在
時
に
お
け
る
破
産
法
関
係
の
ぼ
う
大
な
文
献
収
集
が
、
わ
が
国
破
産
法

学
の
泉
源
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る（
当
時
文
部
省
留
学
生
の
留
学
費
は
、

ひ
と
月
金
百
四
十
五
円
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
の
時
だ
け
で
も
推
定
で
そ
の
二
十
月

分
以
上
が
費
や
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。）。
な
お
、俳
句
の
白
人
会（
巌

谷
小
波
主
宰
）
に
、
親
友
美
濃
部
達
吉
博
士
と
と
も
に
本
格
的
に
参
加
し
た
の
も
、

二
度
目
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在
時
以
後
の
よ
う
で
あ
る
。
菊
井
雄
大
「
加
藤
正
治
先
生
と

ド
イ
ツ
留
学
―
と
く
に
破
産
法
学
の
由
来
に
つ
い
て
―
」『
書
斎
の
窓
』（
有
斐
閣
、

一
九
七
七
年
、
四
九
頁
）

8　

東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
は
、
明
治
二
十
六
年
の
講
座
制
導
入
当
初
、
22
講
座
が

開
講
し
た
が
、
教
授
が
担
当
し
た
の
は
９
講
座
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
外
国

派
遣
留
学
生
の
帰
国
と
と
も
に
徐
々
に
増
え
、
明
治
四
十
三
年
に
は
37
講
座
、
25
人

の
教
授
が
担
当
し
て
い
る
（
天
野
郁
夫
『
帝
国
大
学
―
近
代
日
本
の
エ
リ
ー
ト
育
成

装
置
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
七
年
、
一
六
三
～
一
六
五
頁
）。
博
士
も
帰
国
組
の
一

人
と
思
わ
れ
る
。
大
学
で
専
門
の
教
師
が
民
事
訴
訟
法
を
講
じ
た
の
は
、
京
都
帝
大

る
の
で
あ
ろ
う
。

３　

生
家
の
あ
る
生
坂
村
で
は
、
平
成
二
十
四
年
に
「
加
藤
正
治
博
士
頌
徳
館
」
を
開

館
し
、
写
真
や
独
・
仏
留
学
時
代
の
絵
葉
書
、
東
京
帝
大
退
官
時
の
法
学
部
教
授
・

助
教
授
等
の
署
名
を
収
め
た
一
幅
の
掛
軸
、
俳
人
「
犀
水
」
関
係
資
料
等
を
展
示
し

て
い
る
。

４　

幕
末
に
ハ
リ
ス
と
締
結
し
た
日
米
修
好
通
商
条
約
（
一
八
五
八
年
）
を
は
じ
め
と

す
る
安
政
の
五
ヵ
国
条
約
。
条
約
締
結
時
は
必
ず
し
も
不
平
等
と
は
意
識
さ
れ
な

か
っ
た
が
、
次
第
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
a
清
水
唯
一

朗
・
瀧
井
一
博
・
村
井
良
太
著
『
日
本
政
治
史
』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
、
八
頁
、

七
二
～
七
五
頁
）。
岩
倉
使
節
団
の
派
遣
（
一
八
七
一
年
）
に
よ
っ
て
、
憲
法
を
は

じ
め
と
す
る
法
典
整
備
の
必
要
性
が
意
識
さ
れ
、
条
約
改
正
交
渉
で
は
、
井
上
馨
に

よ
り
西
洋
式
の
法
典
編
纂
が
条
件
と
さ
れ
た
。
交
渉
は
度
々
頓
挫
し
た
が
、
陸
奥
宗

光
に
よ
り
、
領
事
裁
判
権
の
撤
廃
を
内
容
と
す
る
日
英
通
商
航
海
条
約
（
一
八
九
四

年
）
が
調
印
さ
れ
、
五
年
後
の
発
効
の
一
年
前
ま
で
に
西
洋
式
の
法
典
整
備
・
施
行

が
条
件
と
さ
れ
た
。
b
内
田
貴
『
法
学
の
誕
生
―
近
代
日
本
に
と
っ
て
「
法
」
と

は
何
で
あ
っ
た
か
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
八
年
、
一
四
九
頁
で
引
用
す
る
「
仁

井
田
博
士
に
民
法
典
編
纂
事
情
を
聴
く
座
談
会
」『
法
律
時
報
』
一
〇
巻
七
号
、

一
九
三
八
年
、
一
六
頁
）

５　

小
風
秀
雅
編
『
大
学
の
日
本
史　

教
養
か
ら
考
え
る
日
本
史
へ
４
近
代
』（
山
川

出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
七
～
二
一
頁
（
小
風
秀
雅
））、
野
島
博
之
『
謎
と
き
日

本
近
現
代
史
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
八
年
、
一
五
頁
）

６　

法
と
裁
判
に
つ
い
て
、
中
野
貞
一
郎
・
松
浦
馨
・
鈴
木
正
裕
編
『
新
民
事
訴
訟
法

講
義
（
第
３
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
、
一
～
二
頁
（
中
野
貞
一
郎
））、
松
浦
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13　

福
田
剛
久
『
民
事
訴
訟
の
現
在
位
置
―
利
用
し
や
す
い
民
事
訴
訟
に
向
け
た
法
・

理
論
・
制
度
・
実
務
か
ら
の
再
確
認
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
七
年
、
五
六
頁
）

14　

博
士
は
、
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
ロ
エ
ス
レ
ル
が
、
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
法
を
基
礎
に
破
産

篇
を
立
案
し
た
の
か
を
疑
問
と
し
て
い
た
。思
想
的
に
プ
ロ
イ
セ
ン
や
ド
イ
ツ
帝
国
、

ビ
ス
マ
ル
ク
と
合
わ
な
か
っ
た
た
め
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。
故
「
ロ
エ
ス
レ
ル
」
氏

の
逸
事
『
破
産
法
研
究
第
一
巻
』（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
五
三
年
、
八
一
頁
）。
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

15　

前
掲
註
９
、六
五
～
六
七
頁
。
ま
た
、
桜
井
孝
一
「
破
産
制
度
の
近
代
化
と
外
国

法
の
影
響
―
第
二
次
大
戦
前
に
お
け
る
」（
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
、

一
九
六
六
年
、
一
〇
六
頁
）
は
、
ロ
エ
ス
レ
ル
自
身
が
破
産
を
道
徳
上
非
難
さ
れ
る

べ
き
も
の
と
考
え
、
破
産
者
を
懲
罰
す
べ
き
も
の
と
の
思
想
か
ら
脱
し
き
れ
な
か
っ

た
こ
と
や
債
務
者
の
保
護
更
生
を
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
原
因
と
す
る
。

16　

旧
破
産
法
は
、
ド
イ
ツ
破
産
法
か
ら
多
く
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
和
議

法
は
、
債
権
者
と
債
務
者
の
合
意
に
よ
り
破
産
を
予
防
す
る
た
め
の
和
議
に
つ
い
て

定
め
た
法
律
で
、
当
時
最
新
の
立
法
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
和
議
法
を
も
と
に
制

定
さ
れ
た
。

17　

前
掲
註
８
、
ｂ
二
〇
四
頁
は
、「
三
ヶ
月
章
「
民
事
訴
訟
の
理
論
と
実
務
―
理
論

家
の
立
場
か
ら
」
同
『
民
事
訴
訟
法
研
究
第
九
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
。
初

出
は
一
九
八
三
年
）
三
〇
頁
以
下
は
、
明
治
民
訴
法
下
に
お
い
て
民
事
訴
訟
の
講
述

が
長
い
間
実
務
家
に
委
ね
ら
れ
理
論
家
の
出
現
が
遅
れ
た
こ
と
、
実
体
法
学
者
が
訴

訟
法
学
に
つ
い
て
「
実
務
家
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
」
と
低
く
見
る
傾
向
が
あ
っ
た

こ
と
を
指
摘
す
る
。」
と
す
る
。

18　

前
掲
註
８
、
ａ
一
二
頁
は
、
前
掲
註
17
、
三
ヶ
月
論
文
を
引
用
し
て
本
文
の
よ
う

の
仁
井
田
益
太
郎
（
明
治
三
十
三
年
）
と
東
京
帝
大
の
加
藤
正
治
（
明
治
三
十
九

年
）
が
最
初
と
さ
れ
る
（
ａ
鈴
木
正
裕
「
民
事
訴
訟
の
学
説
史
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』

九
七
一
号
（
有
斐
閣
、
一
九
九
一
年
、
一
一
頁
）。
ほ
か
に
、「
理
論
家
た
る
民
訴
学

者
と
呼
べ
る
の
は
加
藤
正
治
（
１
９
０
０
年
（
明
治
33
年
）
東
大
助
教
授
）・
雉
本

朗
造
（
１
９
０
４
年
（
明
治
37
年
）
京
大
助
教
授
）
が
始
ま
り
で
実
体
法
に
比
べ
立

ち
遅
れ
、
戦
前
を
つ
う
じ
て
研
究
者
の
数
は
僅
少
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。」

と
す
る
も
の
も
あ
る
（
ｂ
水
野
浩
二
「
明
治
民
事
訴
訟
法
の
「
使
い
方
」：
手
続
の

手
引
・
書
式
集
・
素
人
向
け
手
引
き
の
検
討
」、
松
本
尚
子
編　
『
法
を
使
う
／
紛
争

文
化
』（
国
際
書
院
、
二
〇
一
九
年
、
二
〇
四
頁
）。

９　

伊
藤
眞
『
破
産
法
・
民
事
再
生
法
第
５
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
二
年
、
六
七
頁
）

博
士
の
見
解
が
立
法
者
の
見
解
に
近
い
と
さ
れ
る
。

10　

本
書
一
六
版
は
、
博
士
が
昭
和
二
十
七
年
の
破
産
法
の
改
正
（
免
責
制
度
導
入
な

ど
）
を
見
越
し
、
急
逝
す
る
直
前
ま
で
改
訂
執
筆
を
し
た
も
の
で
（
附
言
）、
確
認

で
き
た
だ
け
で
二
十
版
ま
で
版
を
重
ね
て
い
る
。
前
掲
註
９
、
伊
藤
眞
は
、
本
書
を

名
著
と
評
し
て
い
る
（
は
し
が
き
二
一
頁
）。　

11　

高
橋
和
之
『
立
憲
主
義
と
日
本
国
憲
法　

第
5
版
』（
有
斐
閣
、二
〇
二
〇
年
、

三
三
三
頁
）。
国
家
が
自
力
救
済
を
禁
止
す
る
見
返
り
と
し
て
、
私
人
間
に
お
け
る

権
利
・
利
益
の
侵
害
に
対
し
て
救
済
を
与
え
る
こ
と
を
約
束
し
、
そ
の
前
提
と
し
て

裁
判
を
設
定
す
る
と
い
う
。
ほ
か
に
、
秋
山
幹
男
・
伊
藤
眞
・
垣
内
秀
介
・
加
藤

新
太
郎
・
高
田
裕
成
・
福
田
剛
久
・
山
本
和
彦
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
Ⅰ　

第
３
版
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
一
年
、
四
頁
）　

な
ど
。

12　

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
基
本
法
）
第
一

条
括
弧
書
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23　

前
掲
註
22 

a
一
～
二
頁
、加
藤
正
治
『
新
訂
民
事
訴
訟
法
要
論　

四
版
』（
有
斐
閣
、

一
九
五
二
年
、
一
～
二
頁
）

24　

兼
子
一
・
竹
下
守
夫
『
裁
判
法　

第
四
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
、
一
四
六

頁
）、鵜
飼
信
成
『
憲
法
』（
岩
波
書
店
、二
〇
二
二
年
、一
九
三
頁
）、宍
戸
常
寿
「
裁

判
を
受
け
る
権
利
の
現
在
と
未
来
」
辻
村
み
よ
子
責
任
編
集
『
憲
法
研
究
』（
信
山

社
、
第
七
巻
、
七
三
頁
）。
裁
判
を
受
け
る
権
利
は
、
国
会
だ
け
で
な
く
裁
判
所
を

も
拘
束
し
、
憲
法
や
実
体
法
上
の
権
利
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
、
裁
判
所
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
み
な
ら
ず
実
効
的
権
利
救
済
を
図
る
こ
と
も
求
め
る
（
笹
田
栄
司
『
司
法
の

変
容
と
憲
法
』
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
、
一
二
二
頁
以
下
な
ど
。
判
例
で
実
効
的
な

権
利
救
済
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
、
最
大
判
平
二
〇
・
九
・
一
〇
民
集
六
二
巻
八
号

二
〇
二
九
頁
）。
権
利
保
護
と
い
う
視
点
が
あ
っ
て
初
め
て
そ
の
実
効
性
を
問
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
（
松
本
博
之
『
民
事
訴
訟
法
の
立
法
史
と
解
釈
学
』
信
山

社
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
五
三
六
頁
）。
さ
ら
に
、「
も
し
国
会
の
制
定
し
た
法
律
が
、

こ
の
よ
う
な
実
効
的
な
救
済
を
求
め
る
権
利
を
否
定
し
、
実
効
的
な
救
済
を
与
え
る

裁
判
所
の
権
限
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
法
律
は
憲
法
三
二
条
・
七
六
条

に
反
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。」
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
松
井
茂
記
『
裁
判
を

受
け
る
権
利
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
三
年
、
一
五
六
頁
）。

25　

青
山
善
充
・
伊
藤
眞
『
民
事
訴
訟
法
の
争
点
』（
有
斐
閣
、一
九
九
八
年
、四
頁
（
竹

下
守
夫
））、
伊
藤
眞
・
山
本
和
彦
『
民
事
訴
訟
法
の
争
点
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
、

四
頁
（
青
山
善
充
））、松
本
博
之
・
上
野
泰
男
『
民
事
訴
訟
法　

第
五
版
』（
弘
文
堂
、

二
〇
〇
八
年
、
六
～
七
頁
（
松
本
博
之
）、
石
川
明
・
小
島
武
司
編
『
新
民
事
訴
訟

法　

補
訂
版
』（
青
林
書
院
、
一
九
九
八
年
、
五
～
六
頁
（
石
川
明
））

26　

斎
藤
秀
夫
『
民
事
訴
訟
法
概
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
九
年
、
五
～
六
頁
）

　

に
言
う
。

19　

中
務
俊
昌
「
民
事
訴
訟
法　

学
説
一
〇
〇
年
史
」（『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』　

№
四
〇
〇

（
有
斐
閣
、一
九
六
八
年
、一
五
一
頁
）、初
出
は
『
訴
訟
法
学
の
諸
問
題
』（
一
九
三
八

年
）
序

20　

菊
井
維
大
「
民
事
訴
訟
法
学
会
の
今
昔
―
雑
感
片
々
―
」『
新
・
実
務
民
事
訴
訟

講
座
月
報
１
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
一
年
、
一
頁
）

21　

小
林
秀
之
『
交
渉
か
ら
訴
訟
へ　

交
渉
理
論
か
ら
み
た
民
事
訴
訟
』（
日
本
評
論

社
、
二
〇
二
二
年
、
二
二
五
頁
）

22　
ａ
加
藤
正
治
『
民
事
訴
訟
法
要
論　

再
版
』（
有
斐
閣
、一
九
四
八
年
、四
～
五
頁
）

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
ｂ
河
崎
祐
子
『
執
行
力
概
念
の
再

検
討
』（
信
州
大
学
経
法
論
集
第
一
号
、
二
〇
一
七
年
、
一
二
二
頁
）。
博
士
の
私

権（
権
利
）保
護
説
は
、い
わ
ゆ
る「
訴
権
論
」の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
訴
権
論
は
、

私
人
が
訴
え
に
よ
っ
て
裁
判
所
に
対
し
て
判
決
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
、

そ
の
者
の
権
利
と
捉
え
る
考
え
方
で
、
民
事
訴
訟
法
学
に
お
い
て
制
度
目
的
論
と

セ
ッ
ト
で
古
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
。
両
者
に
は
一
定
の
対
応
関
係
が
あ
る
と

し
て
も
、
訴
権
論
に
必
ず
目
的
論
が
反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て

は
、
議
論
が
あ
る
。
ま
た
、
訴
権
と
憲
法
第
三
二
条
の
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
関

係
に
つ
い
て
、
沿
革
等
か
ら
両
者
を
別
々
と
す
る
見
解
と
関
連
づ
け
て
理
解
す
る

見
解
が
あ
る
。
個
別
・
具
体
的
な
権
利
と
一
般
的
・
抽
象
的
な
権
利
と
い
う
違
い

は
あ
る
が
、
法
体
系
全
体
か
ら
見
れ
ば
、
後
説
に
よ
り
、
訴
権
の
実
定
憲
法
上
の

根
拠
は
裁
判
を
受
け
る
権
利
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
前
掲
註
６
、
中
野
他
『
新

民
事
訴
訟
法
講
義
（
第
３
版
）』
一
三
頁
（
中
野
貞
一
郎
）、
松
浦
他
『
条
解
民
事

訴
訟
法
（
第
二
版
）』
七
〇
九
頁
（
竹
下
守
夫
）
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ジ
ョ
ン
を
索
め
て
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
、
ｉ
頁
、
六
七
～
六
九
頁
）。
二
〇

世
紀
初
頭
に
ド
イ
ツ
で
展
開
さ
れ
た
ワ
ッ
ハ
と
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
論
争
に
お
い
て
、
権

利
保
護
説
を
採
っ
た
ワ
ッ
ハ
は
、
実
体
法
の
完
結
性
を
前
提
に
、
裁
判
官
は
法
を

創
造
す
る
の
で
は
な
く
実
体
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
徹
す
べ
き
と
し
て
い
た
（
新

堂
幸
司
「
民
事
訴
訟
の
目
的
論
か
ら
な
に
を
学
ぶ
か
⑴
」『
法
学
教
室
』（
有
斐
閣
、

一
九
八
〇
年
一
〇
月
号
、
三
八
頁
）。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
現
代
に
お
い
て
は
、

実
体
法
の
完
結
性
を
前
提
と
す
る
考
え
方
は
無
い
と
思
う
。

33　

伊
藤
眞
『
倒
産
法
入
門
―
再
生
の
扉
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
一
年
、
六
頁
）

34　

前
掲
註
９
、一
頁
。
破
産
制
度
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
緩
和
す
る
も
の
と
し
て
、
前
述

の
免
責
制
度
が
あ
り
、
で
き
る
限
り
回
避
す
る
制
度
と
し
て
、
民
事
再
生
や
会
社
更

生
、
特
別
清
算
の
諸
手
続
が
あ
る
。
ま
た
、
雇
用
保
険
等
の
社
会
政
策
に
よ
る
救
済

も
不
可
欠
で
あ
る
。

35　

明
治
初
期
ま
で
の
わ
が
国
の
破
産
制
度
と
し
て
、
債
権
者
の
申
立
て
に
よ
る
身
代

限
（
し
ん
だ
い
か
ぎ
り
）
と
債
務
者
の
申
立
て
に
よ
る
分
散
の
手
続
が
あ
る
（
御
定

書
百
箇
条
）。
両
者
の
関
係
は
、「
全
然
別
物
な
り
。
身
代
限
は
債
務
者
の
財
産
に
対

す
る
裁
判
上
の
強
制
執
行
に
し
て
、
こ
れ
が
実
行
に
は
必
ず
し
も
多
数
の
債
権
が
競

合
す
る
こ
と
を
要
せ
ず
。
こ
れ
に
反
し
て
分
散
は
常
に
多
数
債
権
の
競
合
を
前
提
と

す
る
も
の
に
し
て
、
か
つ
裁
判
外
に
お
け
る
債
務
者
と
債
権
者
の
協
約
に
依
り
て
成

立
す
る
も
の
な
り
。」
中
田
薫
『
徳
川
時
代
の
文
学
に
見
え
た
る
私
法
』（
岩
波
書
店
、

一
九
八
四
年
、
一
〇
二
頁
）。
と
り
わ
け
分
散
は
、
債
務
者
と
債
権
者
の
合
意
に
よ
っ

て
資
産
・
負
債
の
整
理
を
図
る
手
続
で
あ
り
、
今
日
の
私
的
整
理
と
自
己
破
産
の
双

方
の
性
格
を
有
し
、効
果
と
し
て
債
務
者
の
免
責
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

そ
の
限
り
で
は
、
旧
商
法
第
三
篇
「
破
産
」
よ
り
も
近
代
的
内
容
を
有
し
て
い
た
と

27　

伊
藤
眞
・
加
藤
新
太
郎
・
山
本
和
彦
『
民
事
訴
訟
法
の
論
争
』（
有
斐
閣
、

二
〇
〇
七
年
、
一
～
三
〇
頁
）

28　

前
掲
註
22 

a
、
六
～
八
頁

29　

兼
子
一
『
實
體
法
と
訴
訟
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
七
年
、
一
二
～
一
三
頁
、

一
〇
九
頁
）。
紛
争
解
決
説
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
法
の
影
響
と

す
る
も
の
、
兼
子
博
士
が
、
敗
戦
に
よ
る
旧
法
秩
序
の
全
面
的
崩
壊
に
直
面
し
、
法

秩
序
維
持
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
自
説
を
見
直
し
た
と
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
河
野

正
憲
『
民
事
訴
訟
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
九
年
、
九
頁
）。
前
者
に
つ
い
て
、
高
橋

宏
志
『
重
点
講
義
民
事
訴
訟
法
（
上
）
第
２
版
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
、六
頁
）。

ま
た
、
垣
内
秀
介
「
民
事
訴
訟
制
度
の
目
的
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
」
高
橋
宏
志
・
上
原
敏
夫
・

加
藤
新
太
郎
・
林
道
晴
・
金
子
宏
直
・
水
元
宏
典
・
垣
内
秀
介
編
『
民
事
手
続
の
現

代
的
使
命
―
伊
藤
眞
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
有
斐
閣
、二
〇
一
五
年
、一
三
六
頁
）

は
、「
実
体
法
が
社
会
生
活
に
お
い
て
果
た
す
べ
き
機
能
に
つ
い
て
の
評
価
が
、
い

わ
ば
汎
・
法
的
な
見
方
か
ら
、
非
・
汎
法
的
な
見
方
に
移
行
し
た
と
み
ら
れ
る
」
と

す
る
。
筆
者
は
、
権
利
や
法
と
い
う
も
の
か
ら
一
定
の
距
離
を
置
こ
う
と
す
る
姿
勢

が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

30　

石
川
明
『
訴
訟
上
の
和
解
』（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
、
一
五
一
頁
）

31　

今
日
、
紛
争
解
決
説
は
、
法
的
紛
争
解
決
説
に
変
容
し
、
展
開
さ
れ
て
い
る
。
伊

東
乾『
民
事
訴
訟
法
の
基
礎
理
論
』（
日
本
評
論
社
、一
九
七
二
年
、六
頁
）、伊
藤
眞『
民

事
訴
訟
法
（
第
七
版
）』
有
斐
閣
、
二
〇
二
〇
年
、
二
〇
頁
）。
註
27
河
野
正
憲
『
民

事
訴
訟
法
』
一
一
～
一
二
頁
な
ど
。「
法
的
」「
粉
争
解
決
」
の
意
味
が
問
わ
れ
よ
う
。

32　

田
中
成
明
『
現
代
社
会
と
裁
判
―
民
事
訴
訟
の
位
置
と
役
割
』（
弘
文
堂
、

一
九
九
六
年
、一
七
九
、一
八
一
頁
）、同
『
現
代
裁
判
を
考
え
る
―
民
事
裁
判
の
ヴ
ィ
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軌
跡
（
上
）』（
銀
河
書
房
、
一
九
九
一
年
、
三
六
頁
）、『
松
本
市
史
』
第
二
巻
歴
史

編
Ⅲ
近
代
、
一
九
九
五
年
、
四
六
七
頁
）。

　

博
士
は
、
明
治
二
十
年
に
会
員
と
な
り
、
以
後
、
機
関
誌
『
松
本
親
睦
会
雑
誌
』

上
に
、
た
び
た
び
寄
稿
文
（
漢
文
）
や
会
の
運
動
会
出
場
等
で
登
場
す
る
。
運
営
上

の
課
題
と
し
て
、
会
員
数
の
増
や
会
費
の
徴
収
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
博
士

の
手
紙
か
ら
も
分
か
る
。
松
本
親
睦
会
雑
誌
は
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
十
一

月
第
三
八
五
号
を
も
っ
て
時
節
に
よ
り
廃
刊
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
は
そ
の

後
休
止
等
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
発
行
の
同
会

名
簿
に
も
博
士
の
名
が
確
認
さ
れ
る
た
め
、
お
そ
ら
く
最
後
ま
で
会
員
で
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

44　

前
掲
註
２
a 

45　
「
加
藤
正
治
先
生
」
前
掲
註
１
a
、
一
七
六
頁

46　

鈴
木
正
裕
『
近
代
民
事
訴
訟
法
史
・
日
本
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
年
、
二
九
〇
～

二
九
一
頁
）

47　

上
條
と
浅
井
は
、
と
も
に
教
員
と
し
て
奨
匡
社
に
お
い
て
自
由
民
権
運
動
に
参
加

し
、
ま
た
、『
松
本
新
聞
』
紙
上
に
お
い
て
教
育
論
争
を
展
開
し
た
（
明
治
十
一
年
）。

撰
文
に
つ
い
て
は
、
有
賀
義
人
「
上
條
螘
司
の
頌
徳
碑
と
そ
の
碑
文
―
自
由
民
権
運

動
の
一
面
か
ら
―
」（
一
九
六
六
）、上
條
螘
司
刊
行
会
「
上
條
螘
司
―
「
自
由
の
花
」

を
求
め
て
―
」（
一
九
九
六
）

48　

清
水
唯
一
朗
『
原
敬
』（
中
公
新
書
、
二
〇
二
一
年
、
三
〇
一
頁
）

49　

前
掲
註
２
a 

、
一
〇
頁

50　

加
藤
正
治
『
破
産
法
講
義
』（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
一
四
年
、
三
八
頁
）。
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
博
士
は
、「
現
行
の
破
産
制
度
が
能
く
当

い
え
る
。
前
掲
註
15
、
桜
井
一
〇
七
～
一
〇
八
頁

36　

前
掲
註
15
、
桜
井
一
一
三
頁

37　
「
破
産
者
解
放
論
」『
破
産
法
研
究
第
四
巻
』
三
三
七
頁
（
有
斐
閣
・
巌
松
堂
、
大

正
六
年
十
二
月
二
十
日
法
理
研
究
会
講
演
）。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン

38　
「
破
産
者
の
開
放
を
喜
ぶ
」『
破
産
法
研
究
第
十
一
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
五
三
年
、

一
三
五
頁
）。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

39　

前
掲
註
38
、
一
三
七
頁
、
一
四
六
頁

40　

伊
藤
眞
・
岡
正
晶
・
田
原
睦
夫
・
中
井
康
之
・
林
道
晴
・
松
下
淳
一
・
森
宏
司
『
条

解
破
産
法
第
３
版
』（
弘
文
堂
、
二
〇
二
一
年
、
一
九
三
〇
頁
以
下
別
表
１・
２
）

41　

山
本
和
彦
『
倒
産
処
理
法
入
門
（
第
五
版
）』（
有
斐
閣
、二
〇
二
〇
年
、一
五
〇
頁
）

42　

西
澤
宗
英
「
倒
産
者
の
地
位
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
、

一
一
一
一
号
、
一
六
九
頁
）

43　

松
本
親
睦
会
は
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
松
本
出
身
で
東
京
の
大
学
・
専

門
学
校
に
進
学
し
て
い
た
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
東
京
に
発
足
し
た
親
睦
団
体
で
あ

る
。
明
治
十
八
年
三
月
か
ら
、
松
本
在
住
者
で
あ
れ
ば
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
、

明
治
二
十
一
年
八
月
か
ら
、
旧
松
本
藩
主
戸
田
子
爵
（
康
泰
）
を
評
議
員
と
し
、
事

務
所
も
戸
田
邸
に
置
か
れ
る
と
と
も
に
、
南
安
曇
在
住
者
も
加
入
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ほ
か
に
評
議
員
に
辻
新
次
（
文
部
官
僚
）、
委
員
に
澤
柳
政
太
郎
（
文
部
官
僚

時
代
の
「
京
大
澤
柳
事
件
」
と
、
退
官
後
、
成
城
学
園
を
創
設
し
大
正
自
由
教
育
運

動
の
中
心
的
存
在
と
な
っ
た
教
育
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
澤
柳
も
天
白
町
に
生
家

が
あ
っ
た
。）、
会
員
に
降
旗
元
太
郎
（
衆
議
院
議
員
）、
小
里
頼
永
（
初
代
松
本
市

長
）、
木
下
尚
江
、
百
瀬
興
政
ら
が
い
た
。（
有
賀
義
人
『
松
本
平
近
代
１
０
０
年
の
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事
者
の
権
利
保
護
に
適
す
る
や
否
や
も
し
欠
点
あ
り
と
す
れ
は
如
何
な
る
点
に
欠
点

あ
り
や
又
其
改
良
の
方
法
は
如
何
と
云
う
が
如
き
種
種
な
る
破
産
立
法
政
策
上
の
問

題
に
付
き
最
も
的
確
な
る
判
断
の
資
料
を
供
す
る
も
の
な
り
」（
原
文
カ
タ
カ
ナ
）

と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
各
国
別
の
破
産
総
数
と
一
破
産
事
件
に
対
す
る
人
口
数
の

比
較
、
国
内
で
は
、
大
き
く
⑴
新
破
産
と
⑵
終
局
破
産
と
に
分
け
、
さ
ら
に
⑴
を
、

ア
債
権
者
申
立
て
数
、
イ
債
務
者
申
立
て
数
、
ウ
職
権
に
よ
る
数
に
分
け
て
年
ご
と

に
統
計
を
取
る
な
ど
で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
前
掲
註
38
一
四
七
頁
で
、
博
士
は
破
産
者
解
放
の
結
果
と
し
て
、
債
務
者

自
ら
が
破
産
手
続
の
申
立
て
を
す
る
自
己
破
産
が
増
加
す
る
と
予
想
し
て
い
た
。
実

際
に
自
己
破
産
が
増
加
し
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
消
費
者
破
産
（
経
済
的

に
破
綻
し
た
多
重
債
務
者
な
ど
の
消
費
者
が
債
務
の
免
責
を
求
め
て
破
産
手
続
を
申

し
立
て
る
も
の
）
の
急
増
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
の

約
二
四
万
二
千
件
超
が
ピ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
（
令
和
五
年
現
在
）。

51　

前
掲
註
４
b
、
四
〇
八
～
四
一
〇
頁

52　

須
網
隆
夫
編
『
平
成
司
法
改
革
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
二
二
年
、
三
四
七
、

　

三
四
九
頁
等
）

53　

伊
藤
眞
『
千
曲
川
の
岸
辺
―
伊
藤
眞　

随
想
録
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
四
年
、

八
三
～
八
四
頁
）
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は
じ
め
に

　

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
主
と
し
て
中
国
大
陸
を
活
動
拠
点
に
大
陸
浪

人
と
呼
称
さ
れ
た
人
々
が
い
た
。
中
国
現
地
の
要
人
と
日
本
側
の
軍
人
等
と
の
間

で
行
わ
れ
た
策
動
で
彼
ら
は
特
定
の
組
織
に
属
さ
な
い
民
間
人
と
し
て
活
動
し
た
。　

　

政
治
上
の
役
割
に
注
目
す
る
際
、
典
型
的
な
大
陸
浪
人
で
松
本
出
身
の
川
島
浪

速
（
慶
応
元
年
・
一
八
六
六
～
昭
和
二
十
四
年
・
一
九
四
九
）
の
例
が
、
彼
等
を

理
解
し
て
い
く
う
え
で
の
一
例
に
な
る
。
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
勃
発

し
た
辛
亥
革
命
の
際
、
清
朝
末
期
に
川
島
と
親
交
を
結
ん
だ
清
朝
皇
族
、
粛
親
王

善ぜ
ん

耆き

と
の
関
係
性
を
も
と
に
い
わ
ゆ
る
「
満
蒙
独
立
運
動
」
に
中
心
的
に
関
与
し

た
。
川
島
の
担
っ
た
役
割
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
主
と
し
て
辛
亥
革
命
期
の
川
島

等
の
動
向
を
当
時
の
文
書
を
通
じ
て
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

な
お
本
文
の
引
用
は
現
代
仮
名
づ
か
い
、
漢
字
は
常
用
に
改
め
た
。
ま
た
当
時

使
わ
れ
て
い
た
「
支
那
」
な
ど
の
用
語
が
引
用
文
中
に
登
場
す
る
が
時
代
性
を
考

慮
し
、
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
文
言
に
つ
い
て
も
適
宜
字
句
の

統
一
を
し
た
。

　
　
　

一
　
満
蒙
独
立
運
動
と
は
―
研
究
の
動
向
―

　
「
満
蒙
独
立
運
動
」
は
一
般
的
な
説
明
と
し
て
「
満
蒙
（
中
国
東
北
お
よ
び
内

モ
ン
ゴ
ル
）
地
方
の
中
国
か
ら
分
離
独
立
を
企
て
た
二
度
に
わ
た
る
日
本
の
一
部

軍
人
・
大
陸
浪
人
の
謀
略
工（１
）作

。」
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
本
稿
で
扱
う
い
わ
ゆ

る
「
第
一
次
満
蒙
独
立
運
動
」
に
つ
い
て
は
「
辛
亥
革
命
直
後
の
明
治
四
十
五
年

（
一
九
一
二
）
初
め
、
大
陸
浪
人
川
島
浪
速
は
清
朝
の
崩
壊
に
乗
じ
、
皇
族
粛
親

王
善
耆
を
擁
立
し
て
満
洲
を
独
立
さ
せ
る
一
方
、
モ
ン
ゴ
ル
の
喀カ

ラ喇
沁チ

ン

王
に
挙
兵

さ
せ
、
あ
わ
せ
て
満
蒙
王
国
の
建
設
を
め
ざ
す
謀
略
に
着
手
し
た
。
こ
の
謀
略
に

は
参
謀
本
部
か
ら
高
山
公
通
大
佐
ら
が
参
加
し
た
が
、
日
本
側
に
一
貫
し
た
方
針

が
な
く
、
列
強
の
反
対
を
う
け
た
日
本
政
府
は
計
画
の
中
止
を
命
じ
、
謀
略
は
失

敗
し（２
）た
。」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
「
第
二
次
満
蒙
独
立

運
動
」
は
「
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
袁
世
凱
の
帝
制
実
施
を
め
ぐ
っ
て
中
国

の
政
局
が
混
乱
を
示
す
と
、
川
島
浪
速
ら
は
再
び
巴バ

ボ
ー
ジ
ャ
ブ

布
扎
布
を
首
領
と
す
る
モ
ン

ゴ
ル
騎
軍
と
粛
親
王
の
宗
社
党
を
む
す
ぶ
満
蒙
独
立
を
画
策
し
、
関
東
都
督
府
と

参
謀
本
部
も
こ
の
計
画
に
加
担
し
た
。
し
か
し
中
途
か
ら
張
作
霖
擁
立
に
方
針
を

変
え
た
田
中
義
一
参
謀
次
長
や
現
地
の
日
本
領
事
が
満
蒙
挙
事
に
反
対
し
、
さ
ら

川
島
浪
速
と
満
蒙
独
立
運
動 

―
辛
亥
革
命
期
を
中
心
に
―

木
曽 

寿
紀
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二
　
満
蒙
独
立
運
動
の
主
体
は
だ
れ
か

　

粛
親
王
や
宗
社
党
関
係
者
、
蒙
古
王
公
で
あ
る
カ
ラ
チ
ン
王
や
パ
リ
ン
王
と

い
っ
た
人
々
に
ど
の
程
度
ま
で
、「
満
蒙
」
の
地
域
概
念
が
共
有
さ
れ
て
い
た
の

か
は
疑
問
が
残
る
。
中
国
側
の
関
係
者
に
も
何
等
か
の
了
解
の
上
、
同
意
が
あ
っ

た
と
は
思
わ
れ
る
も
の
の
、
川
島
の
策
動
に
徹
頭
徹
尾
同
意
し
て
い
た
か
と
い
え

ば
、そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で「
利
害
の
一
致
」の
上
に
成
立
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。　

　

そ
の
利
害
の
一
致
を
実
際
の
行
動
に
よ
っ
て
実
現
性
の
あ
る
も
の
に
押
し
立
て

る
機
能
を
果
た
し
た
の
が
川
島
浪
速
で
あ
っ
た
。
実
際
に
二
度
ほ
ど
画
策
さ
れ
た

こ
の
「
満
蒙
独
立
運
動
」
は
第
一
次
と
第
二
次
と
に
分
け
ら
れ
て
歴
史
の
表
舞
台

に
登
場
し
た
と
さ
れ
る
。

　

留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
こ
の
「
運
動
」
と
い
う
文
言
は
後
に
川
島
等
の
策
動

が
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
満
州
国
建
国
の
前
日
譚
と
し
て
語
ら
れ
る
な
か
で
、
現
地

に
も
と
か
ら
根
強
い
独
立
の
機
運
が
あ
り
そ
れ
を
川
島
等
が
実
現
し
た
の
だ
と
い

う
文
脈
で
あ
る
。
こ
の
「
運
動
」
の
主
語
は
実
態
と
し
て
は
川
島
等
の
策
動
に
対

し
て
の
「
運
動
」
と
い
っ
た
色
彩
が
強
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
辛
亥
革
命
に
連

動
す
る
形
で
画
策
さ
れ
た
「
第
一
次
」
と
そ
の
後
の
「
第
二
次
」
の
み
が
満
蒙
独

立
運
動
で
は
な
く
、
そ
の
前
後
の
期
間
を
通
じ
た
活
動
全
般
に
対
し
て
「
運
動
」

と
い
う
言
葉
を
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
川
島
等
が
活
動
し
て
い
た
時
期

に
は
前
述
の
と
お
り
「
満
蒙
挙
事
」
と
い
う
よ
う
に
特
定
の
行
動
に
移
す
場
合
に

「
挙
事
」
と
い
っ
た
名
称
で
自
分
た
ち
の
行
動
を
呼
称
し
て
お
り
、
後
に
「
満
蒙

独
立
運
動
」
と
い
っ
た
呼
称
が
使
わ
れ
る
こ
と
で
川
島
等
の
運
動
が
最
終
的
に
昭

に
袁
の
急
死
（
六
月
六
日
）
に
よ
っ
て
日
本
の
排
袁
政
策
が
挫
折
す
る
と
、
日
本

政
府
は
挙
事
計
画
の
中
止
を
命
令
、
運
動
は
ま
た
も
失
敗
に
終
っ
た
。
こ
う
し
て

満
蒙
独
立
運
動
は
二
度
と
も
失
敗
し
た
が
、
こ
の
運
動
は
そ
の
後
の
満
洲
事
変
に

よ
る
満
洲
国
の
樹
立
を
先
ど
り
す
る
も
の
で
あ
っ（３
）た
。」
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
「
満
蒙
独
立
運
動
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
は
川
島
等
が
実
際
に
活
動
し
て

い
た
当
時
、「
奉
天
挙
事
」
や
「
満
蒙
挙
事
」
等
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
て
い
た
。

後
述
す
る
よ
う
に
川
島
と
親
交
を
結
ぶ
、
粛
親
王
善
耆
等
が
革
命
派
に
対
し
て
清

朝
復
僻
を
目
指
し
た
人
々
を
集
め
結
成
し
た
と
さ
れ
る
宗
社
党
を
川
島
等
が
支
援

し
た
事
件
と
し
て
「
宗
社
党
事
件
」
と
も
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
栗
原
健
氏
の
『
第

一
次
・
第
二
次
満
蒙
独
立
運
動
』（
一
九
五
八
）
が
満
蒙
独
立
運
動
を
研
究
で
取

り
上
げ
た
初
出
で
あ
り
、
そ
の
後
山
本
四
郎
氏
『
第
二
次
満
蒙
挙
事
に
つ
い
て
』

（
一
九
七
二
）
等
で
各
々
一
次
資
料
か
ら
運
動
の
実
像
に
迫
っ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
佐
々
博
雄
氏
『
多
賀
宗
之
と
中
国
』（
一
九
九
四
）
や
波
多
野
勝
氏
『
満
蒙
独

立
運
動
』（
二
〇
〇
一
）
と
い
っ
た
成
果
に
よ
り
研
究
が
底
上
げ
さ
れ
て
き
た
。

と
り
わ
け
近
年
体
系
的
に
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
は
中
見
立
夫
氏
の
論（４
）考
が
こ
れ
ま

で
の
研
究
史
に
対
し
て
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
の
現
地
文
書
や
国
内
の
文
書
に
拠
り
な
が

ら
運
動
を
読
み
解
き
、「
満
蒙
独
立
運
動
は
川
島
浪
速
が
追
い
求
め
た
幻
影
に
す

ぎ
な（５
）い

。」
と
結
論
付
け
、
研
究
史
に
新
た
な
視
点
を
提
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し

て
は
梅
村
卓
氏
や
楊
海
英
氏
の
議
論
が
あ
る
。
近
年
に
至
り
、
運
動
に
関
わ
っ
た

人
物
の
関
係
文
書
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
研
究
に
厚
み

を
出
し
て
い（６
）る

。
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政
治
家
・
財
閥
な
ど
の
資
金
援
助
を
う
け
、
現
地
の
政
・
財
界
に
く
い
込
み
、
政

治
工
作
に
暗
躍
し（９
）た

。」
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
日
本
の
大
陸
政

策
に
お
け
る
侵
略
の
尖
兵
と
し
て
の
一
面
か
ら
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
確
か

に
結
果
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
役
割
を
国
内
と
現
地
と
の
橋
渡
し
を
行
な
う
な
か

で
果
た
し
た
と
言
え
よ
う
。
か
と
い
っ
て
訓
練
さ
れ
、
組
織
化
さ
れ
、
一
糸
乱
れ

ぬ
命
令
系
統
に
よ
っ
て
専
門
の
技
能
を
身
に
着
け
た
工
作
員
集
団
と
言
え
る
程
の

も
の
で
も
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
民
間
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
現
地
の
特
定
の
要

人
と
の
交
友
関
係
を
持
ち
、
そ
れ
に
陸
軍
参
謀
本
部
の
一
部
等
が
、
何
ら
か
の
協

力
を
彼
等
に
要
請
し
て
き
た
時
、
彼
等
は
双
方
の
利
害
の
一
致
す
る
範
疇
で
策
動

に
協
力
し
た
。
自
ら
の
置
か
れ
た
立
場
か
ら
特
定
の
策
動
を
実
現
性
の
あ
る
も
の

に
し
て
い
く
た
め
、
大
陸
浪
人
側
も
そ
う
い
っ
た
自
分
達
を
利
用
し
よ
う
と
す
る

動
き
を
む
し
ろ
積
極
的
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
で
現
地
勢
力
と
の
策
動
を
実
現
可

能
な
形
に
さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
。

　
　
　

四
　
川
島
浪
速
と
粛
親
王
の
邂
逅

　

こ
の
満
蒙
独
立
運
動
を
俯
瞰
し
て
い
く
う
え
で
、
そ
の
中
心
に
い
た
川
島
浪
速

に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
松
本
藩
士
、
川
島
良
顕
の
長
男
と
し
て
慶
應
元
年

（
一
八
六
六
）
に
松
本
で
生
ま
れ
る
。
維
新
後
、
開
智
学
校
で
学
ん
だ
後
、
一
家

で
東
京
に
移
り
住
む
と
、
東
京
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
も
学
ん
だ
。　

　

そ
の
後
、
十
代
の
川
島
は
「
興
亜
会
」
と
い
う
団
体
に
大
き
く
触
発
さ
れ
る
。　
　

「
こ
れ
（
筆
者
註
、「
興
亜
」）
は
副
島
種
臣
、
榎
本
武
揚
な
ど
の
議
論
で
あ
る
。

そ
の
説
で
は
、
今
の
有
様
で
は
支
那
は
滅
び
る
。
支
那
が
滅
び
る
と
日
本
も
立
ち

和
初
期
の
満
州
事
変
、
満
州
国
建
国
と
い
っ
た
日
本
側
の
政
策
の
前
日
譚
と
し
て

正
当
性
を
示
す
た
め
の
物
語
に
利
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
　
　

三
　
大
陸
浪
人
と
は

　

大
陸
浪
人
は
「
大
陸
ゴ
ロ
」
な
ど
と
も
揶
揄
さ
れ
る
様
に
、
緩
や
か
な
枠
組
み

で
総
称
さ
れ
る
一
群
の
人
々
で
玉
石
混
交
で
あ
っ
た
。
彼
等
に
早
い
段
階
で
注
目

し
た
渡
辺
龍
策
は
大
陸
浪
人
に
つ
い
て
辛
亥
革
命
後
の
軍
閥
闘
争
を
例
に
彼
ら
が

「
何
等
の
節
度
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
軍
閥
闘
争
の
手
先
き
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め

に
数
多
く
の
大
陸
浪
人
の
輩
出
を
み
た
。」
と
し
た
う
え
で
「
大
陸
浪
人
と
い
え

ば
、
先
覚
的
存
在
と
し
て
宮
崎
滔
天
の
よ
う
な
、
純
粋
な
行
動
派
に
属
す
る
典
型

的
な
も
の
も
い
た
け
れ
ど
も
、
な
か
に
は
ひ
と
は
た
組
に
属
す
る
も
の
も
い
た
。

も
ち
ろ
ん
最
初
は
、
明
治
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
が
生
ん
だ
純
粋
な
気
持
で
大
陸
へ

わ
た
っ
た
青
年
た
ち
が
多
か
っ
た
に
し
て
も
、
彼
ら
の
多
く
が
「
大
陸
ゴ
ロ
」
に

転
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ（７
）る

。」
と
し
て
い
る
。
併
せ
て
「
日
本
の
対
中
国
政

策
は
そ
の
指
向
力
が
分
裂
し
て
い
た
。
中
国
の
軍
閥
と
結
ぶ
も
の
、
国
民
政
府
と

提
携
し
よ
う
と
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
と
も
に
否
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
な
ど
に

対
し
て
、
こ
れ
を
統
一
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ（８
）た
。」
の
だ
と
い
う
。

　

川
島
等
を
含
む
大
陸
浪
人
に
つ
い
て
、
一
般
に
ど
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て

い
る
の
か
確
認
し
て
お
き
た
い
。「
戦
前
、
日
本
帝
国
主
義
に
よ
る
ア
ジ
ア
侵
略

の
先
兵
と
し
て
活
躍
し
た
特
定
の
個
人
や
集
団
。
そ
の
団
体
に
は
玄
洋
社
や
黒
竜

会
な
ど
が
あ
り
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
を
舞
台
に
活
動
、
日
清
・
日
露
戦
争
に
は
密

偵
や
現
地
工
作
員
と
し
て
情
報
収
集
・
地
勢
調
査
に
あ
た
っ
た
。
彼
ら
は
軍
部
や
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る
。
臨
時
派
遣
隊
を
率
い
る
福
島
に
伴
わ
れ
、
第
五
師
団
司
令
部
附
陸
軍
通
訳
と

し
て
、
八
月
に
は
北
京
へ
到
着
し
た
。
事
件
鎮
圧
後
に
日
本
軍
占
領
地
域
内
城
の

東
西
四
牌
樓
以
北
へ
日
本
は
軍
政
を
敷
く
。
そ
の
際
、
軍
事
警
務
衙
門
な
る
軍
政

施
行
の
為
の
機
関
が
作
ら
れ
、
北
京
駐
在
武
官
で
あ
っ
た
柴
五
郎
中
佐
が
司
令
官

と
し
て
軍
政
に
携
わ
る
が
、
柴
を
補
佐
す
る
形
で
川
島
も
軍
政
の
事
務
に
携
わ
っ

た
。
清
朝
の
歩
軍
統
領
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
に
、
警
察
上
の
知
識
を
身
に
着
け
さ

せ
、
治
安
維
持
に
就
か
せ
る
に
あ
た
り
、
彼
等
の
統
率
に
あ
た
っ
た
の
が
川
島
で

あ
っ
た
。
こ
れ
が
後
に
述
べ
る
北
京
警
務
学
堂
の
原
形
と
な
る
。
柴
の
異
動
後
、

柴
が
福
島
安
正
等
に
働
き
か
け
、
川
島
は
司
令
部
附
通
訳
官
か
ら
軍
事
警
務
衙
門

の
事
務
官
長
に
就
任
し
た
。

　

川
島
は
「
吾
輩
が
そ
の
衝
に
当
た
っ
た
時
、
毎
夜
隊
を
為
せ
る
兇
盗
が
、
十
数

組
も
横
行
し
、
掠
奪
殺
人
停
止
す
る
所
無
く
、
百
万
市
民
は
安
眠
す
る
事
を
得
な

い
。
店
舗
は
門
戸
を
鎖
し
て
、
商
売
は
停
止
の
姿
と
な
っ
た
。
良
民
救
済
の
為
に

も
、
軍
隊
の
給
養
の
為
に
も
、
至
急
秩
序
を
回
復
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
中
略
）
司

令
官
に
請
う
て
厳
法
を
発
布
し
た
。
夫
は
既
遂
未
遂
を
論
ぜ
ず
、
苟
も
強
盗
の
形

跡
有
る
も
の
は
、悉
く
斬
首
に
処
す
と
言
う
の
だ
。
そ
し
て
極
力
警
邏
網
を
張
り
、

片
っ
端
か
ら
引
捕
へ
て
処
分
し
た
所
、
僅
か
の
間
に
二
百
七
人
を
打
首
に
し
（
（1
（

た
。」

の
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
占
領
区
域
の
団
匪
は
他
国
の
占
領
区
域
に
逃
れ
る
な
ど

し
、
日
本
軍
占
領
区
域
の
治
安
が
保
た
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

明
治
三
十
四
年
に
民
政
権
が
清
国
に
返
還
さ
れ
、
そ
の
際
、
清
国
側
よ
り
川
島

を
北
京
警
務
学
堂
の
監
督
と
し
て
雇
用
し
た
い
旨
が
日
本
側
へ
伝
え
ら
れ
た
。
こ

れ
は
先
の
軍
事
警
務
衙
門
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
警
察
官
養
成
課
程
の
枠
組
み
を

引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
「
お
雇
い
外
国
人
」
と
し
て
清
国
の

得
な
い
。
だ
か
ら
今
日
の
急
務
は
支
那
保
全
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
わ

け
で
、『
興
亜
会
』と
い
う
会
が
作
ら
れ
（
（1
（

た
。」と
い
う
。
明
治
十
三
年（
一
八
八
〇
）

に
設
立
さ
れ
た
ア
ジ
ア
連
携
を
目
指
す
同
会
の
主
義
「『
興
亜
』
と
い
う
こ
と
が

そ
れ
か
ら
心
の
中
に
焼
き
つ
け
ら
れ
た
。」
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
ア
ジ
ア
連
携

を
目
指
し
た
い
わ
ゆ
る
「
ア
ジ
ア
主
義
」
を
最
初
期
に
標
榜
し
た
団
体
で
あ
り
、

後
に
は
近
衛
篤
麿
の
主
催
す
る
東
亜
同
文
会
と
合
併
す
る
。
川
島
は
「
そ
こ
で
考

え
た
こ
と
に
は
、
支
那
に
入
っ
て
仕
事
を
為
そ
う
。
支
那
人
と
共
に
働
こ
う
。
支

那
で
な
ら
天
下
取
り
を
や
っ
て
も
天
子
様
に
相
済
ま
ぬ
こ
と
は
な
い
。
支
那
で
天

下
取
り
を
や
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
こ
で
や
り
場
に
困
っ
て
い
た
功
名
心
の
や
り
場

が
出
来
た
わ
け
だ
。
先
ず
支
那
語
を
や
ろ
（
（1
（

う
。」
と
考
え
た
の
だ
と
い
う
。

　

明
治
十
五
年
に
東
京
外
国
語
学
校
清
語
課
に
入
学
し
、
同
十
九
年
に
は
「
支
那

に
入
っ
て
も
ゴ
マ
カ
シ
得
る
自
信
も
出
来
た
の
で
辮
髪
の
準
備
を
為
し
、
同
年
支

那
に
渡
っ
（
（1
（

た
。」
と
い
う
。
学
校
を
中
退
し
た
後
、
川
島
は
同
郷
の
陸
軍
軍
人
で

主
に
諜
報
畑
で
活
躍
し
て
き
た
福
島
安
正
を
頼
り
、
中
国
大
陸
に
渡
る
。
主
に
当

時
の
日
本
が
未
だ
十
分
な
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
中
国
国
内
の
地
理
調
査
の
職
で

糊
口
を
凌
（
（1
（

ぐ
。
福
島
安
正
は
、
シ
ベ
リ
ア
単
騎
横
断
で
知
ら
れ
る
が
、
福
島
自
身
、

中
国
語
に
長
け
た
対
中
国
専
門
の
専
門
技
能
を
持
つ
人
材
の
養
成
を
兼
ね
て
よ
り

望
ん
で
お
り
、
川
島
の
様
な
人
材
に
着
目
し
て
い
（
（1
（

た
。

　

明
治
二
十
七
年
に
は
日
清
戦
争
に
第
三
旅
団
附
の
陸
軍
通
訳
と
し
て
従
軍
し

た
。
翌
二
十
八
年
に
第
二
師
団
の
台
湾
上
陸
に
従
軍
し
、
明
治
二
十
九
年
に
は
台

中
県
の
阿
片
令
施
行
巡
察
官
の
監
督
官
と
な
る
。
そ
の
後
、
陸
軍
士
官
学
校
支
那

語
教
官
や
東
京
高
等
師
範
学
校
の
支
那
時
文
講
師
な
ど
を
兼
務
す
る
な
ど
し
た
。

川
島
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点
に
な
る
の
が
明
治
三
十
三
年
の
義
和
団
事
件
で
あ
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本
の
勢
力
扶
植
の
一
機
関
た
れ
ば
自
ら
志
士
集
合
所
の
如
き
趣
あ
り
て
公
使
館
あ

た
り
の
純
然
た
る
官
吏
社
会
よ
り
観
れ
ば
頗
る
危
険
の
分
子
を
含
み
た
る
一
団
体

の
如
く
目
さ
る
る
傾
有
之
為
に
随
分
迷
惑
を
感
じ
候
事
も
有
之
候
へ
と
そ
こ
が
、

即
ち
一
種
の
面
白
味
の
存
す
る
所
に
て
学
堂
の
仕
事
常
に
必
ず
し
も
学
堂
ら
し
か

ら
ず
時
あ
り
て
は
梁
山
泊
の
豪
傑
連
が
顙
を
鳩
め
て
密
に
勢
力
拡
張
策
を
講
す
る

な
ど
随
分
変
梃
来
な
事
あ
り
て
そ
の
都
度
堤
調
先
生
私
か
に
自
ら
当
代
の
䔥
何
を

以
て
処
る
と
い
う
。
こ
ん
な
学
堂
が
世
間
に
ま
た
と
有
る
べ
く
も
覚
え
ず
候
、
堤

調
と
い
う
は
日
本
の
に
て
申
さ
ば
ま
ず
幹
事
と
も
申
す
べ
き
位
地
に
て
小
生
の
現

職
に
（
（1
（

候
」
と
い
う
。
清
朝
の
近
代
化
改
革
の
中
で
整
え
ら
れ
た
学
堂
で
あ
り
な
が

ら
、
同
時
に
日
本
側
の
勢
力
扶
植
の
場
と
も
な
っ
て
い
た
一
面
も
伝
え
て
い
る
。

　
「
そ
の
時
教
師
は
、
日
本
の
警
官
や
大
尉
位
を
頭
と
し
て
、
揃
っ
て
居
っ
た
が
、

事
務
や
会
計
を
総
括
す
る
適
材
が
欠
け
て
居
っ
た
時
で
あ
（
（1
（

る
。」
と
、川
島
を
頼
っ

て
北
京
を
訪
れ
た
長
谷
川
に
学
堂
へ
の
就
職
を
勧
め
、
ロ
シ
ア
語
教
師
と
し
て
教

壇
に
立
つ
な
ど
し
た
。教
師
の
み
な
ら
ず
川
島
は
長
谷
川
を
右
腕
と
し
て
頼
り「
彼

と
国
事
を
謀
り
対
露
対
支
の
準
備
行
動
と
し
て
色
々
計
画
を
進
め
た
、
就
中
蒙
古

人
の
心
理
を
懐
柔
招
致
す
る
事
に
勉
め
、
ラ
マ
教
の
活
仏
連
と
は
特
に
友
誼
を
厚

う
し
、
宗
教
関
係
か
ら
、
西
蔵
の
達
頼
ラ
マ
と
も
、
吾
輩
は
精
神
的
特
殊
関
係
迄

成
立
し
て
居
っ
た
の
で
、
蒙
古
王
族
な
ど
は
、
北
京
に
朝
勤
す
る
場
合
は
、
争
ふ

て
吾
輩
と
交
結
す
る
こ
と
を
栄
と
す
る
様
に
為
っ
て
居
っ
（
（1
（

た
。」
と
い
う
。
後
に

学
堂
で
雇
用
さ
れ
た
日
本
人
教
師
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
巡
っ
て
長
谷
川
が
辞
職
す
る

ま
で
、
そ
の
様
な
関
係
が
続
い
た
。

　

粛
親
王
に
つ
い
て
川
島
は
「
予
が
初
め
て
粛
王
を
知
り
た
る
は
、
恰
も
予
が
北

京
の
軍
政
に
従
事
せ
し
時
代
に
し
て
、（
中
略
）
予
が
微
名
も
市
民
の
間
に
伝
称

近
代
的
警
察
学
校
の
監
督
に
あ
た
る
。
当
時
、
川
島
の
様
な
大
陸
浪
人
が
陸
軍
に

何
ら
か
の
目
的
に
よ
り
雇
用
さ
れ
る
際
、「
陸
軍
通
訳
」
と
い
う
形
で
雇
わ
れ
る

例
が
見
ら
れ
る
。
川
島
に
つ
い
て
も
肩
書
は
一
通
訳
に
す
ぎ
な
い
が
、
通
訳
以
外

の
職
務
に
も
従
事
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
そ
の
引
き
立
て
に
特
に
影
響
を
及
ぼ

し
た
の
が
同
郷
出
身
の
福
島
安
正
で
あ
り
、
後
に
参
謀
次
長
や
関
東
都
督
を
務
め

る
が
、
川
島
の
策
動
に
種
々
の
便
宜
を
与
え
て
い
る
。
軍
事
顧
問
と
し
て
現
地
に

渡
っ
て
い
く
陸
軍
軍
人
も
お
り
、
川
島
だ
け
が
日
本
人
と
し
て
極
め
て
特
殊
な
地

位
に
い
た
訳
で
は
な
い
。
民
間
人
の
立
場
か
ら
清
朝
内
の
上
層
に
接
点
を
持
ち
得

る
こ
と
の
で
き
る
存
在
と
し
て
、
川
島
の
様
な
民
間
人
は
価
値
あ
る
存
在
だ
っ

た
。
川
島
が
北
京
警
務
学
堂
の
監
督
と
し
て
清
朝
に
雇
用
さ
れ
る
時
期
が
、
清
国

内
の
近
代
化
を
推
し
進
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
り
、
そ
う
い
っ
た

な
か
で
日
本
人
の
雇
用
が
一
種
の
潮
流
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
川
島
が
雇
用
さ
れ

た
の
は
、
義
和
団
事
件
を
経
て
清
国
が
近
代
改
革
に
着
手
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
光

緒
新
政
」
に
着
手
し
た
時
期
で
あ
っ
た
事
も
学
堂
の
設
置
と
関
係
し
て
い
る
。　
　
　

　

川
島
の
雇
用
に
と
も
な
い
現
地
語
に
堪
能
な
日
本
人
教
官
が
軍
人
や
警
察
関
係

者
な
ど
か
ら
選
ば
れ
て
、
学
堂
で
の
教
育
に
あ
た
っ
た
。

　

川
島
に
よ
れ
ば
「
我
輩
は
北
京
政
府
の
為
に
、
警
察
制
度
を
創
立
し
て
や
っ
て

居
る
時
で
、
自
ら
警
察
学
堂
を
監
督
し
て
居
っ
た
が
、
是
は
全
然
委
任
事
業
で
、

支
那
政
府
は
只
経
費
を
支
出
す
る
だ
け
の
こ
と
で
、
多
数
の
警
察
教
師
や
軍
事
教

官
は
、
皆
吾
輩
が
随
意
に
聘
用
す
る
の
で
あ
っ
た
。
我
陸
軍
や
警
視
庁
も
そ
れ
を

諒
解
し
て
、
人
員
を
出
し
て
く
れ
た
の
で
あ
（
（1
（

る
。」
と
い
う
。

　

そ
の
中
に
は
ロ
シ
ア
文
学
者
の
二
葉
亭
四
迷
が
お
り
、
北
京
警
務
学
堂
に
つ
い

て
記
し
て
い
る
。「
元
来
当
学
堂
は
表
向
き
は
清
国
の
一
学
堂
な
れ
ど
裏
面
は
日
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善
耆
と
し
て
襲
爵
す
る
。
同
年
歩
軍
統
領
、
義
和
団
事
件
の
際
に
は
、
御
前
大
臣

と
し
て
西
安
に
退
避
す
る
光
緒
帝
や
西
太
后
に
扈
従
し
た
。
光
緒
二
十
八
年
に
粛

親
王
は
工
巡
局
管
理
事
務
大
臣
と
な
る
。
こ
れ
は
川
島
が
監
督
と
し
て
携
わ
っ
た

北
京
警
務
学
堂
を
所
管
す
る
た
め
の
役
職
で
あ
っ
た
。
光
緒
三
十
二
年
に
は
内

外
蒙
古
や
チ
ベ
ッ
ト
と
い
っ
た
外
藩
部
を
管
理
す
る
理
藩
院
管
理
事
務
大
臣
に
就

く
。
就
任
後
ま
も
な
く
粛
親
王
は
約
二
か
月
か
け
て
蒙
古
各
地
を
実
際
に
視
察
し

て
ま
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
理
藩
院
は
「
露
国
の
勢
力
が
蒙
古
に
伸
張
し
、
英
国
の

勢
力
が
西
蔵
に
侵
入
す
る
に
及
ん
で
、
外
藩
の
事
も
こ
の
ま
ま
無
頓
着
に
す
る
こ

と
が
出
来
な
く
な
っ
て
来
た
。
内
外
蒙
古
の
王
公
や
西
蔵
の
ラ
マ
は
、
年
々
の
朝

貢
さ
へ
怠
ら
な
け
れ
ば
、
別
に
問
題
は
な
か
っ
た
者
だ
が
、
英
露
の
圧
迫
は
、
彼

等
の
間
に
恐
慌
を
起
（
（2
（

し
」
そ
の
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

　

姻
戚
関
係
で
い
え
ば
「
満
州
の
貴
族
・
皇
族
と
、
内
モ
ン
ゴ
ル
東
部
の
各
部
・

旗
の
王
公
と
の
通
婚
は
三
〇
〇
年
（
中
華
民
国
期
を
含
ま
ず
）
の
間
に
四
九
九

回
に
上
り
、
三
六
〇
余
人
の
満
州
公
主
・
格
格
が
嫁
下
し
た
。
こ
う
し
た
婚
姻

は
、
多
く
の
満
蒙
混
血
の
子
孫
を
生
み
出
し
、
彼
等
は
姻
戚
と
常
に
往
来
し
交
際

し
（
（2
（

た
。」
の
だ
と
い
う
。
粛
親
王
も
、
蒙
古
王
公
の
カ
ラ
チ
ン
王
と
の
姻
戚
関
係

等
と
い
っ
た
形
で
内
蒙
古
東
部
の
王
公
等
と
少
な
か
ら
ぬ
関
係
を
有
し
て
い
た
。

内
蒙
古
東
部
は
清
朝
と
の
関
係
性
を
特
に
有
す
る
一
帯
で
あ
っ
た
。
カ
ラ
チ
ン
王

は
清
末
に
自
ら
の
治
め
る
内
蒙
古
東
部
の
カ
ラ
チ
ン
右
旗
領
内
で
様
々
な
近
代
的

改
革
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
中
に
は
近
代
的
な
女
性
教
育
の
為
設
置
さ
れ
た
「
毓

正
女
学
堂
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
明
治
三
十
五
年
に
カ
ラ
チ
ン
王
来
日
時
、
川
島
と

同
郷
の
河
原
操
子
を
招
聘
す
る
と
い
っ
た
形
で
日
本
と
も
浅
か
ら
ぬ
因
縁
を
持
っ

せ
ら
る
る
に
至
れ
り
。
粛
王
は
試
み
に
川
島
を
見
ん
と
の
好
奇
心
な
り
し
が
、
革

命
乱
の
当
時
湖
広
総
督
た
り
し
瑞
徴
を
伴
い
、
一
日
突
然
と
し
て
予
を
三
条
胡
同

な
る
軍
隊
宿
舎
に
訪
問
せ
ら
れ
（
（2
（

た
。」
と
い
う
。
義
和
団
事
件
の
際
に
は
、
柴
五

郎
か
ら
、
粛
親
王
の
邸
宅
一
帯
を
陣
地
に
使
用
し
た
い
旨
申
し
出
て
お
り
、
借
用

し
て
い
る
。
邸
宅
の
正
面
に
は
日
本
公
使
館
を
始
め
と
し
た
各
国
の
公
使
館
街
が

隣
接
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
邸
宅
は
、
義
和
団
の
暴
徒
を
迎
え
撃
つ
各
国
公
使
館

の
邦
人
等
の
陣
地
と
し
て
使
わ
れ
、
邸
宅
一
帯
は
灰
燼
に
帰
し
て
し
ま
う
。

　

川
島
は
訪
問
に
対
す
る
答
礼
と
し
て
粛
親
王
の
も
と
を
訪
れ
る
。
川
島
は
「
今

回
の
乱
最
も
損
害
を
蒙
ら
れ
た
る
は
殿
下
な
（
（2
（

り
」
と
見
舞
い
を
述
べ
た
。
す
る
と

粛
親
王
か
ら
「
我
国
が
今
回
の
如
き
打
撃
を
蒙
れ
る
は
自
業
自
得
な
り
。
但
し
此

痛
撃
は
吾
人
の
覚
醒
を
促
が
す
絶
好
の
動
機
と
言
う
可
く
、
豈
に
邦
家
の
為
め
慶

賀
せ
ざ
ら
ん
や
、
且
つ
予
は
此
一
場
の
戦
乱
に
因
っ
て
、
他
日
一
致
し
て
東
亜
の

大
局
を
支
持
す
べ
き
貴
国
の
良
友
多
数
と
接
触
す
る
機
会
を
得
た
る
は
、
一
邸
宅

を
失
い
し
に
計
較
せ
ば
、
却
っ
て
そ
の
得
る
所
の
大
な
る
を
喜
ぶ
云
（
（2
（

々
」
と
の
趣

旨
を
川
島
に
語
り
、
こ
れ
を
以
て
川
島
は
「
予
は
此
時
初
め
て
王
が
尋
常
人
に
非

ざ
る
こ
と
を
知
覚
せ
（
（2
（

り
。」
と
の
感
慨
を
述
べ
た
と
い
う
。
親
王
と
の
親
交
は
こ

の
時
に
は
じ
ま
る
。
親
王
は
川
島
以
外
に
も
大
隈
重
信
は
じ
め
と
し
た
日
本
人
と

も
親
交
を
持
っ
て
い
た
。

　

川
島
と
の
親
交
を
結
ぶ
清
朝
皇
族
の
粛
親
王
善
耆
は
清
王
朝
の
八
大
世
襲
家

中
、
最
有
力
の
家
柄
に
属
し
て
お
り
、
粛
親
王
は
同
治
五
年
（
一
八
六
六
）
八
月

二
十
七
日
、
粛
良
親
王
の
長
男
と
し
て
北
京
東
交
民
巷
の
邸
宅
で
生
ま
れ
た
。
光

緒
十
九
年
（
一
八
九
三
）
に
は
鑲
白
副
都
統
、
光
緒
二
十
年
に
は
護
軍
統
領
を
授

け
ら
れ
る
。
光
緒
二
十
四
年
に
は
父
で
あ
る
粛
良
親
王
が
薨
去
し
、
十
代
粛
親
王
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五
　
辛
亥
革
命
時
の
川
島
、
参
謀
本
部
等
の
動
向

　

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
辛
亥
革
命
が
発
生
す
る
と
川
島
は
、
北
京
で

活
動
を
開
始
し
た
。
川
島
の
動
き
は
参
謀
次
長
福
島
安
正
―
参
謀
本
部
第
二
課
課

長
宇
都
宮
太
郎
―
川
島
浪
速
の
系
統
で
進
め
ら
れ
、
参
謀
本
部
か
ら
派
遣
さ
れ
た

将
校
達
が
こ
の
運
動
を
補
助
し
た
。
川
島
や
粛
親
王
の
挙
事
が
中
止
さ
れ
た
後
に

は
、
内
蒙
古
東
部
方
面
と
の
接
触
は
主
と
し
て
彼
ら
が
行
う
こ
と
に
な
る
。
中
国

に
複
数
の
国
家
や
勢
力
が
屹
立
す
る
状
況
下
で
日
本
の
利
権
扶
植
を
狙
っ
た
主
に

宇
都
宮
等
の
意
志
が
強
く
働
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
流
れ
に
川
島
等
は
便
乗

し
て
い
く
。
参
謀
本
部
側
で
は
、
陸
軍
の
高
山
公
通
大
佐
が
北
京
に
派
遣
さ
れ
て

来
た
の
を
皮
切
り
に
多
賀
宗
之
少
佐
や
松
井
清
助
大
尉
、
木
村
直
人
大
尉
と
方
針

が
決
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、「
一
、
松
井
清
助
は
カ
ラ
チ
ン
王
を
伴
っ
て
、
窃

に
北
京
を
脱
出
し
て
入
蒙
す
る
こ
と
。
そ
し
て
有
力
な
蒙
古
人
を
結
束
し
且
つ
、

若
干
の
兵
員
を
募
り
、
満
州
方
面
へ
赴
い
て
武
器
を
受
取
っ
た
上
、
カ
ラ
チ
ン
、

パ
リ
ン
両
五
府
へ
輸
送
す
る
こ
と
。
一
、
木
村
直
人
は
パ
リ
ン
王
を
伴
っ
て
、
窃

に
北
京
を
脱
出
し
て
、
パ
リ
ン
に
行
き
、
募
兵
訓
練
に
当
た
る
こ
と
。
一
、
多
賀

宗
之
は
武
器
を
調
達
し
て
、
満
州
に
て
松
井
に
交
附
し
、
一
旦
北
京
へ
帰
っ
た
上
、

直
ち
に
カ
ラ
チ
ン
王
府
に
赴
い
て
、
武
器
到
着
と
共
に
蒙
古
義
軍
を
起
す
こ
（
（2
（

と
。」

と
い
う
方
針
が
決
め
ら
れ
た
。

　

宇
都
宮
太
郎
の
日
記
（
以
下
「
宇
都
宮
日
記
」
と
略
す
。）
に
よ
れ
ば
明
治

四
十
三
年
三
月
十
四
日
に
川
島
が
彼
を
は
じ
め
て
訪
ね
て
お
（
（2
（

り
、
明
治
四
十
四
年

十
月
七
日
に
「
粛
親
王
等
の
顧
問
と
し
て
信
用
あ
る
川
島
速
雄
（
筆
者
註
、浪
速
）

て
い
た
。　

　

辛
亥
革
命
時
に
粛
親
王
等
の
動
き
に
カ
ラ
チ
ン
王
が
関
わ
る
一
因
に
は
姻
戚
関

係
に
よ
る
影
響
も
多
少
な
り
と
も
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
カ
ラ
チ
ン
王
が

「
満
蒙
王
国
」
の
建
国
に
つ
い
て
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
川
島
の
構
想
を
受
け
入
れ

て
い
た
の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
川
島
や
粛
親
王
に
「
便
乗
」

し
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
よ
う
。
カ
ラ
チ
ン
王
と
し
て
は
「
元
来
、
蒙
古
は
支
那

の
一
部
で
は
な
い
。
唯
だ
清
朝
の
正
朔
を
奉
じ
て
来
た
為
め
に
、
清
朝
に
は
深
く

恩
を
受
け
て
い
る
現
今
、
蒙
古
は
当
然
支
那
と
は
関
係
な
く
し
て
独
立
す
べ
き
で

あ
る
。
だ
が
、
蒙
古
は
不
幸
に
も
実
力
を
持
っ
て
い
な
い
。
こ
の
際
、
日
本
の
支

持
援
助
に
よ
っ
て
独
立
の
実
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
（
（2
（

い
。」
と
し
て
、
川
島
等

の
動
き
に
便
乗
し
た
。

　

内
蒙
古
に
つ
い
て
は
革
命
時
、
外
蒙
古
が
独
立
を
宣
言
し
た
の
に
対
し
て
、
中

国
国
内
の
領
土
と
し
て
認
識
さ
れ
、
独
立
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら

別
途
、
独
立
の
機
運
が
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
枠
組
み
は
日
本
側
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
異
な
っ
た
も
の
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
光
緒
三
十
四
年
に
光
緒
帝
、
西
太
后
が

没
し
た
後
、
宣
統
元
年
に
な
る
と
粛
親
王
は
日
清
戦
争
以
来
弱
体
化
し
て
い
た
清

国
海
軍
の
再
建
を
上
奏
し
、
取
り
組
む
な
ど
も
し
て
い
る
。
民
政
部
尚
書
を
経
て

宣
統
三
年
（
一
九
一
一
）
に
は
清
朝
皇
族
の
慶
親
王
を
筆
頭
と
し
た
内
閣
が
成
立
、

粛
親
王
は
民
政
大
臣
と
し
て
閣
僚
に
名
を
連
ね
た
。
後
に
理
藩
大
臣
と
し
て
在
任

し
た
も
の
の
、
辛
亥
革
命
の
発
生
後
、
慶
親
王
内
閣
は
総
辞
職
し
、
新
た
に
袁
世

凱
が
内
閣
総
理
大
臣
と
な
る
。
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朗
）
へ
面
会
の
模
様
を
聞
取
る
。
頗
ふ
る
悲
観
、陝
西
省
よ
り
も
兵
乱
の
報
あ
り
。

電
信
普
通
（
筆
者
註
、不
通
）
と
な
れ
り
。
北
省
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
な
ら
ん
。

只
管
一
身
保
護
の
事
を
依
頼
す
る
の
有
様
、
政
府
の
中
枢
に
参
与
せ
る
一
大
臣
に

し
て
如
此
。
真
に
気
の
感
あ
り
。
特
に
前
川
島
夫
人
を
貝
靱
、
福
菩
よ
り
特
に
晩

食
に
案
内
し
、
同
様
一
家
保
護
の
こ
と
を
切
願
し
座
中
夫
人
の
或
等
は
落
涙
し
居

れ
る
も
の
も
あ
り
と
。
平
素
為
人
に
照
し
如
斯
事
あ
る
は
敢
て
怪
む
に
あ
ら
ざ
る

も
当
国
大
官
連
中
に
は
如
此
も
の
は
数
多
く
あ
ら
（
（3
（

ん
。」
と
あ
り
、「
同
貝
靱
は
率

直
に
心
事
を
語
り
他
は
体
裁
を
作
り
居
る
も
の
。
満
朝
の
運
命
も
既
に
時
機
至
れ

る
か
。
本
省
へ
も
電
報
し
、
川
島
君
は
午
後
是
等
大
官
連
に
接
す
る
打
合
を
な
し

別
れ
た
（
（3
（

り
。」
と
、
万
一
の
際
に
は
日
本
の
保
護
を
求
め
た
い
と
す
る
意
向
が
清

朝
皇
族
の
口
か
ら
川
島
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
毓
朗
は
粛
親
王
に
よ
り
引

き
立
て
ら
れ
、
清
朝
内
で
も
要
職
を
務
め
た
関
係
性
か
ら
、
川
島
を
頼
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

同
年
十
月
二
十
四
日
に
は
伊
集
院
公
使
か
ら
内
田
康
哉
外
務
大
臣
に
同
趣
旨
の

内
容
が
伝
え
ら
れ
、「
尚
右
に
対
し
て
は
川
島
を
し
て
一
応
そ
の
貝
勒
一
家
の
安

全
の
如
き
は
素
よ
り
本
使
等
に
於
い
て
十
分
引
き
う
く
る
旨
を
伝
う
る
と
同
時
に

之
に
関
し
万
一
の
場
合
そ
の
寄
託
に
応
す
る
為
め
に
は
豫
め
時
局
の
発
展
並
に
宮

廷
始
め
政
府
部
内
の
模
様
等
を
も
熟
知
し
置
か
さ
る
可
ら
す
と
て
絶
え
す
詳
細
内

報
方
を
求
む
る
様
取
り
計
ら
い
置
け
り　

川
島
を
し
て
漸
次
粛
邸
を
始
め
他
方
面

に
も
接
触
偵
知
に
努
め
し
め
つ
つ
あ
（
（3
（

り
」
と
し
、
清
朝
側
の
動
向
に
つ
い
て
伊
集

院
は
川
島
を
通
じ
た
現
地
情
報
の
収
集
に
あ
た
ら
せ
た
一
方
で
、
清
朝
に
身
を
置

く
皇
族
側
は
、
川
島
を
通
じ
た
日
本
側
へ
の
保
護
要
請
に
よ
っ
て
身
の
安
全
を
確

保
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
時
北
京
警
務
学
堂
の
監
督
と
し
て
、
ま
た
清
朝
皇

来
衙
、
之
に
余
が
対
清
意
見
の
大
体
を
告
げ
尽
力
を
求
め
し
に
、
彼
れ
も
頗
る
同

感
に
て
共
に
尽
さ
ん
こ
と
を
約
（
（2
（

す
。」
と
し
て
い
る
。
十
月
十
五
日
の
宇
都
宮
日

記
に
は
そ
の
際
、
川
島
と
共
有
し
た
で
あ
ろ
う
「
対
支
那
私
見
」
の
要
旨
が
記
さ

れ
て
い
（
（3
（

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
清
国
は
「
幾
何
か
の
独
立
国
に
分
割
し
て
之
を
保
存

せ
ん
こ
と
は
帝
国
と
し
て
は
尤
も
望
ま
し
き
所
な
（
（3
（

り
。」
と
す
る
。
そ
の
た
め
に

革
命
派
と
川
島
等
の
清
朝
派
の
双
方
を
分
立
さ
せ
「
即
ち
国
際
の
儀
礼
上
及
我
対

清
政
策
上
、
表
面
に
は
当
然
現
清
朝
を
援
け
て
そ
の
顚
覆
を
支
え
、
裡
面
に
於
い

て
は
時
機
を
見
計
ら
い
極
め
て
隠
密
に
反
徒
を
援
助
し
以
て
益
々
そ
の
強
大
さ
を

致
さ
し
め
、
適
当
の
時
期
に
及
ん
で
居
仲
調
停
二
国
に
分
立
せ
し
め
、
而
し
て
出

来
得
れ
ば
そ
の
双
方
と
特
殊
の
関
（
（3
（

係
」
を
結
び
、
再
び
時
局
が
変
動
す
る
時
に
備

え
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
私
見
が
作
成
さ
れ
た
十
月
十
五
日
の
段
階
で
は
、
政
府
や
軍
部
に
そ
の
様

な
方
針
は
無
く
、
宇
都
宮
の
上
官
に
当
た
る
福
島
安
正
さ
え
も
、
そ
の
意
見
を
共

有
さ
れ
た
の
は
私
見
が
作
成
さ
れ
た
翌
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
う
え
で
宇

都
宮
は
私
見
の
う
ち
「
一
本
を
福
島
次
長
に
呈
し
、
同
感
な
ら
ば
此
意
味
に
て
帝

国
の
対
支
那
方
針
を
決
定
し
度
、
就
て
は
西
園
寺
総
理
大
臣
、
奥
参
謀
総
長
、
石

本
陸
軍
大
臣
、
そ
の
他
必
要
の
向
々
並
に
山
県
元
帥
に
説
か
れ
、
場
合
に
よ
り
之

を
示
さ
れ
ん
こ
と
を
請
（
（3
（

う
。」
と
福
島
へ
要
請
し
、
十
六
日
の
午
後
に
は
福
島
か

ら
同
意
す
る
旨
の
返
答
が
あ
っ
た
。
最
終
的
な
方
針
と
し
て
、
第
二
次
西
園
寺
内

閣
は
、
満
州
の
現
状
を
前
内
閣
の
方
針
を
維
持
し
、
他
日
大
き
な
動
き
が
あ
っ
た

時
に
備
え
る
方
針
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

初
期
の
川
島
の
動
向
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
在
北
京
駐
在
公
使
の
伊
集
院
彦

吉
の
、
十
月
二
十
三
日
の
日
記
に
よ
れ
ば
「
川
島
君
来
館
。
敏
郎
（
筆
者
註
、
毓
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已
に
吾
党
に
帰
せ
り
殺
す
に
及
ば
ず
と
打
電
し
来
り
し
が
右
を
北
京
の
方
へ
通
知

せ
ざ
る
内
に
実
行
せ
し
な
り
こ
の
袁
と
孫
と
の
八
百
長
的
芝
居
を
打
破
せ
ざ
れ
ば

我
帝
国
は
非
常
な
る
不
利
に
陥
る
べ
く
認
（
（4
（

む
」
と
い
う
。

　

川
島
は
袁
と
孫
文
と
の
妥
協
が
す
で
に
成
立
し
た
と
し
、
こ
の
状
況
を
打
破
し

な
い
限
り
日
本
が
非
常
に
不
利
な
状
況
に
陥
り
か
ね
な
い
と
し
て
い
る
。
同
日
の

川
島
電
文
で
は
「
本
日
御
前
会
議
あ
り
満
蒙
の
各
王
公
一
致
し
て
猛
烈
に
共
和
に

反
対
せ
り
皇
太
后
も
君
主
維
持
を
主
張
し
皇
帝
の
退
位
を
思
い
止
ま
り
来
れ
り
今

一
息
と
言
う
処
な
り
こ
の
際
御
英
断
を
以
て
十
分
な
る
後
援
を
与
え
手
を
入
れ
ら

れ
ん
こ
と
を
切
望
す
満
蒙
王
公
は
日
本
の
援
助
を
仰
ぎ
虎
口
を
脱
せ
ん
こ
と
を
渇

望
し
居
れ
（
（4
（

り
」
と
川
島
は
王
公
等
が
日
本
の
支
援
に
よ
っ
て
状
況
の
打
開
を
模
索

し
て
い
る
旨
を
報
告
し
つ
つ
、
言
外
に
そ
う
す
べ
き
と
い
う
意
を
含
ま
せ
な
が
ら

御
前
会
議
の
様
子
を
伝
え
る
。
宇
都
宮
日
記
の
一
月
十
九
日
に
は
「
十
七
日
、
親

王
、
大
臣
等
の
御
前
会
議
あ
り
。
慶
親
王
よ
り
、
譲
位
共
和
の
已
む
を
得
ざ
る
に

付
き
、
各
位
の
意
見
を
問
う
旨
諮
り
し
に
、
蒙
古
王
等
主
と
し
て
反
対
議
決
せ
ず
、

更
に
十
九
日
会
議
の
こ
と
に
決
し
て
散
（
（4
（

ず
。」
と
し
て
い
る
。

　

一
月
二
十
三
日
の
川
島
電
文
で
は
「
昨
日
の
会
議
に
粛
親
王
は
袁
の
老
獪
不
忠

な
る
こ
と
を
皇
太
后
に
極
言
し
ど
こ
ま
で
も
君
主
政
体
を
維
持
し
力
及
ば
ざ
る
時

は
外
力
を
借
り
る
可
し
と
論
じ
恭
親
王
も
之
に
和
せ
り
摂
政
王
は
世
続
に
皇
帝
の

玉
璽
は
予
の
許
可
な
く
し
て
一
切
用
ゆ
る
こ
と
を
許
さ
ず
と
厳
命
し
以
て
皇
帝
退

位
の
上
諭
発
表
を
防
げ
（
（4
（

り
」
と
し
、
こ
の
段
階
で
は
、
皇
帝
退
位
を
如
何
に
し
て

阻
止
す
る
か
と
い
っ
た
部
分
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
皇
帝
退
位
の
動
き
に
反
対

す
る
王
公
等
は
「
醇
恭
粛
三
親
王
は
別
に
密
議
し
て
し
日
本
の
力
に
頼
る
こ
と
を

相
談
せ
り
そ
の
結
果
粛
親
王
は
昨
夜
小
生
と
会
し
協
議
せ
り
粛
親
王
は
更
に
本
日

族
の
粛
親
王
と
の
親
交
を
有
し
て
い
る
点
で
、
宮
廷
内
の
情
勢
を
粛
親
王
等
を
通

じ
、
最
も
深
い
位
置
か
ら
情
報
収
集
し
、
ま
た
彼
ら
の
意
を
日
本
側
へ
伝
達
す
る

媒
介
と
し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
日
本
人
は
当
時
川
島
浪
速
を
お
い
て

い
な
か
っ
た
。

　

十
一
月
二
日
に
は
「
少
佐
多
賀
宗
之
を
北
京
に
遣
わ
し
川
島
と
協
力
満
人
側
と

連
絡
せ
し
む
る
が
為
め
不
日
派
遣
に
決
し
、
各
本
人
に
宣
示
（
（3
（

す
。」
と
あ
り
、
宇

都
宮
は
川
島
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
多
賀
宗
之
少
佐
を
現
地
へ
派
遣
し
た
。
後
に
多
賀

は
内
蒙
古
へ
の
弾
薬
密
輸
事
件
に
関
係
す
る
な
ど
し
て
い
（
（3
（

る
。

　

十
二
月
十
三
日
に
宇
都
宮
は
「
川
島
、
多
賀
に
、「
満
州
皇
室
は
風
前
の
灯
の

如
し
、
日
本
に
依
り
同
皇
室
の
安
全
を
図
り
度
、
熱
心
な
る
内
密
の
依
頼
を
同
皇

室
或
は
皇
太
后
、
已
む
を
得
ざ
れ
ば
有
力
な
る
皇
族
等
よ
り
我
公
使
を
経
て
我
国

に
提
言
す
る
様
努
力
せ
よ
」
と
の
電
報
を
私
か
に
発
送
（
（3
（

す
。」
と
、
今
度
は
清
朝

の
皇
族
等
か
ら
日
本
側
へ
の
保
護
依
頼
を
仕
向
け
る
様
に
、
働
き
か
け
る
こ
と
を

宇
都
宮
か
ら
川
島
等
に
指
示
し
て
い
る
。
翌
十
四
日
に
は
「
川
島
、
多
賀
よ
り
満

州
宗
室
を
使
嗾
し
袁
一
派
を
顚
覆
せ
ん
と
し
た
る
計
画
は
不
成
功
に
帰
し
た
る

旨
の
詳
電
至
（
（4
（

る
。」
と
、
そ
の
動
き
が
失
敗
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
治

四
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
に
は
閣
議
決
定
に
よ
り
、
日
本
政
府
は
清
国
が
共
和

政
に
な
っ
た
場
合
に
、
事
態
を
静
観
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

　

翌
四
十
五
年
一
月
二
十
二
日
、
川
島
は
参
謀
本
部
宛
の
電
文
（
以
下
「
川
島
電

文
」
と
略
す
。）
で
参
謀
本
部
の
福
島
安
正
や
宇
都
宮
へ
現
地
情
報
を
伝
え
る
。

　
「
今
回
皇
帝
退
位
事
件
は
全
く
袁
と
孫
逸
仙
と
の
間
に
提
携
出
來
し
結
果
な
る

こ
と
明
瞭
と
為
れ
り
先
日
革
命
党
の
行
な
い
し
爆
弾
は
兼
ね
て
当
方
よ
り
も
煽
動

し
置
き
し
結
果
な
れ
ど
も
実
行
の
前
日
孫
逸
仙
よ
り
天
津
の
革
命
党
本
部
へ
袁
は
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る
。
こ
の
電
文
で
は
清
朝
か
袁
世
凱
の
ど
ち
ら
か
を
こ
の
際
選
ぶ
べ
き
と
進
言
し

清
朝
擁
護
の
た
め
、
ほ
か
に
日
本
か
ら
の
支
援
を
強
く
訴
え
る
複
数
の
電
文
が
参

謀
本
部
宛
に
打
た
れ
た
。
川
島
が
福
島
や
宇
都
宮
ら
の
参
謀
本
部
の
方
針
に
従
順

に
こ
と
を
進
め
て
い
る
と
い
う
よ
り
、
先
行
し
て
川
島
か
ら
清
朝
側
支
援
を
訴
え

て
い
る
様
子
が
み
て
と
れ
る
。
こ
う
な
る
と
も
は
や
宇
都
宮
の
中
国
二
分
論
に
従

い
機
械
的
に
川
島
が
動
い
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
意
図
は
ど
う
あ
れ
清
朝

の
存
続
擁
護
を
働
き
か
け
る
存
在
と
も
な
っ
て
い
る
一
面
が
み
て
と
れ
る
。
別
途

で
、
川
島
の
挙
事
と
は
別
に
当
時
満
州
で
力
を
蓄
え
つ
つ
あ
っ
た
張
作
霖
の
軍
事

顧
問
、
陸
軍
大
尉
で
も
あ
る
町
野
武
馬
も
、
満
州
の
独
立
を
画
策
し
て
い
た
。
川

島
一
派
と
奉
天
で
遭
遇
し
「
漸
く
手
蔓
が
つ
い
て
、
大
い
に
金
も
使
っ
て
手
蔓
が

つ
い
て
、
そ
の
う
ち
に
は
い
ろ
い
ろ
み
ん
な
が
会
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

で
、
そ
の
日
に
待
っ
て
お
る
と
み
ん
な
が
来
な
い
。「
は
て
、
変
だ
」
と
い
う
こ

と
で
、
そ
し
て
密
偵
を
も
っ
て
探
す
け
れ
ど
も
さ
っ
ぱ
り
わ
け
が
わ
か
ら
な
（
（4
（

い
。」

そ
こ
に
現
れ
た
の
が
町
野
だ
っ
た
。
町
野
は
川
島
等
の
計
画
を
聞
き
「
俺
の
ほ
う

は
一
歩
進
ん
で
い
る
ん
だ
。
功
労
の
あ
っ
た
者
を
馬
喰
上
が
り
の
少
将
連
中
を
み

な
皇
族
に
す
る
ん
だ
。
皇
帝
だ
け
は
持
っ
て
来
る
。
そ
の
ほ
か
親
王
な
ど
は
持
っ

て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
み
ん
な
俺
の
ほ
う
に
就
い
た
ん
（
（4
（

だ
。」
と
言

い
、
川
島
等
の
動
き
を
知
っ
た
町
野
は
活
動
を
中
止
し
た
。

　
　
　

六
　
粛
親
王
の
北
京
脱
出
と
運
動
の
延
期
へ

　　

一
月
二
十
九
日
の
川
島
電
文
で
、
皇
帝
の
退
位
反
対
者
が
と
う
と
う
粛
親
王
と

恭
親
王
の
二
人
だ
け
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
「
此
後
の
動
作
は
兼
て
申
上
起
き
し

醇
親
王
と
協
議
す
る
筈
な
り
袁
は
成
る
べ
く
早
く
辞
職
又
は
逃
亡
の
已
む
を
得
ざ

る
様
に
仕
向
け
北
京
を
去
ら
し
め
ん
と
（
（4
（

す
」
と
し
て
お
り
、
袁
の
排
斥
に
一
縷
の

望
み
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　

川
島
は
併
せ
て
彼
ら
の
意
と
し
て
「
日
本
へ
は
適
当
な
る
方
法
を
以
て
援
助
を

請
う
こ
と
を
せ
ん
と
す
る
の
意
あ
り
北
京
騒
乱
に
陥
ら
ん
と
す
る
の
場
合
は
日

本
の
兵
力
を
以
て
至
急
援
護
し
も
ら
い
度
心
切
な
り
形
勢
は
益
々
挽
回
し
つ
つ

あ
（
（4
（

り
。」
と
彼
等
が
日
本
側
か
ら
の
援
助
を
求
め
て
い
る
と
い
っ
た
内
容
を
伝
え

て
い
る
。
一
月
二
十
四
日
の
川
島
電
文
で
「
青
木
少
将
俄
か
に
清
朝
擁
護
を
主
張

し
出
だ
せ
し
も
尚
お
各
王
公
を
訪
問
し
て
袁
世
凱
を
弁
護
し
居
る
も
の
の
如
し
昨

日
粛
親
王
を
訪
問
し
、
袁
世
凱
は
君
主
主
義
に
し
て
二
心
な
き
こ
と
を
極
力
弁
護

せ
し
由
為
め
に
彼
等
は
又
々
日
本
の
意
向
を
疑
ひ
始
め
た
り
此
の
如
き
遣
り
方
に

て
時
日
を
遷
延
せ
ば
再
び
袁
の
奸
策
に
翻
弄
せ
ら
れ
清
朝
は
遂
に
彼
の
為
め
に
滅

亡
せ
ら
る
る
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
な
り
清
朝
と
袁
と
は
到
底
両
立
し
得
る

も
の
に
あ
ら
ず
清
朝
を
保
全
す
る
為
め
に
は
是
非
袁
を
除
き
去
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず

小
生
は
此
方
針
を
以
て
着
々
歩
を
進
め
つ
つ
あ
り
各
王
公
が
日
本
の
救
援
を
切
望

し
り
は
全
く
之
に
基
因
せ
り
一
刀
両
断
の
ご
決
心
を
望
（
（4
（

む
」
と
、
北
京
駐
在
武
官

で
、
袁
世
凱
の
軍
事
顧
問
も
務
め
た
青
木
宣
純
陸
軍
少
将
が
袁
に
対
し
て
擁
護
す

る
言
説
を
説
い
て
ま
わ
り
、
粛
親
王
の
下
に
も
そ
の
旨
を
説
き
に
訪
れ
た
。
こ
の

た
め
川
島
は
、
日
本
に
対
す
る
王
公
等
の
不
信
感
を
惹
起
し
て
い
る
と
訴
え
、
袁

の
排
斥
は
不
可
欠
で
あ
り
、
決
し
て
清
朝
と
両
立
す
る
も
の
で
な
い
と
訴
え
る
。

　

清
朝
の
存
続
を
図
る
の
で
あ
れ
ば
日
本
側
の
「
一
刀
両
断
の
決
心
」
を
川
島
は

求
め
る
。
他
の
川
島
電
文
で
も
、
青
木
を
川
島
等
の
挙
事
に
加
わ
る
よ
う
に
訓
示

す
る
こ
と
を
要
請
す
る
な
ど
働
き
か
け
て
お
り
、
青
木
の
動
向
を
警
戒
し
て
い
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為
日
本
に
避
難
せ
ん
と
す
る
が
如
き
こ
と
あ
れ
ば
、
素
よ
り
之
を
拒
む
べ
き
に
あ

ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
出
来
る
丈
け
の
便
宜
と
利
益
を
与
う
る
は
差
支
え
な
き
も
、

強
て
之
を
行
う
は
政
府
に
於
て
欲
せ
ざ
る
べ
（
（5
（

し
」
と
告
げ
「
最
終
的
に
政
府
に
そ

の
意
志
な
け
れ
ば
到
底
実
行
し
難
き
を
以
（
（5
（

て
」
と
多
賀
に
伝
え
ら
れ
福
島
に
も
そ

の
旨
共
有
す
る
様
に
伊
集
院
が
指
示
し
て
い
る
。

　

二
月
四
日
の
宇
都
宮
日
記
で
は
「
粛
親
王
は
去
る
二
日
予
定
の
如
く
北
京
を
逃

れ
奉
天
に
向
か
い
、
恭
親
王
も
逃
走
せ
り
と
言
う
。
然
る
に
昨
日
山
海
関
の
東
方

約
八
吉
羅
に
て
鉄
道
橋
を
破
壊
せ
し
も
の
あ
り
、
為
め
に
粛
親
王
は
一
時
我
山
海

関
の
守
備
隊
に
保
護
（
宮
内
騎
兵
少
佐
同
行
し
あ
り
）
し
、
船
に
て
関
東
半
島
に

送
る
筈
。
恭
親
王
は
山
中
に
潜
め
り
と
言
（
（5
（

う
。」
と
あ
り
、
こ
の
時
は
高
山
大
佐

が
こ
れ
に
従
っ
て
同
行
し
た
。
彼
等
と
し
て
は
そ
こ
か
ら
挙
事
に
向
け
て
動
く
つ

も
り
で
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
粛
親
王
は
旅
順
に
居
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
。 

　

二
月
十
三
日
の
宇
都
宮
日
記
で
は
「
清
国
皇
帝
、
昨
十
二
日
譲
位
の
上
諭
発
表

せ
ら
れ
た
る
旨
、公
報
に
接
す
。
愛
親
覚
羅
氏
三
百
年
（
二
百
七
十
年
）
の
社
稜
、

斯
く
の
如
く
に
し
て
滅
亡
し
。
何
等
の
惨
事
ぞ
。
殊
に
一
人
義
憤
の
士
の
起
っ
て

社
稜
に
殉
ず
る
も
の
無
き
満
人
腐
敗
の
極
、
想
像
以
上
と
言
う
べ
（
（5
（

し
。」
と
皇
帝

溥
儀
退
位
の
感
慨
と
共
に
「
時
局
此
に
至
る
ま
で
我
政
府
に
は
一
貫
の
方
針
無

く
、
外
交
は
失
敗
に
失
敗
に
重
ね
、
本
部
に
も
指
導
匡
救
の
実
を
挙
ぐ
る
能
わ
ず

し
て
此
大
有
為
の
好
機
を
逸
せ
る
は
、
実
に
終
生
の
遺
憾
な
り
。
然
し
時
局
は
是

に
て
集
結
し
た
る
に
あ
ら
（
（5
（

ず
。」
と
し
政
府
の
一
貫
し
た
方
針
の
無
さ
を
慨
嘆
す

る
。

　

皇
帝
退
位
の
上
諭
を
受
け
た
川
島
は
二
月
十
二
日
「
粛
親
王
は
絶
対
に
満
州
割

遽
の
意
志
を
有
せ
り
只
今
の
処
騎
虎
の
勢
い
な
り
政
府
の
御
主
旨
と
衝
突
せ
ざ
る

満
蒙
勤
王
軍
を
起
し
祖
先
の
故
土
丈
は
ど
う
し
て
も
還
さ
ぬ
と
の
理
由
を
標
榜
し

て
大
清
の
名
を
保
留
す
る
に
在
る
の
み
暫
く
満
蒙
に
拠
っ
て
実
力
を
養
い
民
国
の

自
ら
擾
乱
す
る
を
待
っ
て
再
び
中
原
に
乗
り
出
す
時
有
る
べ
し
宣
統
の
退
位
は
罪

を
奸
臣
及
不
甲
斐
無
き
王
公
に
帰
し
祖
宗
に
代
わ
っ
て
そ
の
罪
を
鳴
ら
し
て
大
清

保
留
の
名
義
を
天
下
に
発
表
す
る
つ
も
り
な
り
此
の
北
方
に
起
る
べ
き
一
国
は
一

に
日
本
の
掩
護
の
下
に
生
存
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
首
脳
者
も
無
論
そ
の
考
え
な
り
我

国
は
之
を
利
用
し
て
我
機
関
に
供
す
る
を
要
す
切
に
出
来
得
る
限
り
の
援
助
を
與

え
ら
れ
た
し
粛
親
王
兄
弟
は
一
両
日
中
に
愈
々
脱
走
し
て
一
応
大
連
に
潜
む
（
（5
（

筈
」

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
に
初
め
て
満
州
に
一
国
を
打
ち
立
て
る
挙
事
の
実
行
を
参
謀
本
部
へ

送
っ
た
。
し
て
み
る
と
、
こ
の
時
よ
う
や
く
川
島
等
の
い
わ
ゆ
る
「
満
蒙
独
立
運

動
」
に
あ
た
る
具
体
的
動
き
が
出
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
皇
帝
退
位
ま
で
の
期
間

で
み
る
と
ご
く
短
い
期
間
の
中
で
行
動
に
移
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
月
三
十
日
の
宇
都
宮
日
記
で
は
「
川
島
へ
、
粛
親
王
大
連
へ
避
難
の
場
合
に

は
相
当
の
敬
意
を
以
て
迎
ふ
べ
き
を
返
電
す
（
次
長
よ
（
（5
（

り
）。」
と
し
て
お
り
、
北

京
か
ら
粛
親
王
が
脱
出
す
る
場
合
の
指
示
を
川
島
へ
与
え
て
い
る
。
こ
の
頃
に
は

す
で
に
清
朝
の
形
勢
が
立
て
直
し
難
い
情
勢
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
粛
親
王

等
、
守
旧
派
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
た
宗
社
党
も
そ
の
有
力
者
で
あ
っ
た
良
弼

の
暗
殺
に
よ
っ
て
勢
い
を
減
じ
て
い
た
。
挙
兵
の
為
北
京
脱
出
を
す
る
も
鉄
橋
爆

破
に
よ
る
事
故
で
旅
順
へ
移
動
先
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
早
く
も
前
年
の

十
二
月
三
十
一
日
に
あ
る
程
度
の
方
向
付
け
が
な
さ
れ
、
伊
集
院
公
使
に
万
事
相

談
す
る
様
に
福
島
か
ら
の
意
を
受
け
た
多
賀
が
、「
満
洲
親
貴
を
日
本
に
赴
か
し

め
我
朝
に
愁
訴
せ
し
む
る
の
可
否
相
談
あ
（
（5
（

り
。」
と
し
「
親
貴
連
に
し
て
事
変
の
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二
月
二
十
三
日
の
川
島
電
文
で
は
「
御
訓
示
の
趣
旨
に
基
き
粛
親
王
に
説
き
た

る
も
一
身
の
利
害
の
為
め
に
主
義
を
棄
て
北
京
に
帰
る
こ
と
を
肯
ん
ぜ
ず
当
地
に

居
住
す
る
が
為
め
に
日
本
の
外
交
上
に
支
障
あ
ら
ば
黒
竜
江
地
方
は
満
州
人
種
多

く
従
来
の
関
係
も
あ
る
故
同
地
方
に
行
か
ん
と
主
張
せ
ら
る
小
生
と
都
督
府
と
の

協
議
の
結
果
同
地
方
に
赴
か
す
る
は
露
国
の
喰
い
者
と
な
る
の
恐
れ
あ
る
を
以
て

之
れ
を
止
め
し
め
適
当
の
場
所
を
発
見
す
る
ま
で
此
の
ま
ま
旅
順
に
於
て
保
護
を

加
ふ
る
こ
と
に
せ
（
（6
（

り
」
と
、
川
島
が
粛
親
王
へ
北
京
へ
の
帰
還
を
一
度
は
促
し
た

も
の
の
親
王
が
受
け
入
れ
ず
、
そ
の
結
果
、
粛
親
王
を
当
面
旅
順
で
受
け
入
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
条
件
と
し
て
、
川
島
は
親
王
に
つ
い
て
「
最
も
満
州
独
立
問
題
に
は
差
当

り
親
王
は
毫
も
関
係
せ
ず
全
然
避
難
の
態
度
に
て
訪
問
者
は
一
切
拒
絶
し
書
信
の

往
来
も
せ
ざ
る
こ
と
を
親
王
に
承
諾
せ
し
め
た
り
日
本
の
領
土
内
に
行
か
し
む
る

事
は
親
王
が
大
清
回
復
を
断
念
せ
ざ
る
以
上
や
は
り
外
交
上
の
支
障
を
生
ず
る
時

あ
る
べ
し
日
本
の
権
力
範
囲
内
に
し
て
他
国
の
勢
力
範
囲
な
ら
ざ
る
地
方
に
於
て

適
当
な
る
場
所
を
発
見
し
て
其
地
に
移
す
を
得
れ
ば
適
当
な
ら
ん
と
思
は
る
故
に

目
下
研
究
中
な
り
尚
都
督
府
と
小
生
の
協
商
は
総
て
大
体
円
満
に
行
は
れ
別
段
支

障
な
（
（6
（

し
」
と
し
て
い
る
。
電
文
で
は
「
満
州
独
立
問
題
」
に
粛
親
王
は
関
係
し
な

い
と
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
他
日
の
挙
事
を
見
越
し
た
上
で
の
こ
と
で
、
ひ
と

ま
ず
は
矛
が
収
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
月
十
二
日
の
宇
都
宮
日
記
に
は
急

遽
日
本
へ
召
喚
さ
れ
た
川
島
か
ら
「
次
長
と
共
に
其
報
告
を
聴
き
、
且
つ
、
次
長

よ
り
将
来
に
就
き
訓
示
せ
ら
る
る
所
あ
（
（6
（

り
」
と
し
て
、
他
日
の
挙
事
の
可
能
性
に

つ
い
て
も
福
島
か
ら
言
及
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

辛
亥
革
命
期
を
め
ぐ
る
川
島
等
の
動
き
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
も
の
が
も
た
ら

限
り
小
生
等
は
尚
計
画
を
進
め
見
ん
と
す
百
計
尽
き
て
後
止
む
よ
り
外
道
な
し
今

回
直
ち
に
成
功
せ
ざ
る
も
必
ず
第
二
の
時
機
あ
ら
ん
此
計
画
に
し
て
成
ら
ず
ん
ば

蒙
古
の
事
も
見
込
み
な
か
ら
（
（5
（

ん
」
と
、
な
お
挙
兵
の
可
能
性
を
模
索
す
る
。

　

し
か
し
二
月
二
十
日
に
は
日
本
で
は
閣
議
で
厳
正
中
立
が
決
め
ら
れ
、
満
州
に

日
本
側
が
も
つ
利
権
に
危
害
が
加
え
ら
れ
な
い
限
り
、
こ
の
方
針
が
と
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
関
東
都
督
府
の
大
島
義
昌
都
督
よ
り
内
田
外
相

へ
の
電
文
で
「
粛
親
王
同
尊
（
？
）
下
家
族
従
者
共
五
十
六
名
及
川
島
浪
速
外
日

本
人
六
名
昨
朝
当
地
着
一
時
新
市
街
大
和
ホ
テ
ル
に
入
り
不
日
民
政
長
官
舎
六
九

号
へ
転
住
せ
し
む
る
筈
右
不
取
敢
報
告
（
（5
（

す
」
と
川
島
等
同
伴
の
も
と
、
粛
親
王
一

家
が
旅
順
へ
避
難
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

二
月
二
十
三
日
に
至
り
、
川
島
の
も
と
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
陸
軍
大
佐
の
高
山

へ
宇
都
宮
か
ら
「
深
入
り
せ
ず
暫
く
傍
観
す
べ
き
返
電
を
発
す
。
是
に
て
満
州
の

計
画
も
殆
ん
ど
停
止
す
る
に
同
じ
。
中
央
政
府
の
考
え
、
丸
で
何
事
も
為
ず
の
意

向
益
々
確
実
と
な
り
し
故
、
之
を
発
せ
る
な
（
（6
（

り
。」
と
し
、
挙
事
の
中
止
は
ま
ず

派
遣
さ
れ
た
軍
人
等
に
発
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
彼
等
の
指
揮
下
に
川
島
等
が
い
た

訳
で
は
無
く
、
あ
く
ま
で
民
間
側
と
派
遣
将
校
の
二
本
柱
で
挙
事
が
成
り
立
っ
て

い
た
た
め
で
、
別
途
二
月
二
十
六
日
に
は
「
政
府
の
方
針
に
由
り
愈
々
満
蒙
の
計

画
も
実
行
出
来
ざ
る
こ
と
と
為
り
、（
筆
者
註
、
福
島
安
正
）
次
長
よ
り
川
島
を

一
時
召
還
の
電
報
を
発
（
（6
（

す
。」
と
し
、
関
東
都
督
府
民
政
長
官
と
「
川
島
召
喚
の

こ
と
、
挙
兵
時
の
計
画
は
実
行
中
止
の
こ
と
、
粛
親
王
始
末
に
関
す
る
意
見
等
を

交
換
（
（6
（

す
。」
と
挙
事
中
止
後
の
方
針
に
つ
い
て
、
粛
親
王
が
都
督
府
の
あ
る
旅
順

へ
避
難
し
て
き
た
こ
と
で
、
今
後
の
方
針
な
ど
を
協
議
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
同
年
四
月
か
ら
は
、
福
島
安
正
が
大
島
の
後
任
都
督
と
し
て
赴
任
す
る
。
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に
基
づ
き
、
川
島
や
多
賀
等
が
別
途
、
内
蒙
古
東
部
で
取
り
付
け
た
借
款
契
約
は

四
月
十
一
日
の
宇
都
宮
日
記
に
あ
る
よ
う
に
「
清
国
就
中
満
蒙
に
は
成
る
べ
く
多

く
の
利
権
を
獲
得
し
置
き
度
、
此
事
は
高
山
、
守
田
、
多
賀
等
に
も
訓
示
し
、
既

に
カ
ラ
チ
ン
、
パ
リ
ン
等
に
は
鉱
山
開
掘
権
等
担
保
に
て
外
務
省
よ
り
八
万
円
、

本
部
よ
り
三
万
円
、計
十
一
万
円
丈
貸
し
出
し
あ
り
（
多
賀
の
手
に
（
（6
（

て
）。」
と
い
っ

た
形
で
、
各
方
面
が
借
款
の
資
金
を
受
け
持
っ
た
。
後
に
賄
い
難
い
部
分
は
、
三

菱
財
閥
の
総
帥
で
あ
る
岩
崎
久
弥
や
満
鉄
等
が
受
け
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　

七
　
利
用
し
た
の
は
ど
ち
ら
だ
っ
た
の
か

　

こ
の
挙
事
の
過
程
が
語
ら
れ
る
う
え
で
、
粛
親
王
が
川
島
に
体
よ
く
利
用
さ
れ

た
か
の
如
き
言
説
に
触
れ
る
機
会
が
あ
る
。
た
し
か
に
少
な
か
ら
ず
川
島
が
挙
事

を
遂
行
し
て
い
く
う
え
で
、
粛
親
王
の
影
響
力
を
「
利
用
」
し
、
挙
事
を
推
し
進

め
て
い
っ
た
部
分
は
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

大
陸
浪
人
た
ち
と
の
対
比
で
、
い
わ
ゆ
る
「
支
那
通
」
と
呼
ば
れ
る
陸
軍
の
対

中
国
専
門
の
軍
人
達
が
い
る
。
彼
等
に
つ
い
て
北
岡
伸
一
氏
に
よ
れ
ば
現
地
の
情

報
収
集
に
あ
た
り
、
本
来
、
正
確
な
現
地
情
報
を
本
国
に
齎
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
職
業
軍
人
の
彼
等
で
す
ら
、
自
ら
が
関
係
性
を
有
す
る
現
地
勢
力
に
と
っ
て
都

合
の
良
い
情
報
を
本
国
へ
も
た
ら
し
、
正
確
な
情
勢
判
断
に
混
乱
を
来
す
よ
う
な

状
況
を
齎
し
（
（7
（

た
。
北
岡
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
「
各
地
の
支
那
通
は
、
東
京
の

支
持
を
求
め
て
競
争
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
等
は
元
来
、
中
国
の
軍
閥
や
政
治

家
を
操
縦
す
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
支

那
通
た
ち
は
各
地
の
勢
力
の
た
め
に
参
謀
本
部
に
訴
え
か
け
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と

さ
れ
た
。
ひ
と
つ
は
粛
親
王
が
日
本
の
権
益
下
で
保
護
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
だ
。

川
島
の
働
き
か
け
も
大
き
い
が
、
粛
親
王
の
意
思
が
働
い
た
点
に
も
注
目
し
た

い
。
宇
都
宮
は
あ
く
ま
で
「
王
は
他
日
何
等
か
の
用
に
立
つ
れ
ば
立
つ
べ
き
も
の

な
（
（6
（

り
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
挙
事
が
一
定
の
価
値
を
見
い
出
さ
れ
他
日
の
対

中
国
政
策
の
選
択
肢
に
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
事
前
に
十
分
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
な
く
、
大
正
元
年
八
月
十
三
日

の
宇
都
宮
日
記
中
に
は
「
福
島
中
将
の
相
談
に
応
じ
旅
順
口
に
亡
命
し
あ
る
（
我

が
勧
誘
に
応
じ
た
る
な
り
）
清
国
皇
族
粛
親
王
生
活
費
（
月
約
千
円
を
要
す
る
も
、

政
府
は
未
だ
之
が
支
出
に
同
意
せ
ざ
る
が
為
め
、
応
急
と
し
て
取
敢
え
ず
）
と
し

て
振
武
資
金
中
よ
り
白
仁
民
政
長
官
宛
五
千
円
を
電
報
為
替
に
て
送
金
（
（6
（

す
。」
と
、

粛
親
王
へ
の
生
活
費
に
つ
い
て
、
目
途
の
つ
か
な
い
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
福
島
か
ら
の
要
請
で
、
清
朝
留
学
生
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
振
武
学
校

の
政
府
積
み
立
て
資
金
か
ら
費
用
を
捻
出
し
、
応
急
的
に
現
地
に
対
処
し
て
い

る
。
後
に
は
粛
親
王
擁
立
よ
り
も
東
三
省
で
力
を
蓄
え
て
い
た
張
作
霖
を
通
じ
た

現
地
の
利
権
確
保
が
選
択
さ
れ
る
。
そ
れ
す
ら
も
一
時
的
な
も
の
で
、張
の
没
後
、

満
州
事
変
、
満
州
国
建
国
と
い
っ
た
流
れ
に
お
い
て
、
清
朝
の
元
皇
帝
で
あ
る
溥

儀
が
擁
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
見
し
て
み
る
と
日
本
国
内
の
継
続
性
の
あ
る

動
き
に
見
て
と
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
川
島
等
の
挙
事
の
動
き
と
は
異
な
る
潮

流
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
内
蒙
古
東
部
の
王
公
等
と
川
島
、
多
賀
が
取
り
交
わ
し
を
行

な
っ
た
借
款
契
約
で
あ
る
。「
一
、
内
蒙
を
連
合
し
て
一
の
強
固
な
る
団
体
と
為

し
、
一
は
蒙
古
が
利
益
を
自
衛
し
、
一
は
大
清
皇
位
の
存
立
を
援
護
す
る
を
目
的

と
（
（6
（

す
。」
等
と
す
る
十
カ
条
か
ら
な
る
カ
ラ
チ
ン
王
と
川
島
の
間
で
結
ん
だ
契
約
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護
を
日
本
側
に
と
り
つ
け
、
蒙
古
借
款
を
反
故
と
さ
せ
ず
に
参
謀
本
部
経
由
で
要

路
に
受
け
持
た
せ
る
な
ど
、
他
日
の
挙
事
の
「
保
証
」
を
と
り
つ
け
さ
せ
た
。
同

時
に
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
挙
事
を
単
発
的
な
も
の
で
な
く
、
既
成
事
実
化
さ
せ
他

日
の
実
行
の
余
地
を
持
た
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
。
川
島
と
し
て
は
「
信
頼
に
対

す
る
要
求
は
、
実
際
大
早
い
雲
霓
を
望
む
如
き
も
の
で
あ
る
。
若
し
た
ま
た
ま
そ

う
い
う
人
を
見
出
す
と
、
非
常
に
珍
し
い
も
の
と
考
え
る
。
私
が
北
京
で
軍
政
を

少
し
や
っ
た
時
で
も
、
私
と
し
て
は
別
に
何
で
も
な
い
、
た
だ
正
義
に
基
づ
い
て

や
っ
た
だ
け
で
、
彼
等
の
信
頼
を
博
そ
う
と
か
、
彼
等
を
籠
絡
し
よ
う
と
か
、
人

気
取
り
を
し
よ
う
と
か
い
う
考
は
毛
頭
無
か
っ
た
が
、
非
常
に
彼
等
の
信
頼
を
受

け
た
。
言
わ
ば
私
が
た
っ
た
一
粒
の
珍
し
い
信
頼
点
に
見
え
た
の
（
（7
（

だ
。」
と
述
べ
、

川
島
自
身
、自
ら
の
経
験
を
も
と
に
中
国
の
人
々
に
つ
い
て「
御
互
に
操
縦
し
合
っ

て
、
自
分
の
立
場
を
な
る
べ
く
利
益
に
導
い
て
行
こ
う
と
い
う
事
か
ら
、
ど
う
し

て
も
今
の
所
謂
外
交
的
に
な
る
。
積
極
的
の
や
つ
は
進
ん
で
人
を
騙
す
し
消
極
的

の
や
つ
は
絶
え
ず
人
に
騙
さ
れ
ま
い
と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
い
ざ
死
ぬ
と
い
う
時

に
な
っ
て
、
遺
族
や
子
供
を
安
心
し
て
托
す
る
人
を
見
出
そ
う
と
し
て
も
、
そ
れ

は
支
那
に
は
絶
対
に
無
い
。
け
れ
ど
も
一
方
か
ら
い
う
と
、
彼
等
は
自
分
が
信
頼

の
欠
乏
し
た
人
間
に
な
っ
て
い
て
も
、
若
し
信
頼
出
来
る
人
間
が
あ
っ
た
ら
如
何

に
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
強
い
反
面
の
要
求
に
な
っ
て
い
（
（7
（

る
。」
と
述
べ
る
。

　

政
治
の
枢
要
な
地
位
を
担
う
人
々
が
、
し
か
も
川
島
の
言
に
従
う
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
様
な
環
境
に
置
か
れ
た
人
々
が
た
や
す
く
日
本
側
の
策
略
に
し
か
も
、

謀
略
等
の
技
能
に
特
化
し
て
い
な
い
一
民
間
人
に
あ
っ
さ
り
利
用
さ
れ
た
と
す
る

見
方
は
、
一
方
的
見
方
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
大
陸
浪

人
は
特
殊
な
交
渉
術
や
訓
練
を
経
た
専
門
集
団
で
は
な
く
、
民
間
の
立
場
か
ら
、

化
し
て
い
た
。
利
用
し
た
の
は
む
し
ろ
中
国
の
軍
閥
や
政
治
家
の
側
で
あ
っ
（
（7
（

た
。」

と
い
う
。
川
島
の
辛
亥
革
命
時
に
お
け
る
電
文
の
内
容
を
み
る
と
、
宇
都
宮
と
清

朝
の
単
な
る
窓
口
と
し
て
の
機
械
的
な
役
割
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
繰
り
返
し
清
朝

に
対
し
て
の
日
本
側
の
支
援
を
訴
え
る
代
弁
者
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
こ
う
し
た
介
入
か
ら
し
て
、
出
先
陸
軍
軍
人
ら
は
日
本
の
利
益
の
た
め
に
軍

閥
・
現
地
有
力
者
を
利
用
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
ば
か
り
が
い
わ
れ
る
傾
向
が
あ

る
が
、こ
れ
は
中
国
人
の
能
力
を
貶
価
し
た
一
面
的
見
（
（7
（

方
」
と
指
摘
さ
れ
る
様
に
、

川
島
が
一
方
的
に
粛
親
王
を
詐
謀
し
て
利
用
し
た
と
い
う
よ
り
、
親
王
側
も
身
の

安
全
を
図
り
な
が
ら
主
義
主
張
を
通
し
得
る
手
段
と
し
て
川
島
、
あ
る
い
は
そ
の

背
後
に
あ
る
日
本
側
の
動
き
を
利
用
し
た
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
。
川
島
が
日

本
側
へ
情
報
を
齎
す
こ
と
を
通
じ
て
日
本
側
の
支
援
を
引
き
出
す
役
割
を
期
待
さ

れ
、
利
用
さ
れ
た
と
同
時
に
日
本
の
利
権
扶
植
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ

れ
て
い
た
の
も
事
実
で
あ
り
、
善
悪
一
面
的
に
は
捉
え
ら
れ
な
い
複
雑
な
多
面
性

が
あ
っ
た
。
大
陸
浪
人
に
つ
い
て
、
彼
等
は
組
織
人
で
は
な
く
現
地
勢
力
と
の
関

係
構
築
は
要
路
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
要
請
」
で
あ

り
「
任
務
」
で
は
な
か
っ
た
。
前
述
の
い
わ
ゆ
る
「
支
那
通
」
の
軍
人
等
が
、
自

ら
と
関
係
を
有
す
る
現
地
勢
力
に
都
合
の
良
い
情
報
を
本
国
へ
齎
し
た
様
に
、
川

島
等
も
同
様
の
こ
と
を
行
っ
た
。
川
島
と
し
て
は
ひ
と
ま
ず
形
は
ど
う
あ
れ
、
構

想
段
階
で
は
粛
親
王
等
を
擁
立
し
た
「
満
蒙
王
国
」
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
粛
親
王

等
、日
本
側
、双
方
に
益
す
る
も
の
が
両
立
し
た
形
で
も
た
ら
さ
れ
る「
は
ず
」だ
っ

た
。
こ
れ
は
構
想
上
の
段
階
で
あ
れ
ば
こ
そ
、そ
う
い
っ
た
考
え
が
成
り
立
つ
が
、

現
実
に
そ
う
い
っ
た
も
の
が
成
り
立
ち
得
る
の
か
全
く
未
知
数
で
あ
っ
た
。

　

川
島
は
政
治
的
策
動
が
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
段
階
で
、
粛
親
王
等
の
保
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ち
ゃ
ん
と
決
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
川
島
浪
速
を
よ
ば
な
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
世
論
は
沸
騰
し
、
私
の
と
こ
ろ
へ
非
難
攻
撃
の
手
紙
が
く
る
。
そ
の
猛
烈

な
の
は
、
一
体
、
満
州
国
に
は
一
人
の
人
も
な
い
の
か
、
あ
の
川
島
を
皇
帝
に
会

見
さ
せ
ぬ
と
い
う
の
は
何
事
か
、と
い
う
の
が
あ
っ
た
。川
島
芳
子
は
芳
子
で
、『
お

父
さ
ん
（
筆
者
註
、
川
島
浪
速
）
は
腹
を
切
っ
て
死
ぬ
と
言
っ
て
居
る
』
本
庄
繁

大
将
か
ら
も
、
川
島
さ
ん
を
何
と
か
会
わ
し
て
く
れ
、
と
い
う
手
紙
が
私
の
方
へ

来
（
（7
（

る
。」
工
藤
が
溥
儀
の
勅
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
件
は
落
着
し

た
。
川
島
は
こ
の
運
動
の
先
覚
者
と
さ
れ
た
が
、
す
で
に
満
州
事
変
、
満
州
国
の

流
れ
を
経
て
「
満
蒙
挙
事
」
で
目
指
し
た
試
み
が
形
を
か
え
国
策
の
規
模
に
ま
で

な
る
と
川
島
一
人
の
発
言
や
裁
量
で
そ
こ
に
な
に
か
特
別
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ

す
こ
と
は
も
は
や
で
き
な
い
ほ
ど
の
規
模
の
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
点
川
島

に
「
満
蒙
独
立
運
動
」
と
い
う
幻
影
を
世
に
広
く
伝
播
す
る
程
の
強
い
影
響
力
は

無
か
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
政
軍
要
路
の
動
き
を
利
用
し
挙
事
を
実
現
性
の

あ
る
も
の
に
し
よ
う
と
模
索
し
た
。
川
島
の
「
挙
事
」
は
、
満
州
国
建
国
の
正
当

性
に
後
か
ら
統
合
さ
れ
て
い
く
形
で
、
昭
和
戦
前
期
に
日
本
の
政
策
に
合
致
す
る

「
満
蒙
独
立
運
動
」
の
「
物
語
」
と
し
て
再
構
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
「
川

島
浪
速
が
抱
い
た
幻
影
」
で
あ
る
と
い
う
よ
り
、
昭
和
戦
前
期
の
日
本
が
川
島
の

「
満
蒙
挙
事
」
を
膨
ら
ま
せ
た
う
え
で
、
満
蒙
と
い
う
漠
然
と
し
た
地
域
に
対
し

て
国
民
に
見
せ
た
「
満
蒙
独
立
運
動
」
と
い
う
名
の
幻
影
だ
っ
た
。

註１　

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会『
国
史
大
辞
典
』第
十
三
巻（
ま
ー
も
）（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
二
年
、
二
四
八
頁
）

政
軍
方
面
か
ら
の
協
力
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
策
動
を
具
現
化
し
よ
う
と

し
た
。
あ
る
程
度
ま
で
は
政
軍
方
面
の
方
針
や
指
示
に
沿
い
つ
つ
も
、
補
正
さ
せ

た
う
え
で
現
地
、
国
内
の
意
図
に
寄
せ
、
自
ら
の
策
動
に
引
き
込
む
形
で
い
わ
ば

策
動
を
要
路
に
「
保
証
」
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
た
。
そ
れ
と
て
も
上
手
く
い
け
ば

の
話
で
、
川
島
の
様
に
現
地
勢
力
の
信
頼
を
得
た
人
々
が
二
枚
舌
で
巧
み
に
相
手

方
を
た
く
み
に
操
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
の
は
買
い
か
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
行
動
へ
彼
ら
を
駆
り
立
て
た
も
の
は
一
面
、
本
稿
で
ふ
れ
た
よ
う
に
宇
都
宮
や

川
島
が
辛
亥
革
命
の
様
な
場
面
で
抱
い
た
日
本
政
府
等
に
何
等
の
方
針
な
ど
無
い

の
だ
、
と
す
る
捉
え
方
の
裏
返
し
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

川
島
等
の
挙
事
は
、
他
日
再
挙
の
含
み
を
持
た
せ
た
状
態
で
中
止
さ
れ
た
。
そ

の
後
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
い
わ
ゆ
る
第
二
次
満
蒙
独
立
運
動
を
経
て
、
満

州
事
変
、
満
州
国
建
国
に
よ
り
川
島
は
そ
の
先
覚
者
と
さ
れ
た
。
し
か
し
川
島
と

同
じ
大
陸
浪
人
で
、
皇
帝
溥
儀
の
侍
衛
長
と
し
て
満
州
国
で
仕
え
た
工
藤
忠
の
回

想
に
よ
れ
ば
満
州
国
建
国
後
、
溥
儀
の
訪
日
を
廻
っ
て
次
の
様
な
や
り
取
り
が

あ
っ
た
。

　
「
関
東
軍
司
令
官
は
私
を
呼
ん
で
『
君
は
、
一
番
皇
帝
と
の
関
係
も
深
い
し
、

一
番
事
情
を
知
っ
て
い
る
か
ら
聞
く
が
、
皇
帝
の
日
本
ゆ
き
に
つ
い
て
、
い
ろ
い

ろ
の
人
に
会
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ど
う
い
う
人
が
あ
る
か
。
自
分
は
、
頭
山

満
と
徳
富
蘇
峰
と
、
こ
の
人
た
ち
に
は
会
わ
せ
よ
う
と
思
う
。
そ
の
外
に
縁
故
の

あ
る
者
を
、
ひ
と
つ
考
え
て
お
い
て
く
れ
ぬ
か
』
と
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
軍
で
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二
七
〇
頁
）

15　

川
島
浪
速
「
亡
友
二
葉
亭
四
迷
君
を
憶
ふ
」（
中
央
公
論
社
『
中
央
公
論
』　

第
十

二
号
五
八
九
号
十
二
月
号
、
一
九
三
六
年
、
二
一
三
頁
～
二
一
四
頁
）

16　

前
掲
註
15
、
二
一
一
頁

17　
『
二
葉
亭
四
迷
全
集
』
第
七
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
、
二
四
二
頁
）

18　

前
掲
註
15
、
二
一
一
頁

19　

前
掲
註
15
、
二
一
一
頁

20　

川
島
浪
速
『
粛
親
王
』（
一
九
一
四
年
、
一
七
頁
～
一
八
頁
）

21　

前
掲
註
20
、
一
八
頁

22　

前
掲
註
20
、
一
八
頁

23　

前
掲
註
20
、
一
八
頁
～
一
九
頁

24　

石
川
半
山
『
粛
親
王
』（
警
醒
社
書
店
、
一
九
一
六
年
、
六
七
頁
）

25　

杜
家
驥
／
訳
柳
澤
明
「
清
朝
期
の
満
蒙
婚
姻
関
係
が
内
モ
ン
ゴ
ル
東
部
地
域
の
文

化
に
与
え
た
影
響
」
モ
ン
ゴ
ル
研
究
所
編
『
近
現
代
内
モ
ン
ゴ
ル
東
部
の
変
容
』
雄

山
閣
（
二
〇
〇
七
年
、
九
二
頁
）

26　

会
田
勉
編
『
川
島
浪
速
翁
』（
文
粋
閣
、
一
九
三
六
、一
六
二
頁
）

27　

前
掲
註
26
、
一
六
三
頁

28　

宇
都
宮
太
郎
関
係
資
料
研
究
会
編
『
日
本
陸
軍
と
ア
ジ
ア
政
策
、
陸
軍
大
将
宇
都

宮
太
郎
日
記
１
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
三
二
一
頁
）

29　

前
掲
註
28
、
四
七
九
頁

30　

前
掲
註
28
、
四
八
三
頁

31　

前
掲
註
28
、
四
八
四
頁

32　

前
掲
註
28
、
四
八
三
頁
～
四
八
四
頁

２　

前
掲
註
１
、二
四
八
頁

３　

前
掲
註
１
、二
四
八
頁

４　

中
見
立
夫『「
満
蒙
問
題
」の
歴
史
的
構
図
』（
東
京
大
学
出
版
会
、　

二
〇
一
三
年
）

５　

前
掲
註
４
、二
五
三
頁

６　

川
島
浪
速
の
手
元
に
あ
っ
た
関
係
文
書
は
没
後
の
形
見
分
け
、
川
島
の
顕
彰
を
目

的
と
し
た
財
団
法
人
黒
姫
山
荘
保
存
会
の
自
然
消
滅
等
で
散
逸
し
て
お
り
、
一
部

が
残
存
す
る
も
の
の
写
真
資
料
が
主
で
、
文
書
類
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
黒
姫
山
荘
が
あ
っ
た
上
水
内
郡
信
濃
町
や
松
本
市
内
の
関
係
者
の
も

と
に
関
係
文
書
が
大
き
く
分
割
さ
れ
た
状
態
で
現
存
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ

う
い
っ
た
関
係
文
書
の
発
見
に
よ
り
新
た
な
知
見
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

７　

渡
辺
龍
策
『
大
陸
浪
人
』（
番
町
書
房
、
一
八
六
七
年
、
徳
間
文
庫
、　

一
九
八
六

年
、
三
三
三
～
三
三
四
頁
）

８　

前
掲
註
７
、三
三
四
～
三
三
五
頁

９　

朝
尾
直
弘
他
編
『
角
川
新
版
日
本
史
辞
典
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
三
年
、

　

六
四
九
～
六
五
〇
頁
）

10　

川
島
浪
速
談
・
金
崎
賢
筆
記
「
川
島
翁
思
想
的
経
綸
」（
大
亜
細
亜
建
設
社
『
大 

亜
細
亜
』
第
九
号
第
八
号
九
月
号
、
一
九
四
一
、二
三
頁
）

11　

前
掲
註
10
、
二
四
頁

12　

前
掲
註
10
、
二
四
頁

13　

戸
部
良
一
『
日
本
陸
軍
と
中
国
』（
一
九
九
九
、
講
談
社
、
二
〇
一
六
年
、　

ち
く

ま
学
芸
文
庫
、
三
〇
～
三
一
頁
）

14　

東
亜
同
文
会
編
『
対
支
回
顧
録　

下
』（
一
九
三
六
年
、
復
刻
版
・
原
書
房
、
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46　

前
掲
註
26
、
一
四
二
頁

47　

前
掲
註
26
、
一
四
二
頁

48　

国
立
国
会
図
書
館
『
町
野
武
馬
政
治
談
話
録
音
速
記
録
』（
国
立
国
会
図
書
館
、

一
九
五
六
年
、
八
〇
頁
～
八
一
頁
）

49　

前
掲
註
48
、
八
一
頁

50　

前
掲
註
26
、
一
四
五
頁

51　

前
掲
註
34
、
一
八
〇
頁

52　

前
掲
註
34
、
一
八
〇
頁

53　

前
掲
註
34
、
一
八
〇
頁

54　

前
掲
註
34
、
一
八
〇
頁

55　

前
掲
註
40
、
八
二
頁

56　

前
掲
註
40
、
八
五
頁

57　

前
掲
註
40
、
八
五
頁

58　

前
掲
註
26
、
一
五
三
頁

59　

前
掲
註
34
、
二
二
三
頁

60　

前
掲
註
40
、
八
七
頁

61　

前
掲
註
40
、
八
八
頁

62　

前
掲
註
40
、
八
八
頁

63　

前
掲
註
26
、
一
五
七
頁

64　

前
掲
註
26
、
一
五
七
頁

65　

前
掲
註
40
、
九
二
頁
～
九
三
頁

66　

前
掲
註
40
、
一
三
八
～
一
三
九

67　

前
掲
註
40
、
一
三
八
頁

33　

前
掲
註
28
、
四
八
四
頁

34　

社
団
法
人
尚
友
倶
楽
部
・
広
瀬
順
晧
・
櫻
井
良
樹
編
『
伊
集
院
彦
吉
関
係
文
書
』

第
一
巻
〈
辛
亥
革
命
期
〉（
芙
蓉
書
房
、
一
九
九
六
年
、
八
四
～
八
五
頁
）

35　

前
掲
註
34
、
八
五
頁

36　

外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
』
第
四
十
四
巻
・
第
四
十
五
巻
別
冊
清
国
事
変
（
辛

亥
革
命
）、（
日
本
国
際
連
合
協
会
、
一
九
六
一
年
、
一
四
〇
～
一
四
一
頁
）

37　

前
掲
註
28
、
四
九
一
頁

38　

佐
々
博
雄
「
多
賀
宗
之
と
中
国
大
陸
―
蒙
古
へ
の
武
器
輸
入
計
画
を
中
心
と
し
て

付
、
多
賀
宗
之
関
係
書
簡
目
録
―
」『
国
士
館
史
学　

二
号
』（
一
九
九
四
年
、
一
～

三
二
頁
）

39　

前
掲
書
註
28
、
五
〇
八
頁

40　

宇
都
宮
太
郎
関
係
資
料
研
究
会
編
『
日
本
陸
軍
と
ア
ジ
ア
政
策
、
陸
軍
大
将

　

宇
都
宮
太
郎
日
記
２
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
四
九
一
頁
）

41　

前
掲
註
26
、
一
四
一
頁
、
掲
載
の
参
謀
本
部
宛
川
島
発
電
文
は
、
前
掲
本
に
掲
載

す
る
に
あ
た
り
参
考
に
し
た『
明
治
四
十
五
年
一
月
二
十
日
起　

参
謀
本
部
発
電
控
』

を
松
本
市
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
確
認
し
て
お
り
、
こ
こ
に
拠
っ
た
も
の
と
見

ら
れ
る
。
後
半
部
に
「
宇
都
宮
少
将
宛
」、「
福
島
次
長
宛
」
と
い
っ
た
送
り
先
の
人

名
が
確
認
で
き
、
前
半
部
の
電
文
も
宛
名
こ
そ
無
い
が
、
こ
の
二
人
と
の
間
で
交
わ

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

42　

前
掲
註
26
、
一
四
一
頁

43　

前
掲
註
28
、
七
六
頁

44　

前
掲
註
26
、
一
四
二
頁

45　

前
掲
註
26
、
一
四
二
頁
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68　

黒
龍
会
編
『
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
』
中
巻
（
一
九
三
三
年
、
復
刻
版
・
原
書
房
、

一
九
六
六
年
、
三
二
七
頁
）

69　

前
掲
註
40
、
一
〇
〇
頁

70　

北
岡
伸
一
『
官
僚
制
と
し
て
の
日
本
陸
軍
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
一
三
〇

頁
～
一
三
一
頁
）

71　

前
掲
註
70
、
一
四
二
頁

72　

筒
井
清
忠
『
満
州
事
変
は
な
ぜ
起
き
た
の
か
』(

中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五
年
、

三
五
頁
～
三
六
頁
）

73　
「
川
島
風
外
翁
縦
横
断
」『
日
本
及
日
本
人
』
第
二
九
三
号
（
政
教
社
、
一
九
三
四

年
、
六
一
頁
）

74　

前
掲
註
73
、
六
一
頁

75　

工
藤
忠
『
皇
帝
溥
儀
』（
世
界
社
、
一
九
五
二
年
、
六
一
頁
）
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は
じ
め
に

　

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
松
本
市
史
編
さ
ん
事
業
の
一

環
と
し
て
、
松
本
市
史
編
さ
ん
室
が
中
心
と
な
っ
て
、
松
本
市
内
に
残
さ
れ
て
い

る
旧
町
村
役
場
文
書
の
調
査
と
整
理
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
成
果
は
現
在
、

行
政
文
書
目
録
（
以
下
『
文
書
館
目
録
』
と
略
す
。）
と
し
て
松
本
市
文
書
館
（
以

下
「
文
書
館
」
と
略
す
。）
の
Ｈ
Ｐ
上
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
用

い
る
こ
と
で
、
文
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
前
述
の
役
場
文
書
の
う
ち
原
則
公
開
さ

れ
て
い
る
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
の
時
点
で
文
書
館
が
所
蔵
、
公
開
し
て
い
る
役
場
文

書
の
総
点
数
は
六
万
四
八
三
点
に
の
ぼ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
役
場
が
有
し
て
い
た

文
書
数
の
内
訳
は
表
１
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
役
場
文
書
は
、
市
史
編
さ
ん
室
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
年
代
別
に
分
類
さ

れ
た
上
で
、
年
代
順
に
整
理
番
号
を
振
ら
れ
て
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
旧
梓
川
、

旧
四
賀
、
旧
波
田
の
三
か
村
は
松
本
市
に
合
併
す
る
前
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
と

き
の
方
針
に
し
た
が
っ
て
分
類
、
整
理
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
管
見
の
限
り
不
明
で

あ
る
。
ま
た
、
旧
岡
田
村
に
関
し
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
松
本
市
が
調
査
に
入
る

前
に
役
場
文
書
の
調
査
と
分
類
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
方
法
を
踏
襲
し
て
分

類
、
整
理
さ
れ
て
い
る
た
め
、
他
の
旧
町
村
と
は
異
な
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

な
お
、
松
本
市
に
合
併
し
た
旧
村
は
旧
岡
田
村
の
よ
う
に
表
記
す
る
こ
と
が
適
当

と
思
わ
れ
る
が
、
文
書
館
の
文
書
群
の
分
類
表
記
に
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
旧
を

付
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
、
且
つ
旧
町
村
の
な
か
で
も
有
数
の

資
料
数
を
誇
る
岡
田
村
役
場
文
書
群
が
ど
う
い
っ
た
経
緯
を
た
ど
り
現
在
に
至
っ

た
の
か
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
役
場
文
書
利
用
の
便
宜
を
図
る
一
端
に
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
表
内
の
記
述
に
関
し
て
付
言
す
る
と
、
件
名
は
そ
れ

ぞ
れ
の
目
録
に
原
則
し
た
が
っ
た
。〔　

〕
内
は
筆
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。
そ

の
他
の
補
足
事
項
に
つ
い
て
は
備
考
欄
に
記
載
し
た
。

　
　
　

一
　
岡
田
村
役
場
文
書
の
来
歴

　

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
伊
深
村
、
岡
田
町
村
、
下
岡
田
村
、
松
岡
村

の
四
か
村
が
合
併
し
て
成
立
し
た
岡
田
村
は
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
松

本
市
と
合
併
す
る
ま
で
の
間
、
東
筑
摩
郡
の
一
カ
村
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
そ

松
本
市
文
書
館
所
蔵
資
料
調
査
報
告
（
一
）   

―
岡
田
村
役
場
文
書
群
を
中
心
と
し
て
―

古
川 

和
拓
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断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
り
現
在
は
『
百
年
誌
目
録
』
一
冊
の
み
し
か
確
認

で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
時
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
方
針
の
も
と
で
役
場

文
書
の
調
査
、
整
理
が
行
わ
れ
た
の
か
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。

そ
の
後
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
松
本
市
史
編
さ
ん
事
業
が
は
じ
ま
る
と
、

前
述
し
た
よ
う
に
松
本
市
内
の
支
所
・
出
張
所
に
残
さ
れ
て
い
た
役
場
文
書
の
調

査
と
整
理
作
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
作
業
は
平
成
三
年
ま
で
行
わ

れ
、
そ
の
結
果
松
本
市
全
体
で
七
万
九
二
四
点
も
の
役
場
文
書
が
確
認
さ
れ
る
に

至
っ
た
。
各
町
村
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
文
書
数
は
表
３
の
通
り
と
な
っ
て
い

る
。

　

岡
田
地
区
の
調
査
は
平
成
元
年
、
二
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
ま

ず
『
百
年
誌
目
録
』
に
沿
っ
て
す
で
に
整
理
さ
れ
て
い
た
役
場
文
書
の
原
本
確
認

作
業
を
中
心
と
し
た
調
査
が
行
わ
れ
、
次
い
で
新
た
に
別
の
蔵
か
ら
発
見
さ
れ
た

四
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
未
整
理
文
書
の
整
理
と
分
類
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
の
整

理
、
分
類
方
法
は
昭
和
四
十
七
年
時
に
行
わ
れ
た
も
の
を
踏
襲
す
る
形
で
実
施
さ

れ
て
お
り
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
役
場
文
書
に
つ
い
て
も
前
述
し
た
一
～
二
三
の

そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
分
類
さ
れ
て
整
理
さ
れ
た
。
表
４
は
、『
百
年
誌
目
録
』（
昭

和
四
十
七
年
）
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
も
の
と
、『
文
書
館
目
録
』（
令
和
四
年
）

に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
も
の
を
項
目
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
に
な
る
。
各
項
目
の

の
期
間
に
作
成
、
保
存
さ
れ
た
役
場
文
書
の
内
、
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
文
書
数

は
表
１
に
も
あ
る
よ
う
に
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
の
時
点
で
六
八
七
〇
点
に

の
ぼ
る
。
こ
の
役
場
文
書
群
が
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
現
在
に
至
っ
た
の
か
と

い
う
こ
と
を
こ
こ
で
は
整
理
し
た
い
。

　

松
本
市
に
合
併
し
た
後
の
昭
和
四
十
三
年
、『
岡
田
百
年
誌
』
編
さ
ん
事
業
が

発
足
し
、
村
が
所
蔵
し
て
い
た
役
場
文
書
の
調
査
と
整
理
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
と

き
の
成
果
は
昭
和
四
十
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
松
本
市
岡
田
百
年
誌
文
書
目
録
第

一
集
』（
以
下
『
百
年
誌
目
録
』
と
略
す
。）
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
目
録
内
に

お
い
て
役
場
文
書
は
一
～
二
三
項
目
に
分
類
、
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で

の
各
項
目
毎
の
文
書
数
は
表
２
に
あ
る
通
り
で
、
そ
の
総
数
は
三
九
八
九
点
に
及

ぶ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
と
き
の
『
岡
田
百
年
誌
』
編
さ
ん
事
業
は
こ
の
後
中

役場名 点数
岡田村役場 6,870
今井村役場 6,308
笹賀村役場 1,588
寿村役場 5,253
新村役場 6,941

神林村役場 5,283
中山村役場 2,860
島内村役場 4,959
島立村役場 4,164
内田村役場 29

入山辺村役場 1,421
芳川村役場 468
本郷村役場 6,851

里山辺村役場 2,398
和田村役場 1,587
松本市役所 713
梓川村役場 840
四賀村役場 1,725
波田村役場 225

合計 60,483

表１　松本市文書館所
　　　蔵役場文書内訳
　　　（令和４年現在）

項目名 項目 
番号 点数

経済 1 817
神社 2 108
教育 3 117

衛生 -1 4 133
衛生 -2 5 215
兵事 6 448
戸口 7 493
政治 8 309
土地 9 153
統計 10 101
産業 11 192
勧業 12 35
庶務 13 289
林業 14 78
団体 15 111
水利 16 51
生活 17 99
商業 18 13
家屋 19 9
土木 20 21
配給 21 193
恩給 22 2
災害 23 2
計 3,989

※欠番含む

表２　『百年誌目録』　
　　　23項目別
　　　文書数

町村名 点数
岡田 7,586
今井 7,803
笹賀 4,605
寿 6,127

新村 8,553
神林 5,480
中山 4,082
島内 5,917
島立 5,015
内田 30

入山辺 815
芳川 784
本郷 8,543

里山辺 3,479
和田 1,375
松本 730
合計 70,924

表３　各町村の　　
　　　役場文書
　　　数

小松芳郎「旧役場
史料の整理・保存
について」『松本
市史研究第２号』
1992 を改編
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学
校
関
係
写
真
（
二
六
）、
軍
事
関
係
写
真
（
二
七
）、
神
社
関
係
写
真
（
二
八
）、

扁
額
（
二
九
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
百
年
誌
目
録
』
に
は
前
述
し
た
二
三

項
目
に
加
え
て
各
町
会
で
確
認
さ
れ
た
文
書
群
と
個
人
が
所
蔵
し
て
い
た
文
書
群

が
役
場
文
書
と
は
区
別
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
会
、
個
人
毎
に
分
類
、
整
理
さ

れ
て
い
た
が
『
文
書
館
目
録
』
上
で
は
各
町
会
或
い
は
個
人
の
文
書
群
が
、
役
場

文
書
と
区
別
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
文
書
が
す
べ
て
散
逸
あ
る
い
は

非
公
開
の
対
象
と
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
平
成
元
年
、
二
年
に
お
け
る

調
査
、
整
理
作
業
の
段
階
で
役
場
文
書
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
に
関
し
て
は

二
三
項
目
の
い
ず
れ
か
に
再
分
類
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
来
歴
を
有
す
る
岡
田
村
役
場
文
書
群
で
あ
る
が
、
大
き
な
特
徴

の
一
つ
と
し
て
兵
事
（
項
目
番
号
六
）
に
分
類
さ
れ
た
文
書
が
大
量
に
存
在
し
て

い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
次
章
で
は
同
文
書
群
の
な
か
で
も
、
こ
の
兵
事
（
項

目
番
号
六
）
に
分
類
さ
れ
た
文
書
群
に
注
目
し
て
、
そ
の
来
歴
を
詳
細
に
み
て
い

き
た
い
。

　
　
　

二
　
兵
事
関
係
文
書

　

兵
事
関
係
文
書
と
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
徴
兵
事
務
遂
行
過
程
に
お
い
て
作

成
、
保
存
さ
れ
た
文
書
類
の
こ
と
を
指
す
。
敗
戦
時
に
全
国
各
地
の
市
町
村
役
場

に
お
い
て
大
量
の
兵
事
関
係
文
書
が
焼
却
対
象
と
し
て
処
分
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、 
残
存
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
非
常
に
稀
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

岡
田
村
役
場
文
書
群
で
は
こ
う
し
た
極
め
て
希
少
価
値
の
高
い
兵
事
関
係
文
書

に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
文
書
が
項
目
番
号
六
に
分
類
さ
れ
て
整
理
さ
れ
て
お

詳
細
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
関
係
上
本
稿
に
は
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、
後
日
別
稿
で
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、『
文
書
館
目
録
』
で
は

二
四
～
二
九
の
項
目
が
新
た
に
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
昭
和

四
十
七
年
の
目
録
上
で
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
平
成
元
年
、
二
年
に
行
わ
れ
た

調
査
を
踏
ま
え
て
新
し
く
立
て
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
各
項
目
名

と
項
目
番
号
は
そ
れ
ぞ
れ
、
農
業
委
員
会
（
二
四
）、
役
場
関
係
写
真
（
二
五
）、

表４　各項目の点数（欠番含む）

項目名 項目 
番号

昭和 47 年時の目録で確
認された点数

令和 4 年時の目録で新し
く確認された点数

昭和 47 年の目録にあっ
たが令和 4 年時点で確認

できなかった点数

経済 1 817 401 34
神社 2 108 25 20
教育 3 117 119 1

衛生 -1 4 133 84 45
衛生 -2 5 215 231 5
兵事 6 448 414 17
戸口 7 493 0 491
政治 8 309 212 19
土地 9 153 188 3
統計 10 101 62 3
産業 11 192 133 0
勧業 12 35 30 0
庶務 13 289 472 2
林業 14 78 119 1
団体 15 111 149 0
水利 16 51 156 0
生活 17 99 90 0
商業 18 13 1 0
家屋 19 9 16 0
土木 20 21 68 1
配給 21 193 71 3
恩給 22 2 1 0
災害 23 2 49 0

合計 3,989 3,091 645
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製
冊
さ
れ
た
文
書
は
「
毎
年
一
回
目
録
ニ
照
シ
検
査
」
を
行
う
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
お
り
保
存
期
間
を
満
了
す
る
と
、「
要
部
ヲ
塗
抹
若
ク
ハ
裁
断
」さ
れ
た
上
で「
棄

却
」
あ
る
い
は
「
売
却
」
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
兵
事
ノ
部
」に
分
類
さ
れ
た
文
書
に
関
す
る
目
録
は
昭
和
六
年
の
も
の
が
残
っ

て
お
り
、
こ
れ
を
整
理
し
た
も
の
が
表
６
で
あ
る
（
以
下
『
昭
和
六
年
目
録
』
と

略
す
。）。
な
お
、
こ
こ
で
は
第
一
種
と
第
二
種
の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

当
該
期
に
お
い
て
「
兵
事
ノ
部
」
に
分
類
さ
れ
た
文
書
に
第
三
種
（
五
年
保
存
文

書
）
に
該
当
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　
　

　
「
兵
事
ノ
部
」
に
「
区
別
」
さ
れ
た
文
書
を
ま
と
め
た
目
録
は
管
見
の
限
り
、

こ
の
『
昭
和
六
年
目
録
』
一
冊
の
み
で
あ
る
た
め
、
前
後
の
年
と
比
較
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、『
昭
和
六
年
目
録
』
が
作
成
さ
れ
た
段
階
で
は
一
〇
九
点
の
文

書
が
「
兵
事
ノ
部
」
の
文
書
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
詳
細
に
つ

い
て
は
表
６
を
参
照
の
こ
と
）。

　
『
昭
和
六
年
目
録
』
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
一
〇
九
点
は
『
百
年
誌
目
録
』
に

お
い
て
六
七
点
が
「
六
、
兵
事
」
に
分
類
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
残
り
の
四
二
点

の
内
一
点
は
「
五
、
衛
生
―
二
」
内
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
残
る

四
一
点
の
内
、
七
点
に
つ
い
て
は
『
昭
和
六
年
目
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

か
ど
う
か
の
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
残
さ
れ
た
三
四
点
は

『
百
年
誌
目
録
』
上
に
お
い
て
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。『
百
年
誌
目

録
』
上
で
は
、
以
上
の
六
七
点
（
分
冊
に
よ
っ
て
増
え
た
も
の
を
加
え
る
と
六
八

点
）
に
加
え
て
三
八
〇
点
の
文
書
が
「
六
、
兵
事
」
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

時
点
で
兵
事
関
係
文
書
の
総
数
は
四
四
八
点
に
の
ぼ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

り
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
時
点
の
『
文
書
館
目
録
』
内
に
お
い
て
は
八
四
〇

点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
同
文
書
群
内
に
存
在
す
る
こ
れ
ら
の
文
書
群

が
ど
う
い
っ
た
経
緯
を
経
て
現
在
に
至
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
整
理
す
る
。

　

ま
ず
、
岡
田
村
が
一
行
政
組
織
と
し
て
機
能
し
て
い
た
期
間
即
ち
明
治
二
十
二

年
（
一
八
八
九
）
か
ら
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
の
間
を
確
認
し
た
い
。
明

治
三
十
七
年
に
決
議
さ
れ
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
改
正
さ
れ
た
東
筑
摩
郡

岡
田
村
役
場
庶
務
規
程
に
よ
れ
ば
、
当
該
期
の
岡
田
村
の
役
場
事
務
は
「
事
務
ヲ

分
テ
庶
務
文
書
兵
事
学
務
衛
生
農
工
商
社
寺
土
木
土
地
税
務
会
計
ト
シ
各
其
主
任

ヲ
定
ム
」
と
あ
り
、各
事
務
は
主
任
を
頂
点
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

各
事
務
で
作
成
さ
れ
た
文
書
の
保
存
に
関
し
て
は
岡
田
村
文
書
保
存
規
程
が
大
正

四
年
か
ら
施
行
さ
れ
て
お
り
、「
岡
田
村
ノ
文
書
ハ
之
レ
ヲ
左
ノ
三
種
ニ
区
別
保

存
ス
ヘ
シ
」
と
し
て
、「
第
一
種
永
久
保
存
」「
第
二
種
拾
年
保
存
」「
第
三
種
五

年
保
存
」
の
三
種
類
に
区
分
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
保
存

期
限
に
つ
い
て
は
「
文
書
ノ
完
結

シ
タ
ル
年
ノ
翌
年
（
会
計
年
度
ニ

係
ル
モ
ノ
ハ
其
翌
年
度
）
ヨ
リ
起

算
ス
ヘ
シ
」と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

前
述
し
た
庶
務
規
程
に
よ
っ
て
分

け
ら
れ
た
事
務
ご
と
に
各
文
書
の

保
存
期
間
と
種
類
が
定
め
ら
れ
て

お
り
兵
事
の
場
合
は
表
５
の
よ
う

に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、

表５　「兵事ノ部」文書の保存期間と種類
保存期間 種類

第1種（永久保存）

在郷軍人名簿
第一国民兵名簿
第二国民兵名簿
壮丁名簿
恤兵並軍資金献納ニ関スル書類
兵事ニ関スル永久書類
馬名簿

第2種（10年保存） 兵事ニ関スル諸書類

第3種（5年保存）
馬匹現在出入届書類
馬匹調査及検査ニ関スル書類
兵事雑件
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表６　『昭和６年目録』

『昭和６年目録』では種別、書名、冊数、沿革の項目が設けられていたため、本表もこれに依って作成した。

種別 書名 冊数 沿革

第 1 種

在郷軍人名簿 1
馬籍簿 1
下士在隊間成績調書 1 
陸海軍現役兵名簿 1 
兵事ニ関スル成会文書 1 
兵事諸規程綴 1 
鉄道乗車証明書交附簿 1 
召集通獨〔ママ〕人届書類 1 
軍事救護□取扱簿 1 
救護台帳 1 
去勢馬匹綴 1 
陸軍勤欠ニ関スル書類 1 
海軍勤欠ニ関スル書類 1 
下賜金台帳 1 
在郷軍人除籍者名簿 1 
海軍在郷軍人名簿 1 
明治 37、8 年恩給受給者兵役免除者戦病死者名簿 1 
戦病死者遺族名簿 1 
増加恩給受給者名簿 1 
徴兵免除者兵役免除者壮丁名簿綴 1 自昭和 3 年
兵事々務研究会書類 1 自昭和 7 年
兵事主任会書類 1 自昭和元年
馬除籍簿 1 自大正 12 年
馬匹売買届書類 1 自昭和 5 年
壮丁連名簿綴 1 
法第 39 条徴集延期者名簿 1 
法第 41 条徴収延期者名簿 1 
法第 42 条同上名簿 1 
徴兵処分未済者名簿 1 
徴兵適合者トラホーム検診ニ関スル綴 1 自昭和 6 年
要健康診断者名簿 1 自昭和 7 年
トラホーム要者台帳 1 自昭和 7 年

第 2 種

旧在郷軍人名簿 4 
兵事ニ関スル書類 1 明治 29 年度
甲号兵事書類 1 明治 40 年至同 43 年
同上 1 明治 44 年
同上 1 明治 45 年
兵事ニ関スル書類 13 自大正 3 年至同 15 年
同上 7 自昭和 2 年至同 8 年
馬匹ニ関スル書類 1 明治 43 年至大正 6 年
同上 1 大正 7 年
馬匹ニ関スル書類 1 自大正 11 年至同 13 年
徴兵ニ関スル書類 18 自明治 37 年至昭和 8 年
徴兵異動届 1 自明治 18 年至同 21 年
壮丁名簿 13 自明治 22 年至大正 2 年
適合届書綴 4 自明治 35 年至昭和 8 年
兵事ニ関スル書類綴 1 昭和 9 年
徴兵ニ関スル書類綴 1 昭和 9 年
兵事ニ関スル書類綴 1 昭和 10 年
徴兵ニ関スル書類綴 1 昭和 10 年
兵事ニ関スル書類綴 1 昭和 11 年
徴兵ニ関スル書類綴 1 昭和 11 年
兵事ニ関スル書類綴 1 昭和 12 年
徴兵ニ関スル書類綴 1 昭和 12 年
兵事ニ関スル書類綴 1 昭和 13 年
徴兵ニ関スル書類綴 1 昭和 13 年

合計 109 
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以
上
の
点
よ
り
、
昭
和
六
年
の
段
階
で
「
兵
事
ノ
部
」
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て

い
た
文
書
が
一
部
確
認
で
き
な
い
一
方
で
、
兵
事
関
係
文
書
の
数
が
激
増
し
て
い

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
無
論
、
目
録
作
成
後
に
作
ら
れ
た
文
書
も
こ
こ
に
は
含

ま
れ
て
い
る
が
、『
昭
和
六
年
目
録
』
上
に
は
記
載
の
な
か
っ
た
昭
和
六
年
以
前

に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
文
書
も
三
八
〇
点
の
な
か
に
は
多
数
存
在
し
て
い

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
保
存
期
限
終
了
後
も
廃
棄
さ

れ
ず
に
残
っ
て
お
り
、『
岡
田
百
年
誌
』
編
さ
ん
事
業
に
伴
う
役
場
文
書
の
調
査

と
整
理
の
際
に
発
見
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

次
い
で
『
文
書
館
目
録
』
を
み
る
と
「
六
、
兵
事
」
に
新
た
に
追
加
さ
れ
た
も

の
と
し
て
四
一
四
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
『
百
年
誌
目
録
』
で
確

認
で
き
な
か
っ
た
三
四
点
の
内
、一
点
の
み
は
『
文
書
館
目
録
』「
四
、衛
生
―
一
」

内
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
残
る
三
三
点
は
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

　
『
百
年
誌
目
録
』
で
確
認
さ
れ
て
い
た
四
四
八
点
の
内
一
七
点
は
『
文
書
館
目

録
』
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
個
人
情
報
保
護
の
観

点
な
ど
か
ら
非
公
開
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
目
録
上
か
ら
削
除
さ
れ
て
い
る
だ

け
な
の
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
か
の
い
ず
れ

か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
昭
和
六
年
目
録
』
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
文
書
の
来
歴
を
ま
と
め
る
と
表
７

の
よ
う
に
な
り
、
各
目
録
に
お
け
る
兵
事
関
係
文
書
数
の
変
化
を
ま
と
め
る
と
表

８
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、『
百
年
誌
目
録
』
上
で
の
総
数
か
ら
『
文
書
館
目
録
』

で
確
認
で
き
な
か
っ
た
も
の
一
七
点
を
引
い
た
四
三
一
点
と
『
文
書
館
目
録
』
上

で
新
た
に
確
認
さ
れ
た
も
の
四
一
四
点
を
合
わ
せ
る
と
『
文
書
館
目
録
』
内
の
兵

表７　109点の残存状況（『百年誌目録』『文書館目録』との付き合わせ結果）
①確認できたもの　69 点（内 2 点は「6、兵事」以外に分類）

資料番号 件名 年 備考
6-156 か 兵事主任会書類　自昭和元年 年代が昭和 5 年～となっており一致しない
6-148 か 馬除籍簿　自大正 12 年 年代が大正 13 年～となっており一致しない
6-226 馬匹売買届書類　自昭和 5 年

徴兵適合者トラホーム検診ニ関スル綴 『文書館目録』内の 4-158-1 か（件名一致）
要健康診断者名簿 『百年誌目録』内の 5-134 か（件名一致）

6-1 兵事ニ関スル書類 6-1『兵事関係書類』か
6-2 甲号兵事書類
6-3 同上〔甲号兵事書類〕
6-4 同上〔甲号兵事書類〕

兵事ニ関スル書類　13 冊 大正 3 年～昭和元年 13 件確認　全て確認別表①参照
同上〔兵事ニ関スル書類〕7 冊 昭和 2 年～昭和 14 年 7 件確認　全て確認別表①参照
徴兵ニ関スル書類　18 冊 明治 37 年～昭和 8 年 16 件確認　2 件不明　一部確認別表②参照

6-95 徴兵異動届

壮丁名簿　13 冊 明治 22 年～大正 3 年 14 件確認 (1 冊、6-98 の 1 と 6-99 に分冊された
ことで点数が増えたか )　全て確認別表③参照

6-26 兵事ニ関スル書類綴 昭和 9 年
6-267 徴兵ニ関スル書類綴 昭和 9 年
6-27 兵事ニ関スル書類綴 昭和 10 年
6-268 徴兵ニ関スル書類綴 昭和 10 年
6-28 兵事ニ関スル書類綴 昭和 11 年
6-269 徴兵ニ関スル書類綴 昭和 11 年
6-270 兵事ニ関スル書類綴 昭和 12 年
6-29 徴兵ニ関スル書類綴 昭和 12 年
6-30 兵事ニ関スル書類綴 昭和 13 年
6-271 徴兵ニ関スル書類綴 昭和 13 年
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②確認できなかったもの　33点
件名

下士在隊間成績調書
陸海軍現役兵名簿
兵事ニ関スル成会文書
兵事諸規程綴
鉄道乗車証明書交附簿
軍事救護□取扱簿
救護台帳
陸軍勤欠ニ関スル書類
海軍勤欠ニ関スル書類
在郷軍人除籍者名簿
海軍在郷軍人名簿
明治37、8年恩給受給者兵役免除者戦病死者名簿
増加恩給受給者名簿
徴兵免除者兵役免除者壮丁名簿綴
兵事々務研究会書類
壮丁連名簿綴
法第39条徴集延期者名簿
法第41条徴集延期者名簿
法第42条同上名簿
トラホーム要者台帳
旧在郷軍人名簿　4冊
馬匹ニ関スル書類
同上〔馬匹ニ関スル書類〕
馬匹ニ関スル書類
適合届書綴 4冊
徴兵ニ関スル書類　2冊

別表①兵事ニ関スル書類
資料番号 件名 年 備考

6-5 兵事ニ関スル諸書類綴 大正3年
6-6 兵事ニ関スル諸書類綴 大正4年
6-7 兵事ニ関スル諸書類綴 大正5年
6-8 兵事書類 大正6年
6-9 兵事ニ関スル書類 大正7年
6-10 兵事ニ関スル書類 大正8年
6-11 兵事ニ関スル書類 大正9年
6-12 兵事ニ関スル書類 大正10年
6-13 兵事文書綴 大正11年
6-14 兵事書類綴 大正12年
6-15 兵事書類綴 大正13年
6-16 兵事書類綴 大正14年
6-17 兵事書類綴 大正15年
6-18 兵事書類綴 昭和2年
6-20 兵事書類綴 昭和3年
6-21 兵事書類綴 昭和4年
6-22 兵事書類綴 昭和5年
6-23 兵事書類綴 昭和6年
6-24 兵事書類綴 昭和7年
6-25 兵事書類綴 昭和8年

別表②徴兵ニ関スル書類
資料番号 件名 年 備考
6-232 徴兵書類 明治37年
6-233 徴兵書類 明治39年
6-234 徴兵書類 明治44年
6-235 徴兵書類 明治45年
6-236 徴兵書類 大正8年
6-237 徴兵書類 大正9年
6-240 徴兵書類綴 大正12年
6-243 徴兵ニ関スル書類 大正13年
6-241 徴兵ニ関スル書類 大正14年
6-242 徴兵ニ関スル書類 大正15年
6-262 徴兵ニ関スル書類 昭和2年
6-19 徴兵ニ関スル書類 昭和3年
6-263 徴兵ニ関スル書類 昭和4年
6-264 徴兵ニ関スル書類 昭和5年
6-265 徴兵ニ関スル書類 昭和6年

別表③壮丁名簿
資料番号 件名 年 備考

6-96 壮丁名簿 明治22年
6-98 壮丁名簿 明治30年

6-98の1 壮丁名簿 明治32年 （6-98または6-99
と合冊だったか）

6-99 壮丁名簿 明治32年
6-101 壮丁名簿 明治33年
6-100 壮丁名簿 明治35年
6-102 壮丁名簿 明治36年
6-103 壮丁名簿 明治37年
6-105 壮丁名簿 明治39年
6-108 壮丁名簿 明治41年
6-109 壮丁名簿 明治43年
6-110 壮丁名簿 明治44年
6-111 壮丁名簿 明治45年
6-112 壮丁名簿 大正2年

③判断しかねるもの　7点
件名 備考

在郷軍人名簿 昭和6年度のものは無し
馬籍簿 昭和6年度のものは無し

召集通獨〔ママ〕人届書類 召集通報人届書綴(6-255 
昭和4年)か

去勢馬匹綴
昭和6年度のものは無し　
去勢馬匹現在届（6-145 
大正8年）か

下賜金台帳
昭和6年度のものは無し　
下賜金台帳(6-38 明治38
年)か

戦病死者遺族名簿
昭和6年度のものは無し　
戦病死者遺族名簿　軍人分
会(6-366 明治37年)か

徴兵処分未済者名簿
昭和6年度のものは無し　
徴兵処分未済者名簿（6-
122 昭和6年～21年）か
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事
関
係
文
書
の
総
数
八
四
〇
点
よ
り
五
点
多
く
な
り
、
こ
の
内
四
点
は
『
百
年
誌

目
録
』
で
欠
番
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
る
一
点
に
つ
い
て
は
不
明

な
ま
ま
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
岡
田
村
役
場
文
書
群
内
の
兵
事
関
係
文
書
群
に
注
目
を
し
て
、
そ
の

来
歴
を
た
ど
っ
て
み
た
。
岡
田
村
の
兵
事
関
係
文
書
群
は
現
在
確
認
で
き
る
限
り

に
お
い
て
は
、
昭
和
六
年
の
段
階
で
「
兵
事
ノ
部
」
に
分
類
さ
れ
て
い
た
も
の
は

一
〇
九
点
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
「
六
、
兵
事
」
と
し
て
分
類
さ
れ

た
三
八
〇
点
を
加
え
て
四
四
八
点
に
増
加
、
さ
ら
に
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）、
二

年
の
調
査
を
経
て
作
成
さ
れ
た
『
文
書
館
目
録
』
上
で
は
八
四
〇
点
に
ま
で
増
加

し
た
。
名
簿
類
な
ど
の
個
人
情
報
を
多
分
に
含
む
も
の
に
関
し
て
は
現
在
も
非
公

開
の
も
の
が
多
い
が
、
そ
れ
で
も
当
時
の
兵
事
係
が
担
っ
た
役
割
な
ど
を
残
さ
れ

て
い
る
史
料
か
ら
検
討
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
昭
和

六
年
時
点
で
永
久
保
存
扱
い
で
あ
っ
た
文
書
の
大
半
が
『
百
年
誌
目
録
』『
文
書

館
目
録
』
双
方
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
（
表
７
の
②
確
認
で

き
な
か
っ
た
も
の
三
三
点
、
参
照
）。
何
故
、
永
久
保
存
扱
い
で
あ
っ
た
は
ず
の

文
書
が
多
数
消
滅
し
、
永
久
保
存
の
対
象
外
で
あ
っ
た
は
ず
の
文
書
が
大
量
に
残

存
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
今
後
明
ら
か
に
す
べ
き
課
題
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
文
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
旧
町
村
役
場
文
書
群
の
な
か
か
ら

岡
田
村
役
場
文
書
群
を
取
り
上
げ
、
そ
の
来
歴
に
つ
い
て
調
査
し
、
一
定
の
整
理

他の項目に分類されたもの（１点）

確認できなかったもの（33点）他の項目に分類されたもの（１点）

昭和 47 年『百年誌目録』「６、兵事」（448 点） 令和 4 年『文書館目録』「６、兵事」（840 点）

新たに確認されたもの（380点） 新たに確認されたもの（414点）

昭和６年目録
「兵事」（109点）

引き続き確認されたもの（67点）

※分冊によって増加したものを入れると68点

判断しかねるもの（７点）
380点に含まれているか？

引き続き確認されたもの（431点）
内４点は欠番、内１点は不明

確認できなかったもの（34点）

『百年誌目録』にあったが確認できなかったもの（17点）

表８　兵事関係文書数の変化
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を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、
同
文
書
群
内
に
大
量
に
残
さ
れ
て
い
る
兵
事
関
係
文
書

群
と
い
う
貴
重
な
史
料
群
が
ど
う
い
っ
た
経
緯
を
経
て
現
在
に
至
っ
た
の
か
と
い

う
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

本
文
中
で
も
何
度
か
述
べ
た
よ
う
に
、
大
量
の
兵
事
関
係
文
書
が
史
料
群
と
し

て
ま
と
ま
っ
た
形
で
保
存
、
公
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
村
役
場
が
徴
兵
制
度
を
ど
の
よ
う
に

支
え
て
い
た
の
か
、
往
時
の
状
況
を
よ
り
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
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は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

筆
者
は
令
和
四
年
度
か
ら
松
本
市
文
書
館
（
以
下
「
当
館
」
と
略
す
。）
に
勤

務
し
、
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
勤
務
を
は
じ
め
て
先
ず
感
じ
た
の
は
、

当
館
の
利
用
者
の
少
な
さ
、
知
名
度
の
低
さ
で
あ
っ（１
）た

。
市
民
と
距
離
が
あ
る
と

言
い
替
え
て
も
い
い
。
筆
者
が
長
年
在
職
し
て
い
た
松
本
市
立
博
物
館
（
以
下

「
市
立
博
物
館
」
と
略
す
。）
は
松
本
城
公
園
内
と
い
う
立
地
の
良
さ
も
あ
り
、
市

民
・
観
光
客
の
利
用
が
多
い
施
設
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
市
民
の
生
涯
学
習
を
支

え
る
博
物
館
・
図
書
館
・
公
民
館
の
な
か
で
は
博
物
館
は
敷
居
が
高
い
と
い
わ
れ

て
い
た
た
め
、
在
職
中
は
常
に
市
民
と
の
距
離
を
近
づ
け
る
こ
と
を
課
題
と
し
て

き（２
）た
。
博
物
館
が
生
き
残
る
た
め
に
は
市
民
に
開
か
れ
た
博
物
館
に
な
る
必
要
性

を
痛
感
し
た
か
ら
で
あ
る
。
利
用
者
の
多
寡
の
み
で
施
設
の
在
り
方
を
論
じ
て
も

意
味
は
な
い
が
、
当
館
は
市
立
博
物
館
よ
り
も
さ
ら
に
市
民
と
距
離
が
あ
る
と
い

う
の
が
実
感
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
文
書
館
一
般
に
共
通
す
る
こ
と
で
、
理

由
が
あ
る
。
博
物
館
・
図
書
館
は
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
最
優
先
す
る
の
に
対
し
、

文
書
館
は
文
書
を
保
存
・
管
理
す
る
関
係
上
必
ず
し
も
一
般
市
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス

が
最
優
先
事
項
で
は
な
い
と
い
う
性
格
の
ち
が
い
か
ら
と
さ
れ（３
）る

。

　

当
館
の
事
業
は
文
書
を
「
広
く
一
般
の
利
用
に
供
す
る
」
た
め
に
収
集
・
整
理
・

保
存
し
、
そ
れ
ら
を
閲
覧
に
供
し
、
文
書
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
い
、
資
料

集
等
の
編
さ
ん
・
刊
行
を
含
め
専
門
的
な
知
識
の
普
及
及
び
啓
発
を
行
う
こ
と
で

あ
る
。
最
終
目
標
は
調
査
研
究
を
含
め
た
市
民
の
学
習
支
援
で
あ
り
、
資
料
を
収

集
・
保
存
し
て
い
て
も
広
く
市
民
に
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
、
十
分
に
機
能
し
て
い

な
い
こ
と
に
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
令
和
四
年
度
に
実
施
し
た
当
館
の
文
書
館
講
座
（
以
下
「
講
座
」

と
略
す
。）
と
セ
ッ
ト
開
催
の
企
画
展
及
び
当
館
と
他
施
設
と
の
連
携
に
ふ
れ
、

今
後
の
当
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
、
当
館
の
利
用
者
に
は
、
市
・

県
職
員
、
関
係
者
に
よ
る
旧
公
図
の
閲
覧
な
ど
行
政
目
的
の
閲
覧
者
も
含
ま
れ
る

が
、
本
稿
で
は
利
用
者
に
含
め
な
い
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

　
　
　

一
　
単
独
講
座
か
ら
講
座
・
企
画
展
の
セ
ッ
ト
開
催
へ

　

㈠　

展
示
の
現
状

　

当
館
で
は
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
の
開
館
以
来
継
続
し
て
市
域
の
歴
史
な
ど

講
座
・
企
画
展
・
施
設
連
携
と
松
本
市
文
書
館
の
在
り
方 

―
令
和
四
年
度
の
事
業
実
践
か
ら
考
え
る
―窪

田 

雅
之
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㈢　

成
果
と
課
題

　

講
座
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
含
め
七
回
開
催
し
（
表
１
）、
第
一
、

第
三
、
第
五
回
は
市
民
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
人
物
や
交
通
機
関
、
子
ど
も
の
行
事

に
か
か
わ
る
内
容
、
第
四
回
は
こ
こ
三
年
ほ
ど
日
常
生
活
で
影
響
を
受
け
た
コ
ロ

ナ
関
連
、
第
二
、
第
六
回
は
文
書
館
に
か
か
わ
る
内
容
を
と
り
あ
げ
た
。
職
員
交

流
を
進
め
る
た
め
、
講
師
は
市
立
博
物
館
学
芸
員
に
も
依
頼
し
た
。
企
画
展
は
第

七
回
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
除
き
、
全
講
座
と
セ
ッ
ト
で
六
回
開
催
し
た

（
表
２
、
図
版
１
～
３
）。

　

セ
ッ
ト
開
催
に
よ
り
以
下
の
と
お
り
新
し
い
動
き
が
み
ら
れ
た
。

　
　

ア　

講
師
の
顔
ぶ
れ
が
変
わ
り
、
現
在
の
事
象
も
と
り
あ
げ
た
こ
と
で
、
新

　
　
　
　

規
受
講
者
が
増
え
た
。

　
　

イ　

従
来
、
利
用
者
は
ほ
ぼ
閲
覧
者
・
講
座
受
講
者
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に

　
　
　
　

展
示
見
学
者
が
加
わ
り
、
来
館
す
る
市
民
が
増
え
た
。

　
　

ウ　

学
校
へ
の
資
料
提
供
、
出
前
授
業
の
実
施
な
ど
の
事
業
連
携
が
で
き
た
。

　

ア
、
イ
は
全
講
座
・
企
画
展
で
み
ら
れ
た
。
令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
二
月
末

現
在
の
当
館
の
総
利
用
者
数
は
一
三
七
八
人
で
前
年
度
比
六
・
一
％
の
増
で
あ
っ

た
。
統
計
の
利
用
者
区
分
に
「
展
示
見
学
」
の
項
目
は
な
い
が
、
見
学
者
を
含
め

た
「
閲
覧
そ
の
他
」
は
一
八
九
人
の
増
で
あ
っ
た
。
一
八
九
人
全
員
が
見
学
者
で

は
な
い
が
、
利
用
者
増
に
セ
ッ
ト
開
催
の
影
響
は
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　

ウ
は
、
第
三
回
講
座
「
上
高
地
線
一
〇
〇
年
―
夢
を
の
せ
て
電
車
が
走
る
―
」

と
の
セ
ッ
ト
企
画
展
か
ら
派
生
し
た
事
業
連
携
で
あ
る
。
こ
の
講
座
・
企
画
展
は
、

ア
ル
ピ
コ
交
通
株
式
会
社
の
同
線
が
大
正
十
一
年（
一
九
二
二
）に
松
本
・
島
（々
当

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
継
続
し
て
開
催
し
て
き
た
。
現
施
設
建
設
ま
で
は
旧
支

所
の
建
物
を
利
用
し
て
い
た
た
め
、
展
示
設
備
は
整
わ
ず
講
座
に
関
連
し
た
展
示

は
あ
ま
り
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
二
十
六
年
建
設
の
現
施
設
は
壁
面
展
示
ケ
ー

ス
と
可
動
展
示
ケ
ー
ス
を
新
規
に
備
え
て
「
平
和
資
料
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
た
が
、

文
字
ど
お
り
常
設
化
し
て
い
る
。
収
蔵
資
料
を
順
次
公
開
す
る
企
画
展
を
開
催
す

る
明
確
な
方
針
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

当
館
条
例
に
展
示
の
規
定
は
な
い
が
、
資
料
が
広
く
一
般
利
用
さ
れ
る
よ
う
努

力
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
展
示
は
そ
の
た
め
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

㈡　

講
座
・
企
画
展
の
セ
ッ
ト
開
催

　

筆
者
は
、
学
生
時
代
の
学
芸
員
課
程
の
講
義
で
恩
師
が
発
し
た
「
モ
ノ
を
し
て

語
ら
し
め
よ
」
と
い
う
ひ
と
言
が
今
で
も
頭
か
ら
離
れ
な
い
。
資
料
は
地
域
の
共

有
財
産
で
あ
る
。
文
書
館
の
文
書
で
あ
れ
、
博
物
館
の
モ
ノ
で
あ
れ
、
市
民
と
資

料
の
一
番
気
軽
な
出
会
い
の
場
は
展
示
で
あ
る
。
展
示
を
目
的
に
市
民
の
来
館
が

増
え
れ
ば
、
連
動
し
て
当
館
の
知
名
度
も
あ
が
る
だ
ろ
う
。

　

一
般
に
文
書
館
や
博
物
館
の
講
座
は
、
原
則
と
し
て
資
料
に
ふ
れ
、
資
料
に
付

随
す
る
情
報
や
そ
の
背
後
の
事
象
を
学
ぶ
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

点
、
当
館
は
講
座
と
展
示
の
か
か
わ
り
を
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。
文
書
館
の
展

示
は
博
物
館
と
ち
が
い
、
閲
覧
利
用
を
促
進
す
る
機
能
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ

の
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
筆
者
は
市
民
が
資
料
に
ふ
れ
る
機
会
を
少
し
で
も
設

け
る
た
め
講
座
と
企
画
展
の
セ
ッ
ト
開
催
を
試
み
た
。
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時
）
間
が
全
通
し
、
令
和
四
年
が
全
通
一
〇
〇
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
開
催
し

た
。
収
蔵
資
料
だ
け
で
は
意
を
尽
く
せ
ず
、
同
社
及
び
個
人
か
ら
も
資
料
を
借
用

し
た
、
い
わ
ば
官
民
連
携
企
画
展
で
も
あ
っ
た
。
同
企
画
展
で
は
講
座
受
講
者
・

見
学
者
の
感
想
や
同
線
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
て
館
内
に
掲
示
し
た
。
事
業

へ
の
市
民
参
加
と
も
い
え
、
掲
示
さ
れ
た
手
書
き
文
章
は
展
示
資
料
と
は
別
の
話

題
を
呼
ん
だ
。
最
終
的
に
感
想
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
れ
た
の
は
四
六
人
で

あ
っ
た
。
居
住
地
は
松
本
市
内
が
多
く
、年
代
は
一
〇
代
か
ら
四
〇
代
が
二
〇
人
、

五
〇
代
か
ら
八
〇
代
が
二
四
人
、
不
明
二
人
で
あ
っ
た
（
表
３
）。
注
目
し
た
い

の
は
、
今
ま
で
当
館
と
距
離
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
一
〇
代
か
ら
四
〇
代
の
皆
さ

ん
が
二
〇
人
を
数
え
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
年
齢
層
の
皆
さ
ん
が
関
心
を
寄
せ
る

事
業
を
展
開
で
き
た
証
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
地
元
の
鉄
道
に
寄
せ
る
四
六
人
の

思
い
は
貴
重
な
記
録
と
し
て
当
館
に
集
積
さ
れ
た
。

　

資
料
提
供
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
多
く
の
学
生
が
上
高
地
線
で
通
学
す
る
松
本

大
学
の
教
授
が
企
画
展
を
見
学
し
た
こ
と
に
よ
り
、
収
蔵
資
料
（
文
書
五
点
、
画

像
二
点
）
の
デ
ー
タ
借
用
依

頼
が
あ
っ
た
。
当
館
が
提
供

し
た
デ
ー
タ
は
印
刷
さ
れ
、

大
学
祭
の
学
内
展
示
「
お
か

え
り
！
上
高
地
線
」
で
展
示

さ
れ
た
。
こ
れ
は
同
教
授
の

ゼ
ミ
と
同
大
図
書
館
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
も
の

で
、
関
連
図
書
の
紹
介
も
な

表１　令和４年度講座一覧
回 日　時 テ　　ー　　マ 講師・パネリスト
1 7月23日 小里家文書の概要と利活用 特別専門員
2 8月6日 役場文書に見る戦争 専門員
3 9月17日 上高地線100年  －夢をのせて電車が走る－ 特別専門員

4 11月12日 松本市の小学校とスペインインフルエンザ 
－感染症の文書記録から－

市立博物館（旧開智学校）
学芸員

5 12月10日 子どもの年中行事  －青山様・ぼんぼんと三九郎を中心に－ 特別専門員
6 1月28日 公文書管理法と松本市文書館  －今後の活動を考える－ 専門員

7 2月18日
パネルディスカッション 
市民にとっての博物館・図書館・文書館 
－松本市のＭＬＡ連携を考える－

市立博物館（旧開智学校）
学芸員、市図書館司書、 
専門員

表２　令和４年度企画展一覧
回 企画展名 会期 展示資料、点数など

1
小里家文書紹介 ７月23日～８月５日 小里頼永履歴書ほか　18件21点
小里家文書紹介Ⅱ ８月６日～９月11日 歩兵五十連隊歓迎ノ辞ほか　15件15点

2 ８月 15 日の役場文書・学校日誌 ８月６日～８月14日 大東亜戦争関係ポスター焼却ノ件ほか　21件29点
3 上高地線 100 年 ９月17日～10月16日 筑摩鉄道路線平面図ほか　56件56点
4 松本とスペインインフルエンザ 11月12日～12月４日 流行性感冒予防に関する注意ほか　15件15点
5 子どもの年中行事 12月10日～１月22日 松本尋常小学校学校日誌ほか　８件８点
6 歴史公文書にふれてみよう １月28日～３月26日 御布告ほか　９件９点

7 スペイン風邪とコロナを通してみ
る人々の生活＊ ２月18日～３月22日 流行性感冒予防心得ほか　13件13点

＊松本県ヶ丘高校国際探究科生徒の発表展示

表３　上高地線100年の感想、
メッセージ寄稿者の
居住地と年齢層

居住地 人数

松本市内 34
長野県内 9
長野県外 1
不　　明 2

合計 46

年代 人数

10代 2
20代 13
30代 3
40代 2
50代 10
60代 7
70代 5
80代 2
不明 2
合計 46
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さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
上
高
地
線
が
よ
り
発

展
し
て
、
将
来
西
部
地
区
の
広
域
交
通
が
充

実
す
れ
ば
観
光
面
で
も
効
果
が
大
き
い
な
ど

ゼ
ミ
学
生
の
提
言
も
あ
り
、
上
高
地
線
と
か

か
わ
る
松
本
大
学
な
ら
で
は
の
展
示
で
あ
っ

た
。
同
教
授
が
当
館
企
画
展
に
寄
せ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
「
貴
館
の
資
料
を
お
借
り
し
て
、

松
本
大
学
大
学
祭
・
梓
乃
森
祭
に
お
い
て
、

『
お
か
え
り
！
上
高
地
線
』
の
展
示
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
の
一
文
が
あ
る
。
当
館
に
と
っ

て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

次
に
出
前
授
業
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
市

立
開
智
小
学
校
（
対
象
は
二
年
生
）
と
市
立

安
曇
小
中
学
校
（
対
象
は
小
学
校
四
年
生
～

中
学
校
三
年
生
）
の
二
校
で
、
い
ず
れ
も
担

当
教
員
が
講
座
を
受
講
ま
た
は
企
画
展
を
見

学
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校
長
か
ら
依
頼
が

あ
っ
た
。市
立
開
智
小
学
校
の
出
前
授
業
は
、

二
年
生
が
乗
り
物
遠
足
で
上
高
地
線
に
乗
車

経
験
し
た
あ
と
に
実
施
さ
れ
た
（
図
版
４
）。

児
童
は
実
際
に
乗
車
し
た
上
高
地
線
と
開
通

当
時
の
様
子
を
比
べ
る
こ
と
が
で
き
、
同
線

図版１　企画展「小里家文書紹介」
自筆履歴書などの文書資料のほかに観光
パンフレット類も公開された。

図版２　企画展「上高地線100年」報道記事（『中日新聞』令和４年10
月７日付）

図版３　企画展「松本とスペインインフルエンザ」
展示室で講座講師が展示資料の解説を行った。
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の
歴
史
や
初
代
社
長
上
條
信
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
こ
と
が

学
級
通
信
に
掲
載
さ
れ
た
。
市

立
安
曇
小
中
学
校
の
出
前
授
業

は
、
未
来
の
子
ど
も
達
の
た

め
に
魅
力
あ
る
松
本
に
す
る

会
（
以
下
「
魅
力
あ
る
松
本
に

す
る
会
」
と
略
す
。）
の
皆
さ

ん
の
橋
渡
し
も
あ
っ
て
実
現
し

た
。
同
校
は
上
高
地
線
の
終
点

波
田
地
区
に
西
接
す
る
安
曇
地

区
に
所
在
し
、
学
校
側
の
要
望
で
出
前
展
示
も
行
っ
た
。
同
校
の
児
童
生
徒
は
高

校
生
に
な
る
と
ほ
ぼ
全
員
が
上
高
地
線
を
利
用
し
て
通
学
す
る
と
の
こ
と
で
、
同

線
や
安
曇
地
区
に
か
か
わ
る
資
料
（
一
八
点
）
に
児
童
生
徒
が
強
い
関
心
を
示
し

て
く
れ
た
。
や
は
り
「
モ
ノ
を
し
て
語
ら
し
め
よ
」
で
あ
る
。
実
物
資
料
は
筆
者

の
拙
い
説
明
を
補
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
当
日
は
魅
力
あ
る
松
本
に
す
る
会
の

会
長
ら
三
名
も
授
業
に
参
加
し
、
学
校
だ
よ
り
『
清
ら
の
心
』
一
二
号
に
授
業
の

概
要
や
児
童
生
徒
の
感
想
が
掲
載
さ
れ
た
（
図
版
５
）。
後
日
寄
せ
ら
れ
た
児
童
、

生
徒
二
四
人
の
感
想
も
貴
重
な
記
録
と
し
て
当
館
に
集
積
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
業
連
携
に
く
わ
え
、
も
う
一
つ
の
成
果
が
あ
っ
た
。
企
画
展

の
開
催
に
よ
り
収
蔵
資
料
の
再
整
理
に
部
分
的
だ
が
着
手
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

展
示
予
定
資
料
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
一
部
の
資
料
情
報
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
整
理
済
み
の
資
料
情
報
に
誤
り
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
は
考
え
に
く

図版４　市立開智小学校での出前講座
（市立開智小学校提供）

図版５　市立安曇小中学校『安曇校だより　清らの心』12号（令和５年２月27日発行）
出前講座の概要と児童生徒の感想が掲載された。
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あ
ろ
う
が
、
増
加
利
用
者
は
ほ
ぼ
企
画
展
見
学
者
で
あ
り
、
閲
覧
者
の
増
加
に
顕

著
に
結
び
つ
い
て
は
い
な
い
。
多
く
が
一
過
性
で
継
続
性
を
持
ち
え
な
い
利
用
者

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
利
用
者
に
閲
覧
を
促
す
展
示
の
在
り
方
な
ど

は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
　
　

二
　
他
機
関
と
の
連
携

　

㈠　

従
来
の
営
み

　

当
館
は
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
に
開
館
か
ら
二
五
年
が
経
過
す
る
が
、
松
本

市
中
央
図
書
館
（
以
下
「
市
図
書
館
」
と
略
す
。）
は
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

の
開
館
、
市
立
博
物
館
は
明
治
三
十
九
年
の
開
館
で
あ
る
。
ま
た
、
昭
和
四
十

年
（
一
九
六
五
）
開
館
の
国
宝
旧
開
智
学
校
校
舎
（
以
下
「
旧
開
智
学
校
」
と
略

す
。）
は
市
立
博
物
館
の
分
館
で
、
国
内
有
数
の
教
育
資
料
の
宝
庫
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
先
行
施
設
で
あ
る
市
図
書
館
・
市
立
博
物
館
は
市
民
の
負
託
に
応
え
、

一
〇
〇
年
以
上
連
綿
と
地
域
資
料
を
収
集
し
共
有
財
産
と
し
て
保
存
に
努
め
、
そ

れ
ら
は
展
示
公
開
を
は
じ
め
市
民
ほ
か
の
利
用
に
供
さ
れ
て
き
た
。

　

い
っ
ぽ
う
、
当
館
は
市
史
編
さ
ん
事
業
（
平
成
九
年
度
完
了
）
で
各
支
所
・
出

張
所
か
ら
移
管
し
た
旧
役
場
文
書
、
収
集
し
た
地
域
資
料
を
収
集
・
保
存
・
利
用

す
る
施
設
と
し
て
開
館
し
た
、
後
続
施
設
で
あ
る
。
市
史
編
さ
ん
事
業
の
収
集
に

あ
た
り
、
公
文
書
で
あ
る
旧
役
場
文
書
を
別
に
す
れ
ば
、
地
域
資
料
の
収
集
・
保

存
に
つ
い
て
先
行
施
設
と
明
確
な
調
整
は
な
か
っ
た
と
記
憶
す（９
）る

。
そ
の
た
め
、

当
館
で
地
域
文
書
と
位
置
付
け
る
資
料
が
、
あ
る
と
き
は
当
館
へ
、
あ
る
と
き
は

い
。
筆
者
は
市
立
博
物
館
在
職
中
、
資
料
の
再
整
理
に
あ
た
り
、
誤
り
が
あ
る
こ

と
を
前
提
に
従
事
し
た
経
験
が
あ
る
。
誤
り
が
あ
っ
た
ら
修
正
す
れ
ば
よ
い
の
で

あ
る
。
資
料
整
理
こ
そ
が
筆
者
ら
職
員
の
業
務
の
一
丁
目
一
番
地
で
あ
る
。
適
切

な
資
料
整
理
・
管
理
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
資
料
の
研
究
・
利
用
が
で
き
、
そ
の
成

果
の
一
端
を
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
手
段
が
展
示
で
あ
る
と
、
筆
者
は
市
立
博
物

館
在
職
中
に
学
ん（４
）だ

。
再
整
理
後
の
修
正
結
果
は
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ

れ
た
。
結
果
論
だ
が
、
企
画
展
開
催
が
あ
っ
て
資
料
の
再
整
理
に
着
手
で
き
、
閲

覧
環
境
も
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

わ
ず
か
六
回
の
、
小
さ
な
企
画
展
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
文
書
館
で
企
画
展

開
催
」
と
い
う
目
新
し
さ
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
結
果
、
利
用
者
総
数
が
増
え
た

と
は
い
え
る
だ
ろ
う
。
公
文
書
管
理
法
第
二
三
条
に
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
文
書
館

一
般
の
市
民
利
用
を
促
す
た
め
、
ま
た
、
高
等
学
校
の
歴
史
総
合
・
日
本
史
探
究

の
科
目
で
公
文
書
館
な
ど
の
調
査
・
研
究
が
学
習
指
導
要
領
に
記
載
さ
れ
る
な

ど
、
展
示
は
文
書
館
の
諸
機
能
の
な
か
で
よ
り
重
要
な
機
能
と
な
っ
て
い（５
）る
。
国

レ
ベ
ル
で
も
公
文
書
館
の
展
示
が
重
視
さ
れ
始（６
）め

、
長
野
県
内
を
み
る
と
企
画
展

を
開
催
し
て
館
活
動
や
資
料
の
周
知
に
努
め
て
い
る
文
書
館
も
あ（７
）る
。
繰
り
返
し

に
な
る
が
、
文
書
館
の
主
な
利
用
は
閲
覧
で
あ
り
、
閲
覧
に
利
用
者
を
い
ざ
な
う

展
示
に
職
員
は
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

い
っ
ぽ
う
、
企
画
展
開
催
が
閲
覧
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
か
と
問
わ
れ
れ

ば
、
正
直
答
え
に
窮
す
る
。
当
館
は
扱
う
資
料
の
性
質
上
、
専
門
家
や
研
究
者
が

主
な
利
用
者
、
即
ち
閲
覧
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
統
計
上
も
否
め
な
い
。
こ
れ
は
文

書
館
一
般
が
研
究
者
の
専
有
物
と
誤
解
さ
れ
て
き
た
イ
メ
ー（８
）ジ

と
決
し
て
無
関
係

で
は
な
い
。
講
座
と
展
示
の
セ
ッ
ト
開
催
で
当
館
の
存
在
は
よ
り
周
知
さ
れ
た
で
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活
用
」
と
題
し
て
担
当
し
た
。
講
座
で
は
小
里
家
資
料
（
当
館
で
は
「
小
里
家
文

書
」）
の
受
入
経
過
や
存
在
、
泣
き
別
れ
の
現
況
を
あ
え
て
講
座
中
に
発
言
、
説

明
し
た
（
図
版
６
）。
自
身
が
受
入
担
当
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
す
る
が
、
初

代
松
本
市
長
に
か
か
わ
る
貴
重
な
資
料
の
存
在
と
そ
れ
ら
が
両
施
設
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
市
民
に
知
っ
て
欲
し
い
、
で
き
れ
ば
利
用
し
て
欲
し
い
こ
と
が
す

べ
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
市
立
博
物
館
特
別
展
「
初
代
松
本
市
長
小
里
頼
永
と

そ
の
足
跡
―
松
本
市
黎
明
期
の
30
年
―
」
で
市
民
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
平
成
五

年
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
で
に
三
〇
年
近
く
が
経
過
し
て
い
る
。
講
座
の
最

後
で
も
話
し
た
よ
う
に
、
筆
者
は
今
秋
に
開
館
す
る
新
市
立
博
物
館
で
同
館
と
当

館
が
収
蔵
す
る
小
里
家
資
料
の
特
別
展
を
市
制
施
行
の
節
目
の
年
、
直
近
な
ら

一
二
〇
周
年
に
あ
た
る
令
和
九
年
あ
た
り
に
開
催
さ
れ
れ
ば
と
願
う
。
今
具
体
例

と
し
て
示
し
た
よ
う
な
「
文
書
類
は
文
書
館
に
、
モ
ノ
は
博
物
館
に
」
と
い
う
収

集
は
「
史
料
破
壊
に
直
結
す
る
行
為
」
と
さ
れ
（
（1
（

る
。
同
様
の
事
例
は
他
市
町
村
で

も
み
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
ど
こ
が
収
蔵
す
る
か
は
別
に
し
て
も
、
資
料
の
性
格

や
保
存
・
利
用
を
考
え
れ
ば
、
同
一
資
料
群
は
一
括
管
理
が
本
来
の
在
り
方
で
あ

る
と
考
え
る
。
筆
者
は
市
立
博
物
館
在
職
中
の
平
成
十
二
年
、
胡
桃
沢
勘
内
が
そ

の
折
々
に
知
遇
を
得
た
柳
田
国
男
や
折
口
信
夫
、
渋
沢
敬
三
、
香
取
秀
真
ら
碩
学

た
ち
と
の
交
流
に
よ
り
収
集
し
た
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
受
入
担
当
者
と
な
っ

た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
子
友
男
、
孫
勘
司
氏
に
よ
り
守
り
伝
え
ら
れ
、
民

俗
・
文
学
・
美
術
工
芸
分
野
の
モ
ノ
、
書
簡
類
、
写
真
、
文
献
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
。
筆
者
は
小
里
頼
永
関
連
資
料
群
受
入
時
の
経
験
か
ら
泣
き
別
れ
状
態
を
避
け

る
べ
く
寄
贈
者
か
ら
理
解
を
い
た
だ
き
、
市
立
博
物
館
で
一
括
受
贈
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
（
（1
（

た
。

市
立
博
物
館
・
同
分
館
へ
寄
贈
さ
れ
る
事
例
が
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
。
同
様
に
、

同
一
資
料
群
の
う
ち
モ
ノ
は
市
立
博
物
館
、
文
書
類
は
当
館
へ
寄
贈
さ
れ
る
泣
き

別
れ
状
態
の
事
例
も
複
数
件
あ
る
。

　

後
者
の
代
表
例
は
初
代
松
本
市
長
小
里
頼
永
関
連
資
料
群
で
あ
る
。
平
成
五
年

（
一
九
九
三
）
に
資
料
群
は
一
括
寄
贈
を
受
け
、
モ
ノ
資
料
約
三
〇
〇
点
は
市
立

博
物
館
で
保
管
さ
れ
、
文
書
資
料
約
二
万
三
千
点
は
市
史
編
さ
ん
室
（
当
時
、
現

当
館
）
で
保
管
さ
れ
た
。
筆
者
は
同
資
料
群
受
入
の
担
当
者
で
資
料
群
の
一
括

保
存
を
提
言
し
、
関
係
課
間

の
協
議
で
反
対
意
見
が
出
た

が
、
最
終
的
に
筆
者
の
提
言

が
認
め
ら
れ
市
史
編
さ
ん
事

業
終
了
後
に
市
立
博
物
館
に

も
ど
し
て
一
括
保
存
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、

現
在
も
泣
き
別
れ
の
ま
ま

で
、
た
と
え
ば
絵
葉
書
、
写

真
な
ど
の
よ
う
な
同
種
の
資

料
が
両
施
設
に
収
蔵
さ
れ
て

い
（
（1
（

る
。（
表
４
）。
筆
者
は
泣

き
別
れ
の
解
消
の
た
め
、
ま

た
自
身
の
反
省
も
あ
り
、
令

和
四
年
度
第
一
回
講
座
を

「
小
里
家
文
書
の
概
要
と
利

表4　小里家資料の市立博物館と当館の収蔵点数
市立博物館保管分 当館保管分

分　　　類 点数 分類 点数 分類 点数
絵画類 6 書類 2,885 絵葉書 110
文机 1 日記 100 チラシ 877
衣類 2 新聞 300 領収書 2,500
時計 2 冊子 283 名刺 2,908
落款、本人書跡 25 書簡 4,985 写真 500
短冊、色紙 41 葉書 2,575 電報 75
書跡、写真、絵葉書、
生活用具 238 年賀葉書 5,230 その他 304

合　　　計 315 合　　　計 23,632
市立博物館及び当館資料により作成、一部ひらがな表記を漢字表記に変更
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当
館
に
も
市
立
小
中
学
校
の
教
育
資
料
が
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
、
ま
た
、
個
人
寄

贈
の
教
科
書
類
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
な
っ
た
主
な
原
因
は
、
関
係
課
館
の

調
整
不
足
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
う
い
っ
た
教
育
資
料
は
、
文
書
整
理
の
原
則
に
反

し
な
い
限
り
旧
開
智
学
校
に
集
積
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　

㈡　

Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
へ

　

本
市
の
経
過
や
現
状
、
筆
者
の
経
験
か
ら
す
れ
ば
、
地
域
資
料
の
収
集
に
あ
た

り
他
施
設
の
活
動
に
か
か
わ
ら
ず
「
資
料
は
我
が
館
へ
」
と
い
う
姿
勢
が
各
施
設

に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
泣
き
別
れ
状
態
の
事
例
と
し
て
教
育
資
料
が
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に

本
市
で
は
旧
開
智
学
校
に
教
育
資
料
が
集
積
さ
れ
て
き
た
。
全
国
規
模
で
明
治
期

以
降
に
刊
行
さ
れ
た
大
量
な
教
科
書
類
、
教
員
が
参
照
し
た
図
書
類
の
ほ
か
年
次

別
の
学
校
文
書
な
ど
、
市
域
に
限
ら
ず
全
国
ま
た
は
長
野
県
規
模
の
貴
重
な
教
育

資
料
が
収
集
・
整
理
・
保
存
・
利
用
さ
れ
、
現
在
は
約
一
一
万
点
に
達
し
て
い
る
。

筆
者
は
市
立
博
物
館
在
職
中
に
市
図
書
館
収
蔵
の
松
本
藩
校
崇
教
館
の
資
料（「
崇

教
館
文
庫
」）
約
一
万
三
千
点
を
旧
開
智
学
校
へ
一
括
移
管
し
て
も
ら
う
手
続
き

を
行
っ
た
。
同
時
に
市
立
博
物
館
収
蔵
の
崇
教
館
関
連
資
料
を
分
館
の
旧
開
智
学

校
へ
所
管
替
え
し
た
。
こ
れ
は
資
料
が
本
来
在
る
べ
き
施
設
に
保
存
さ
れ
る
よ
う

考
え
た
措
置
で
あ
っ
た
。

図版6　令和４年度第１回文書館講座「小里家文書の
　　　　概要と利活用」スライドの一部
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料
収
集
か
ら
適
切
な
資
料
保
存
・
管
理
ま
で
の
資
料
を
扱
う
業
務
の
連
携
が
あ
っ

て
、
は
じ
め
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
た
資
料
利
用
に
対
応
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

本
市
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
先
行
二
館
に
比
べ
当
館
の
知
名
度
の
低
さ

は
先
述
の
と
お
り
で
、
根
拠
法
令
に
よ
り
社
会
教
育
分
野
で
博
物
館
・
図
書
館
・

公
民
館
が
一
括
り
で
扱
わ
れ
、
資
料
収
集
・
保
存
・
利
用
と
い
う
機
能
面
に
基
づ

く
博
物
館
・
図
書
館
と
文
書
館
の
連
携
は
で
き
て
い
な
い
。
一
般
に
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携

が
進
ん
で
い
な
い
要
因
は
次
の
三
点
で
あ
る
と
い
（
（1
（

う
。
一
点
目
は
、
文
書
館
が
圧

倒
的
に
少
な
く
、
少
な
過
ぎ
る
と
連
携
先
と
し
て
機
能
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
二

点
目
は
Ｍ
Ｌ
Ａ
が
一
体
的
に
扱
わ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
欧
米
で
は
Ｍ
Ｌ
Ａ
を
文

化
情
報
集
積
・
提
供
の
視
点
か
ら
一
括
り
で
扱
う
が
、
日
本
で
は
社
会
教
育
の
視

点
か
ら
博
物
館
・
図
書
館
と
公
民
館
が
一
括
り
で
、
文
書
館
は
よ
そ
者
と
さ
れ
る
。

わ
が
国
で
も
Ｍ
Ｌ
Ａ
を
社
会
教
育
で
は
な
く
欧
米
的
な
視
点
で
扱
う
か
、
あ
る
い

は
文
書
館
を
社
会
教
育
施
設
と
し
て
Ｍ
Ｌ
Ａ
（
＋
公
民
館
）
と
一
体
的
に
扱
う
か

が
求
め
ら
れ
る
。
三
点
目
は
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
の
政
策
が
弱
い
こ
と
で
あ
る
。

　

連
携
の
第
一
歩
と
し
て
、
七
回
目
の
講
座
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
市

民
に
と
っ
て
の
博
物
館
・
図
書
館
・
文
書
館
―
松
本
市
の
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
を
考
え
る

―
」
と
し
て
開
催
し
た
。
内
容
は
①
三
館
の
歩
み
②
資
料
の
蓄
積
③
デ
ジ
タ
ル
化

の
現
状
④
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
今
後
の
展
開
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
進
行
を
担
当
し
、
配

付
資
料
に
①
～
③
を
示
し
た
（
表
５
）。
Ｍ
Ｌ
Ａ
の
順
に
職
員
が
発
言
し
、
三
館

の
現
状
認
識
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
質
疑
応
答
の
後
、
松

本
県
ヶ
丘
高
等
学
校
国
際
探
究
科
二
学
年
生
徒
に
よ
る
「
歴
史
的
な
文
字
史
料
を

わ
か
り
や
す
く
展
示
し
よ
う
」
と
い
う
事
例
発
表
が
行
わ
れ
た
（
図
版
７
）。

　

こ
の
生
徒
は
県
内
の
某
博
物
館
の
文
書
資
料
の
展
示
が
わ
か
り
に
く
い
と
感

　

い
っ
ぽ
う
、
そ
れ
ら
の
活
動
で
、
泣
き
別
れ
状
態
で
あ
っ
て
も
多
く
の
地
域
資

料
が
廃
棄
な
ど
を
免
れ
た
こ
と
も
ま
た
然
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
の
地
域
資

料
の
収
集
・
保
存
か
ら
利
用
を
考
え
れ
ば
、
関
係
課
館
が
従
来
の
考
え
方
を
再
考

し
、
あ
る
意
味
○
○
点
収
蔵
と
い
う
量
的
な
指
標
を
見
直
す
な
か
で
調
整
と
各
施

設
の
連
携
が
必
要
と
の
結
論
に
い
た
る
。

　

博
物
館
・
図
書
館
・
文
書
館
の
根
拠
法
令
が
ち
が
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
筆
者
は
地
域
資
料
の
収
集
・
保
存
な
ど
各
施
設
の
役
割
分
担
を
再
検
討
す
る

た
め
、
さ
ら
に
資
料
利
用
と
情
報
提
供
を
促
す
た
め
に
松
本
市
版
の
博
物
館
・
図

書
館
・
文
書
館
三
館
の
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
資
料
が
在
る
べ
き

施
設
に
保
存
さ
れ
、
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
連
携
の
第
一
歩
な
の
で

あ
る
。
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
と
は
文
部
科
学
省
の
用
語
解
説
に
あ
る
よ
う
に
、
博
物
館

（M
useum

）・
図
書
館
（Library

）・
文
書
館
（A

rchives

）
を
収
集
・
保
存
・

提
供
す
る
公
共
施
設
で
あ
る
が
、
扱
う
資
料
の
性
質
に
よ
り
分
化
し
た
と
い
う
歴

史
も
あ
る
。
利
用
者
か
ら
す
れ
ば
、
近
年
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
進
み
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
し
た
情
報
取
得
が
一
般
化
し
て
い
る
。
収
蔵
施
設
の
ち
が
い
が
壁
に
な
ら

ず
資
料
や
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
、
利
用
で
き
る
環
境
と
な
っ
た
。
先
述
し
た
高
等

学
校
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
、
博
物
館
、
文
書
館
な
ど
で
収
蔵
資
料
を
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
保
存
し
公
開
や
利
用
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
と
し
、
デ
ジ
タ
ル
化

資
料
の
利
用
が
促
さ
れ
て
い
（
（1
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
自
体
は
資
料
・
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
な
か
で

重
要
性
が
認
識
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
た
と
え
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
が
で
き
た

と
し
て
も
、
資
料
そ
の
も
の
の
保
存
・
調
査
研
究
・
利
用
に
こ
そ
連
携
の
意
義
が

あ
り
、
資
料
自
体
へ
の
視
点
が
欠
落
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
あ
（
（1
（

る
。
確
か
に
資
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き
る
が
、
当
館
収
蔵
資
料
は
検
索
で
き
な
い
現
況
も
知
っ
て
も
ら
え
た
。
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
司
書
が
発
言
し
た
よ
う
に
、
初
代
松
本
市
長
小
里
頼
永
関

係
資
料
に
つ
い
て
検
索
し
た
場
合
、
市
立
博
物
館
収
蔵
資
料
に
は
ア
ク
セ
ス
で
き

る
が
、
当
館
収
蔵
資
料
に
は
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
当
館
の
場
合
、
サ

イ
ト
検
索
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
時
代
に
シ
フ
ト
し
た
市
民
へ
の
情
報
提
供
、
資
料

公
開
と
い
う
視
点
、
即
ち
市
民
の
学
習
支
援
と
い
う
視
点
が
欠
け
て
い
た
こ
と
を

改
め
て
認
識
で
き
（
（1
（

た
。
ま
た
、
Ｍ
Ｌ
の
連
携
は
す
で
に
展
示
で
も
実
績
が
あ
る
。

市
立
博
物
館
と
旧
開
智
学
校
が
休
館
中
の
令
和
三
年
度
に
、
市
図
書
館
で
旧
開
智

学
校
資
料
を
公
開
す
る
「
学
校
登
山
の
歴
史
」
展
が
開
催
さ
れ
、
四
年
度
は
新
博

じ
た
こ
と
か
ら
探
究
テ
ー
マ
を
設
定
し

た
。
当
館
で
展
示
発
表
し
た
い
と
い
う

希
望
が
あ
り
、
高
校
長
か
ら
協
力
依
頼

が
あ
っ
た
。
資
料
収
集
は
市
図
書
館
の

検
索
シ
ス
テ
ム
「
松
本
市
の
地
域
資
料

検
索
『
ま
つ
サ
ー
チ
』」（
以
下
「
ま
つ

サ
ー
チ
」
と
略
す
。）
を
活
用
し
た
。

旧
開
智
学
校
や
当
館
職
員
の
助
言
を
受

け
、「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
と
コ
ロ
ナ
禍
を

通
し
て
み
る
人
々
の
生
活
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
学
習
成
果
が
展
示
さ
れ
た
。

　

㈢　

成
果
と
課
題

　

筆
者
の
経
験
で
は
、
Ｍ
Ｌ
Ａ
三
館
の

職
員
が
市
民
参
加
を
得
て
公
に
発
言

し
、
意
見
交
換
す
る
の
は
今
回
が
初
め

て
で
あ
っ
た
。
第
一
に
こ
れ
が
成
果
で

あ
る
。
③
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
、

当
館
は
未
着
手
で
、
市
図
書
館
の
「
ま

つ
サ
ー
チ
」
で
市
図
書
館
蔵
書
を
は
じ

め
市
立
博
物
館
・
市
美
術
館
収
蔵
資
料
、

松
本
市
の
文
化
財
ほ
か
は
横
断
検
索
で

図版7　パネルディスカッション報道記事（『市民タイムス』
令和５年２月19日付）

表5　市立博物館、市図書館、文書館の収蔵資料数、デジタル化、データベースなどの状況
区分 市立博物館 旧開智学校 市図書館 文書館

創立 明治 39 年（1906） 昭和 40 年（1965） 明治 24 年（1891） 平成 10 年（1998）
収蔵資料数 約 12 万点 約 11 万点 約 61 万冊 約 15 万点
デジタル化 約 65％ 約 50％ なし＊ なし、準備中

データベース
松本まるごと博物館収蔵品 
データベース

松本市中央図書館蔵書 
検索

松本市文書館収蔵資料 
検索システム

Matsu Search（松本市の地域資料検索「まつサーチ」）＊＊ ―

＊ユタ日報はデータベース、電子書籍あり
＊＊松本市美術館コレクション、まつもとの文化財、松本まるごと博物館収蔵品、国立国会図書館デジタル
　　コレクション（インターネット公開）、全国遺跡報告総覧（松本市関係分）のサイト検索可能
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な
学
習
支
援
の
機
会
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

反
省
点
は
、
筆
者
の
進
行
の
拙
さ
ゆ
え
、
肝
心
の
地
域
資
料
の
収
集
・
保
存

の
役
割
分
担
の
再
検
討
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
面
で
の
連
携
も
大
切
だ
が
、
連
携
の
意
義
は
資
料
自
体
へ
の

視
点
に
あ
る
と
い
う
先
述
の
指
摘
の
と
お
り
、
筆
者
は
資
料
の
収
集
・
保
存
な
ど

の
課
題
―
「
資
料
は
本
来
収
蔵
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
で
一
括
収
蔵
す
べ
き
で

あ
る
」
―
解
決
に
向
け
た
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
を
重
視
し
た
い
。
Ｍ
Ｌ
Ａ
三
館
が
経
過
を

踏
ま
え
て
役
割
分
担
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
（
（1
（

る
。

　

最
後
に
四
年
度
に
実
施
し
た
Ｍ
Ｌ
Ａ
間
の
資
料
移
管
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。
市
立

博
物
館
か
ら
明
治
か
ら
昭
和
二
十
年
代
に
か
け
て
の
市
域
の
土
地
・
寺
社
関
係
資

料
、
市
図
書
館
か
ら
松
本
市
出
身
の
政
治
家
父
子
関
係
資
料
が
そ
れ
ぞ
れ
当
館
へ

移
管
さ
れ
、
当
館
か
ら
市
立
博
物
館
へ
同
館
に
事
務
局
が
置
か
れ
る
歴
史
研
究
団

体
関
係
資
料
が
移
管
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
館
で
仮
受
入
し
た
林
間
保
育
（
教
育
）

関
係
資
料
を
旧
開
智
学
校
へ
移
管
準
備
中
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
将
来
の
市
史
編
さ

ん
事
業
で
の
活
用
と
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
資
料
が
在
る
べ
き
施
設
に
保
存
さ
れ

る
こ
と
を
考
え
た
措
置
で
あ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
だ
が
、
令
和
四
年
度
に
筆
者
が
携
わ
っ
た
事
業
に
ふ
れ
成
果
と
課

題
を
述
べ
た
。
成
果
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
偶
然
の
産
物
で
あ
る
。
令

和
四
年
（
二
〇
二
二
）
が
上
高
地
線
全
線
開
通
一
〇
〇
周
年
の
年
で
あ
っ
た
こ
と
、

こ
れ
に
尽
き
る
。
こ
れ
が
追
い
風
と
な
り
、
関
連
講
座
と
企
画
展
が
予
想
外
に
注

物
館
（
令
和
五
年
十
月
開
館
予
定
）
の
Ｐ
Ｒ
企
画
展
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
た

い
し
、
市
図
書
館
に
平
成
七
年
か
ら
、
当
館
に
平
成
二
十
六
年
か
ら
「
平
和
資
料

コ
ー
ナ
ー
」が
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、連
携
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。「
平
和
資
料
コ
ー

ナ
ー
」
と
い
う
展
示
空
間
を
常
設
す
る
市
図
書
館
と
当
館
が
連
携
し
、「
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
」
を
市
民
に
周
知
で
き
る
貴
重
な
機
会
を
逸
し
て
き
た
状

況
が
あ
る
。

　

筆
者
は
継
続
し
て
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け
、
展
示
も
含
め
て
本
市
の
現
状
に

沿
っ
た
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
を
実
践
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
る
。
探
究
学
習
を
行
っ
た
生

徒
は
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
を
意
識
し
て
学
習
を
深
め
（
図
版
８
）、
当
館
と
し
て
も
貴
重

図版8　探究科生徒の発表スライドの一部
「ＭＬＡ連携とのかかわり」「まつサーチの利用」部分
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附
記

　

本
稿
校
正
中
、重
大
事
件
の
裁
判
記
録
廃
棄
に
関
す
る
新
聞
記
事
（「
天
声
人
語
」『
朝

日
新
聞
』令
和
五
年
三
月
四
日
付
）と
正
倉
院
の
業
務
に
か
か
わ
る
文
献（
西
川
明
彦『
正

倉
院
の
し
ご
と
』
岩
波
新
書
、
令
和
五
年
）
に
ふ
れ
た
。
前
者
は
前
段
で
動
物
の
骨
格

標
本
な
ど
を
収
集
・
保
管
す
る
と
き
の
理
念
に
ふ
れ
、
現
在
の
基
準
で
役
に
立
つ
か
を

判
断
し
な
い
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
。「
た
と
え
今
必
要
が
な
く
て
も
、
一
〇
〇
年
後
、

誰
か
が
必
要
と
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
人
の
た
め
に
…
残
し
続
け
て
い
く
、
そ
れ

が
博
物
館
の
仕
事
だ
」
と
し
、
裁
判
記
録
が
公
文
書
で
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
り
、「
今

は
価
値
が
わ
か
ら
な
い
文
書
も
将
来
は
貴
重
な
史
料
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
…
保
存
の

対
象
を
広
く
と
ら
え
有
効
活
用
し
て
い
く
仕
組
み
が
必
要
だ
」
と
す
る
。
後
者
は
正
倉

院
の
業
務
の
な
か
で
、
文
化
財
の
「
公
開
・
閲
覧
」
は
現
在
の
人
に
利
益
を
与
え
、「
保

存
」
は
未
来
の
人
に
利
益
を
与
え
る
と
い
う
。
お
そ
ら
く
「
現
在
の
人
」
は
積
極
的
に

公
開
し
て
こ
そ
文
化
財
は
存
在
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
、
保
存
上
の
理
由
で
公
開

を
制
限
す
る
と
「
出
し
惜
し
み
」
あ
る
い
は
「
死
蔵
」
と
受
け
取
ら
れ
る
。「
し
か
し
、

保
存
な
く
し
て
は
公
開
、
さ
ら
に
研
究
に
つ
い
て
も
叶
わ
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
」
と
。

　

い
ず
れ
も
博
物
館
の
保
存
機
能
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
り
、
文
書
館
の
み
な
ら
ず
資
料

の
保
存
・
情
報
提
供
を
行
う
施
設
で
働
く
職
員
が
肝
に
命
ず
べ
き
内
容
で
あ
る
。

註１　

文
書
館
の
知
名
度
を
あ
げ
る
こ
と
と
同
じ
か
不
明
だ
が
、『
国
立
公
文
書
館
ニ
ュ

ー
ス
』
三
三
号
（
二
〇
二
三
年
）
は
「
意
外
と
身
近
に
あ
る
！
あ
な
た
の
ま
ち
に
も

公
文
書
館
」
と
い
う
特
集
で
埼
玉
県
立
文
書
館
ほ
か
の
活
動
を
紹
介
し
、『
福
岡
共

同
文
書
館
だ
よ
り
』
二
一
号
（
二
〇
二
二
年
）
に
よ
れ
ば
同
館
は
二
二
年
度
に
開
館

目
さ
れ
、さ
ら
に
学
校
と
の
連
携
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
市
図
書
館
の
「
ま
つ
サ
ー
チ
」
の
利
用

者
が
増
え
た
こ
と
、
高
校
生
の
探
究
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
た
こ
と
な
ど
、
あ
り

が
た
い
結
果
と
な
っ
た
。
来
年
度
以
降
も
追
い
風
が
吹
く
と
は
限
ら
な
い
。
小
さ

な
成
功
の
積
み
重
ね
や
講
座
・
企
画
展
の
充
実
が
当
館
の
知
名
度
を
あ
げ
、
Ｍ
Ｌ

Ａ
連
携
が
少
し
で
も
進
め
ば
市
民
利
用
を
促
す
処
方
箋
の
一
つ
に
な
る
と
考
え

る
。
た
だ
し
、
先
述
の
よ
う
に
課
題
は
少
な
く
な
い
。

　

公
共
施
設
は
市
民
の
た
め
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
身
近
な
存
在
と
し
て
広
く

利
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
文
書
館
で
あ
れ
、
博
物
館
・
図
書

館
で
あ
れ
、
各
館
が
業
務
を
徹
底
す
る
こ
と
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
、
即
ち
市
民
の
学

習
支
援
に
つ
な
が
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
関
係
課
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
れ
ば
、
市
民
と
の
距
離
は
縮
ま
る
。
当
館
の
場
合
、
市
民
が
資
料
に
ふ
れ
当
館

に
興
味
を
持
ち
、
足
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
第
一
歩
で
あ
る
。
当
館
の
検
索
シ

ス
テ
ム
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
専
門
研
究
者
で
あ
れ
ば

資
料
を
自
ら
探
し
出
し
閲
覧
利
用
を
で
き
る
が
、
市
民
に
は
や
や
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
。「
こ
の
よ
う
に
興
味
深
い
資
料
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
資
料
を
紹
介
す
る
講
座

や
企
画
展
を
開
催
し
、
情
報
を
地
域
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
来

年
度
か
ら
は
、
市
民
の
生
活
と
深
く
か
か
わ
る
公
文
書
の
移
管
、
受
入
が
本
格
的

に
始
ま
る
。
ま
た
、
懸
案
で
あ
っ
た
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
業
務
も
始
ま
る
。
こ
れ

ら
を
含
め
た
資
料
公
開
や
情
報
発
信
な
ど
市
民
へ
の
開
放
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
な
が
ら
当
館
が
よ
り
市
民
に
身
近
な
文
書
館
に
な

り
う
る
よ
う
に
努
め
た
い
。
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―
は
こ
ぶ
・
は
か
る
・
の
こ
す
―
」
を
開
催
中
で
あ
る
。
同
館
は
博
物
館
機
能
・
文

化
財
保
護
普
及
機
能
・
文
書
館
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
連
携
開
催
の
運
び
と

な
っ
た
。　

７　

長
野
県
内
の
二
館
の
事
例
を
あ
げ
る
と
、
二
〇
一
八
年
に
開
館
し
た
安
曇
野
市

文
書
館
は
開
館
年
度
に
「
改
元
に
見
る
市
民
生
活
」
ほ
か
二
回
、一
九
年
度
に
二
回
、

二
〇
年
度
に
二
回
、
二
一
・
二
二
年
度
に
各
三
回
の
企
画
展
を
開
催
し
、
二
〇
一
九

年
に
開
館
し
た
上
田
市
公
文
書
館
は
開
館
記
念
展
示
一
に
始
ま
り
、
二
三
年
二
月
か

ら
第
一
二
回
所
蔵
資
料
企
画
展
「
丸
子
村
の
旅
費
規
則
か
ら
上
水
道
完
成
記
事
ま
で

―
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
公
文
書
に
見
る
上
田
地
域
の
歴
史
―
」
を
五
月
上
旬
ま
で

開
催
中
な
ど
、
収
蔵
資
料
を
積
極
的
に
公
開
し
て
い
る
。

８　

前
掲
註
３
、一
〇
四
頁

９　

筆
者
は
、
一
九
八
九
年
か
ら
九
七
年
ま
で
の
市
史
編
さ
ん
期
間
の
う
ち
九
一
年
か

ら
九
七
年
ま
で
教
育
委
員
会
事
務
局
（
社
会
教
育
課
、
文
化
課　

当
時
）
勤
務
で
か

つ
市
史
編
集
委
員
を
委
嘱
さ
れ
、
九
八
年
の
当
館
開
館
時
か
ら
市
立
博
物
館
に
在
職

し
た
。
事
務
局
時
代
、
歴
史
・
民
俗
・
埋
蔵
文
化
財
資
料
の
収
集
・
保
管
業
務
と
文

化
財
指
定
業
務
を
担
当
し
て
い
た
の
で
、
松
本
城
管
理
事
務
所
（
当
時
、
現
松
本
城

管
理
課
、
文
化
財
課
城
郭
整
備
担
当
）
も
含
め
関
係
課
館
で
資
料
収
集
・
保
存
の
在

り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
。

10　

筆
者
は
受
入
担
当
者
と
し
て
も
う
一
件
同
様
の
経
験
を
し
て
い
る
。
市
美
術
館
収

蔵
の
故
池
上
喜
作
蒐
集
の
百
竹
亭
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
扱
い
で
、
寄
贈
者
（
遺
族
）
の

強
い
意
向
に
よ
り
美
術
工
芸
品
は
美
術
館
開
設
課
（
当
時
、
現
市
美
術
館
）
に
、
そ

の
他
の
モ
ノ
資
料
は
市
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、
の
ち

に
遺
族
か
ら
文
書
類
が
当
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

一
〇
周
年
を
記
念
し
、文
書
館
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
県
内
各
地
で「
お
い
で
よ
！

福
岡
共
同
文
書
館
へ
」
と
い
う
出
張
展
示
を
実
施
し
て
い
る
。

２　

窪
田
雅
之
「『
市
民
の
身
近
に
あ
る
博
物
館
』」
を
実
現
す
る
こ
と
の
課
題
の
い
く

つ
か
」（『
松
本
市
公
民
館
活
動
実
践
事
例
集 

学
び
を
創
り
未
来
を
ひ
ら
く
』
松
本

市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
六
二
～
三
六
五
頁
）、
窪
田
『
信
州
松
本
発
。

博
物
館
ノ
ー
ト
』（
書
肆
秋
櫻
舎
、
二
〇
一
八
年
）
に
収
載

３　

高
橋
実
『
文
書
館
運
動
の
周
辺
』（
岩
田
書
院
、
一
九
九
六
年
、
一
一
二
頁
）

４　

窪
田
雅
之
「
松
本
市
立
博
物
館
―
明
治
三
十
七
八
年
戦
役
紀
念
館
か
ら
続
く
活
動

か
ら
―
」（
金
山
喜
昭
編
『
博
物
館
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
管
理
』
雄
山
閣
、二
〇
二
二
年
、

五
一
頁
）

５　
ａ
文
部
科
学
省
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
十
年
告
示
）
令
和
三
年
八

月
一
部
改
訂　

解
説　

歴
史
総
合　

指
導
計
画
の
作
成
と
指
導
上
の
配
慮
事
項
』

（
二
〇
二
一
年
、
一
八
八
～
一
八
九
頁
、
二
六
六
頁
）、
ｂ
二
〇
二
二
年
度
全
国
公
文

書
館
長
会
議
で
は
「
学
校
連
携
（
展
示
・
学
習
機
能
）
に
係
る
取
組
」
が
一
つ
の
テ
ー

マ
で
、
利
用
普
及
の
観
点
か
ら
学
校
連
携
（
展
示
・
学
習
機
能
）
の
こ
れ
ま
で
の
成

果
と
課
題
に
つ
い
て
講
演
と
報
告
が
あ
り
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。

６　

国
レ
ベ
ル
で
は
、「
新
た
な
国
立
公
文
書
館
建
設
に
関
す
る
基
本
計
画
」

（
二
〇
一
八
年
）
で
基
本
的
な
機
能
と
し
て
展
示
・
学
習
、
調
査
研
究
支
援
、
保
存
、

デ
ジ
タ
ル
化
が
あ
げ
ら
れ
、
新
館
開
館
に
向
け
て
「
魅
力
あ
る
新
国
立
文
書
館
の
展

示
・
運
営
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
立
公
文

書
館
で
は
積
極
的
に
特
別
展
を
開
催
し
、
二
〇
二
三
年
一
月
か
ら
五
月
ま
で
武
蔵
野

市
立
武
蔵
野
ふ
る
さ
と
歴
史
館
と
共
催
で
、
同
館
を
会
場
に
「
武
蔵
野
市
の
く
ら
し
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心
に
各
館
の
役
割
が
再
検
討
さ
れ
か
つ
関
係
課
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
新

た
に
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

参
考
文
献

小
川
千
代
子
他
編
『
ア
ー
カ
イ
ブ
事
典
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年

地
方
史
研
究
協
議
会
編
『
歴
史
資
料
の
保
存
と
地
方
史
研
究
』
岩
田
書
院
、

二
〇
〇
九
年

11  

久
慈
千
里
「
市
町
村
の
文
書
館
と
資
料
保
存
」（
松
尾
正
人
編
『
今
日
の
古
文
書

学
第
12
巻
史
料
保
存
と
文
書
館
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
六
九
頁
）

12  
胡
桃
沢
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
受
贈
後
二
回
特
別
展
が
開
催
さ
れ
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

一
部
が
展
観
さ
れ
た
。
詳
細
は
、
市
立
博
物
館
『
胡
桃
沢
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅰ
』

（
二
〇
〇
三
年
）、同『
胡
桃
沢
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ⅱ
』（
二
〇
一
〇
年
）を
参
照
さ
れ
た
い
。

資
料
の
受
入
は
現
在
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

13　

前
掲
註
５
ａ
、
二
〇
六
頁

14   

鈴
木
一
史
「
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
に
お
け
る
学
芸
員
の
役
割
―
小
田
原
市
立
図
書
館
の
実

践
経
験
か
ら
―
（『
記
録
と
史
料
』
二
六
号
、
二
〇
一
六
年
、
二
八
頁
、
三
六
頁
）

15  

田
窪
直
規
「
博
物
館
・
図
書
館
・
文
書
館
の
連
携
、
い
わ
ゆ
る
Ｍ
Ａ
Ｌ
連
携
に
つ

い
て
」（
日
本
図
書
館
情
報
学
会
研
究
委
員
会
編『
図
書
館
・
博
物
館
・
文
書
館
の
連
携
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
〇
年
、
一
五
頁
）

16  

松
本
市
文
書
館
改
築
市
民
懇
話
会
『
新
文
書
館
に
つ
い
て
意
見
・
提
言
』（
二
〇

一
二
年
）
に
よ
れ
ば
、
現
施
設
整
備
に
あ
た
り
平
成
二
十
四
年
に
松
本
市
文
書
館
改

築
市
民
懇
話
会
か
ら
「
博
物
館
や
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
等
と
連
携
」
し
、「
巾

広
い
年
代
層
を
対
象
と
し
た
社
会
教
育
活
動
の
推
進
」
や
「
そ
れ
ぞ
れ
の
館
で
所
蔵

し
て
い
る
史
料
等
を
文
書
館
で
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
検
討
」
し
て
ほ
し

い
こ
と
な
ど
が
懇
話
会
委
員
か
ら
要
望
さ
れ
て
い
る
。

17　

本
市
で
は
二
〇
二
二
年
か
ら
教
育
委
員
会
事
務
局
の
文
化
財
課
が
窓
口
と
な
り
、

市
立
博
物
館
や
当
館
な
ど
に
よ
る
地
域
資
料
の
収
集
か
ら
利
用
に
至
る
ま
で
の
役
割

に
か
か
わ
る
検
討
会
が
始
ま
っ
た
。
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
だ
が
、
資
料
を
介
し

た
市
民
の
学
習
支
援
に
実
績
が
あ
り
、
歴
史
資
料
（
文
書
を
含
む
）
や
民
俗
資
料
を

は
じ
め
多
分
野
の
資
料
を
収
集
・
保
存
し
、
利
用
に
供
し
て
い
る
市
立
博
物
館
を
中
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◇内閣府大臣官房公文書課長通知 令和４年２月 日

紙媒体で取得した行政文書について、スキャナ等で適切に読み取ること等により、電子媒体に変換

し、当該電子媒体の文書を正本として管理する（以下「電子行政文書化」という。）ことができる。

掲載にあたり、当日配付資料の一部表記変更し、また一部割愛してあります。
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一 当該自動公衆送信が、当該著作物をあらかじめ国立国会図書館にその氏名及び連絡先その他文部

科学省令で定める情報を登録している者（次号において「事前登録者」という。）の用に供することを

目的とするものであること。

二 当該自動公衆送信を受信しようとする者が当該自動公衆送信を受信する際に事前登録者であるこ

とを識別するための措置を講じていること。

◇ 図書館関係の権利制限規定の見直し（デジタル・ネットワーク対応） に関する報告書 令和３年１

月 日 文化審議会著作権分科会法制度小委員会

第２章 検討結果 第１節 入手困難資料へのアクセスの容易化（法第３１条第３項関係）

（略）

こうした状況を踏まえ、国立国会図書館のほか、日本図書館協会や国公私立大学図書館協力委員会

等からも、利用者が自宅等においても絶版等資料の閲覧等ができるよう制 度改正を行うことを求め

る意見が出されている。

（略）

２ 対応の方向性 新型コロナウィルス感染症の流行に伴うニーズの顕在化等を踏まえ、様々な事情

により図書館等への物理的なアクセスができない場合にも絶版等資料を円滑に閲覧することができ

るよう、権利者の利益を不当に害しないことを前提に、国立国会図書館が、一定の条件の下で、絶版

等資料のデータを利用者に直接インターネット送信することを可能とすることとする。

（略）

（６）大学図書館・公共図書館等が保有する入手困難資料の取扱い

国立国会図書館が保有していない貴重な資料（入手困難資料）を、大学図書館・公共図書館等が保有

している場合も想定されるところ、こうした資料についても国民の情報アクセスを確保する観点か

ら、（ア）大学図書館・公共図書館等においてデジタル化した上で、（イ）大学図書館・公共図書館等

から国立国会図書館に提供し、（ウ）国立国会図書館において専用サーバーにデータを蓄積するとと

もに、（エ）国立国会図書館から全国の図書館等や個々の利用者に向けた送信を行うこと（いわば、

国立国会図書館をハブとして 資料の全国的な共有を図ること）が望ましいと考えられる。

（略）

なお、美術館・博物館等において所蔵・保管している入手困難資料について、国立国会図書館がハブ

として機能することには限界があるため、将来的に他の機関をハブとすることなどについても検討

が必要となるものと考えられる。

地域の図書館が地域資料をハブとして送信するニーズがあることも勘案すべき、との意見もあった。

◇ 国立公文書館の機能、施設の在り方に関する基本構想 平成 年

新たな国立公文書館に求められる機能

①国内外に点在する歴史公文書等の積極的な収集や所在情報の集約・国民への提供を図る「収集・

情報提供機能」

②憲法など国の重要な歴史公文書等を通じて若い世代も含めた国民が生きた歴史に親しみ学べる場

を提供する「展示・学習機能」

③劣化が進む公文書の修復を行いつつ、歴史公文書等の原本を将来にわたって適切に保存する「保

存・修復機能」

④国立公文書館等の利用者にとっての利便性を図り、歴史公文書等を活用した調査・研究活動を支

援する「調査・研究支援機能」

⑤他機関と連携しつつインターネットの利用による歴史公文書等の公開を図る「デジタルアーカイ

ブ機能」

⑥専門職員など公文書管理に関わる人材の養成体制や人材の充実を図る「人材育成機能」

⑦公文書をめぐる諸活動において関係機関の交流の拠点となるとともに、歴史公文書等やそれを保

存する施設としての国立公文書館の重要性について広く伝える「情報交流機能」

◇ 公文書等の管理に関する法律案に対する附帯決議 平成 年 月 日 参議院内閣委員会

７ 特定歴史公文書等の適切なデジタルアーカイブ化を推進し、一般の利用を促進すること。
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（関連分）

５ 優れた文化財、美術作品等を積極的に保存・公開するため、所蔵品の目録（資料台帳）の整

備を促すとともに、書誌情報やデジタル画像等のアーカイブ化を促進する。

９ 図書館が、資料や情報等の継続的な収集、調査研究への支援や資料の利用相談、時事情報の

提供等の機能を充実させることにより、地域を支える情報拠点となるよう、先進事例の収

集・情報提供や図書館の充実方策を提示するなどの支援を行う。

各地域に所在する貴重な文化芸術資源の計画的・戦略的な保存・活用を図るため、博物館・

図書館・公文書館（ＭＬＡ）等の連携の促進に努める。

◇博物館法の改正 令和４年 施行 令和５年４月１日

（博物館の事業）

第三条 博物館は、前条第一項に規定する目的を達成するため、おおむね次に掲げる事業を行う。

一～二（略）

三 博物館資料に係る電磁的記録を作成し、公開すること。

四～十二（略）

・改正法に「博物館資料に係る電磁的記録」の作成・公開を加えた趣旨

博物館資料をデジタル化して保存（＝デジタル・アーカイブ化）し、インターネット等を通じて

公開することは、以下の観点からきわめて意義深いものと考える。

① 博物館資料に係る情報の保存と体系化

② 博物館における調査研究の成果を含めた資料の公共化

③ 多様な創造的活動への博物館資料の活用の促進

文化審議会第４期博物館部会（令和４年６月 日）資料による

◇図書館法 昭和 年（部分）

（図書館奉仕）

第三条

図書館は、図書館奉仕のため、土地の事情及び一般公衆の希望に沿い、更に学校教育を援助し、及び

家庭教育の向上に資することとなるように留意し、おおむね次に掲げる事項の実施に努めなければな

らない。

一 郷土資料、地方行政資料、美術品、レコード及びフィルムの収集にも十分留意して、図書、記録、

視聴覚教育の資料その他必要な資料（電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人の知覚によって

は認識することができない方式で作られた記録をいう。）を含む。以下「図書館資料」という。）を収

集し、一般公衆の利用に供すること。

二 図書館資料の分類排列を適切にし、及びその目録を整備すること。

三 図書館の職員が図書館資料について十分な知識を持ち、その利用のための相談に応ずるようにす

ること。

四 他の図書館、国立国会図書館、地方公共団体の議会に附置する図書室及び学校に附属する図書館

又は図書室と緊密に連絡し、協力し、図書館資料の相互貸借を行うこと。

五 分館、閲覧所、配本所等を設置し、及び自動車文庫、貸出文庫の巡回を行うこと。

六 読書会、研究会、鑑賞会、映写会、資料展示会等を主催し、及びこれらの開催を奨励すること。

七 時事に関する情報及び参考資料を紹介し、及び提供すること。

八 社会教育における学習の機会を利用して行つた学習の成果を活用して行う教育活動その他の活動

の機会を提供し、及びその提供を奨励すること。

九 学校、博物館、公民館、研究所等と緊密に連絡し、協力すること。

◇「著作権法の一部を改正する法律」令和 年 月 日公布（部分）

４ 国立国会図書館は、次に掲げる要件を満たすときは、特定絶版等資料に係る著作物について、第二

項の規定により記録媒体に記録された当該著作物の複製物を用いて、自動公衆送信（当該自動公衆送

信を受信して行う当該著作物のデジタル方式の複製を防止し、又は抑止するための措置として文部科

学省令で定める措置を講じて行うものに限る。以下この項及び次項において同じ。）を行うことがで

きる。
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◇ＭＬＡ連携

博物館（ ）、図書館（ ）、文書館（ ）の間で行われる種々の連携・協力活動。

日本では博物館、図書館、文書館は元来、文化的、歴史的な情報資源の収集・保存・提供を行う同

一の組織であったものが、資料の特性や扱い方の違いに応じて機能分化した一方で、施設の融合や

組織間協力を続けてきた。近年，ネットワークを通した情報提供の伸展に伴い、利用者が各機関の

違いを意識しなくなりつつあることを踏まえ、組織の枠組みを超え、資料をデジタル化してネット

ワーク上で統合的に情報提供を行うための連携・協力などがなされている。

（日本図書館情報学会用語辞典編集委員会 図書館用語辞典第５版による）

１ 共通性

・いずれも蓄積検索型情報提供サービス機関。

２ 経 過

・対象資料の形式上の差異（有形物、出版物、業務文書）により、管理組織は別の組織形態、館種に

なった。

・近年は情報蓄積型機関としての連携よりも、情報資源活用機関としてのＭＬＡ連携の重要性が強

調される。

３ 現状

・連携についての必要性が叫ばれているが容易に進んでいない。

・欧米では文化遺産センター、文化保存機関として博物館、図書館、文書館がひとくくりで扱われ

ているのに対し

・日本では

①Ａ 文書館 の知名度が低く、館数も少ない。

②社会教育、生涯学習の観点から博物館、図書館、公民館がひとくくりで扱われ、ＭＬＡが一体

的に扱われない。ＭＬ＋Ｋ（公民館） ⇔ Ａ

従来Ｍ、Ｌは社会教育的な性格が強く社会教育３施設としてＭＬＫの時代が長く、現状も

生涯学習施設＝ＭＬＫである。

③これらの所管部局も統一されていない。博物館・図書館は文部科学省、文書館は総理府、国の

行政機構の影響もうけて地方自治体もほぼ同様である。

松本市 博物館・図書館は教育委員会、文書館は市長部局総務部

◇日本の博物館・図書館・文書館の施設数

⑴ 類似施設 館園を含む。

⑵ 都道府県ほか関係部局など か所を含む。

⑶ 類似施設を含む。

＊博物館、図書館、公民館数は令和３年度社会教育調査概要、文書館数は令和４年度国立公文書

館資料による。

◇文化芸術の振興に関する基本的な方針（第４次基本方針）令和４年

第３ 文化芸術振興に関する基本的施策

９ 文化芸術拠点の充実等

⑵ 美術館、博物館、図書館等の充実

美術館、博物館、図書館等が、優れた文化芸術の保存・継承、創造、交流、発信の拠点のみな

らず、地域の生涯学習活動、国際交流活動、ボランティア活動や観光等の拠点としても積極的

に活用され、地域住民の文化芸術活動の場やコミュニケーションを通じた絆づくり、感性教

育、地域ブランドづくりの場としてその機能・役割を十分に発揮できるよう、次の施策を講ず

る。

博物館 図書館 文書館　 公民館

（１） （２） （３）



69

令和４年度 第７回松本市文書館講座

パネルディスカッション

「市民にとっての博物館・図書館・文書館－松本市のＭＬＡ連携を考える－」 資料

日 時：令和５年２月 日（土） ： ～

会 場：松本市文書館 講義室

あいさつ 松本市文書館 石井敬一 館長

パネリスト 松本市立博物館分館 国宝旧開智学校校舎 遠藤正教 学芸員

松本市中央図書館 丸山和子 司書

松本市文書館 木曽寿紀 専門員

事例発表 松本県ヶ丘高校国際探究科２年生 池田瑞稀さん

司会 松本市文書館 窪田雅之 特別専門員

◇ 次第

Ⅰ 趣旨説明

Ⅱ パネルディスカッション

１ 各施設の歩みと資料の蓄積

２ 各施設の資料のデジタル化の現状

３ ＭＬＡ連携の今後の展開

４ 事例発表：池田瑞稀さん「スペイン風邪とコロナを通してみる人々の生活」

５ 質疑応答

６ まとめ

（展示見学）

◇ 松本市の博物館、図書館、文書館

１ 松本市立博物館

・明治 年（ ） 明治三十七八年戦役紀念館として発足、令和５年 月新館開館予定

・収蔵資料数 約 万点

・デジタル化 約 ％

□松本まるごと博物館収蔵品データベース

２ 国宝旧開智学校校舎

・昭和 年（ ） 重要文化財旧開智学校校舎として公開、現在耐震工事等施工中

・収蔵資料数 約 万点

・デジタル化 ％（データベース登録５万５千点弱、うちＨＰ検索システム上約４万５千弱、図画・

資料データ作成２千点弱）

□松本まるごと博物館収蔵品データベース

３ 松本市中央図書館

・明治 年（ ） 開智書籍館として発足、令和７～９年大規模改修予定

・収蔵書籍数 約 万冊（点）

・デジタル化 なし、ただしユタ日報、データベース、電子図書あり

□松本市中央図書館蔵書検索

□まつサーチ 松本市美術館コレクション、まつもとの文化財、松本まるごと博物館収蔵品、国立

国会図書館デジタルコレクション、松本市図書館、全国遺跡報告総覧（関係分）

４ 松本市文書館

・平成 年（ ） 開館 平成 年現施設開館

・収蔵資料数 公文書 約８万点

地域文書 約７万点

・デジタル化 なし、準備中

□松本市文書館収蔵資料検索システム（外部向けにはエクセルデータ）
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イ 職業体験学習、インターン

区分 学校名 実習日 参加者

１ 信州大学経法学部３年生 ８月 日 １人

２ 松本市立鎌田中学校２年生 月２日、４日 ２人

⑻ 資料集等の編纂及び刊行

『松本市史研究―松本市文書館紀要―』第 号の刊行

９ 関係機関会議・研修等への参加

⑴ 長野県史料保存活用連絡協議会

区分 内容 開催日

１ 第１回理事会・総会・講習会 茅野市八ヶ岳総合博物館 ６月 日

２ 第２回講習会 長野県立歴史館 月 日

３ 第２回理事会 ３月１日

⑵ 全国歴史資料保存利用機関連絡協議会

区分 内容 開催日

１ 第 回全史料協全国（滋賀）大会 オンライン 月 日、 日

松本市文書館運営協議会

３月 日運営協議会開催 委員４人出席

松本市文書館運営協議会委員（任期：令和３年３月 日～令和６年３月 日）

区分 氏名 所属

１ 小川千代子 国際資料研究所代表、米国アーキビストアカデミー公認アーキビスト

２ 木村晴壽 松本大学総合経営学部教授

３ 田村せつ子 元松本市基本計画策定委員会副部会長

４ 藤森喜久代 松本市島立地区町内公民館長会会長

５ 村石正行 長野県立歴史館文献史料課長

利用者数（令和５年２月 日現在、３年度は令和４年２月 日現在）

⑴ 利用者 人（前年度比： ％）

ア 一般＋行政（市・県・国）

（単位：人）

区分 内容 ４年度 ３年度 対３年度

１ 閲覧その他

２ 視察・研修 △

３ 文書館講座 △３

４ 講演会

５ レファレンス △

計

イ 行政（再掲）

（単位：人）

区分 内容 ４年度 ３年度 対３年度

１ 資料・図書閲覧 ５

２ 旧公図閲覧 △５

３ レファレンス ９ △

４ 視察・研修 ３ ６ △３

計 △
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⑵ 文書館子ども講座（松本市平和推進課による親子平和教室を兼ねて実施）

区分 テーマ 講師 開催日 参加者

戦争について聞いてみよう

－小学生がみた太平洋戦争－
平川明氏 拓本作家 ７月 日 人

⑶ 文書館活用講座（講師 専門員）

区分 開催日 参加者

１ ５月７日 ６人

２ 月９日 ７人

３ １月 日 人

⑷ 文書館講演会

区分 テーマ 講師 開催日 参加者

１ 戦争と公文書 田中宏巳氏 防衛大学校名誉教授 月 日 人

⑸ 講師派遣（特別専門員）

区分 派遣先 講演内容など 派遣日

１ 安曇野市教育委員会
安曇野道祖神さんぽ三郷地区 ９月 日

同 穂高地区 ３月 日

２ （公財）八十二文化財団
信州の民俗学講座 松本平の本棟造見学

会
月１日

３ 松本市プラチナ大学
松本は、まるごと博物館。ココロとカラ

ダに栄養を！
月 日

４
松本市第二地区歴史文化継承委

員会

先人から受け継ぐ神仏への信仰と暮ら

し
月 日

５ 芳川シニア短期大学

身近な神様・道祖神

－平成の建立動向から－

月１日

月 日

コロナ禍の年中行事

－子どもの行事を中心に－

２月２日

２月 日

６ 松本市地域文化財連絡協議会
廃仏毀釈と寺院の消長

－存続・廃寺・転用・再興－
２月４日

７ 松本市島内公民館・島内史談会 郷土の石仏と人々 ３月 日

８ 松本大学総合経営学部 非常勤講師
４月～７月

９月～３月

９ 山形村複合施設整備推進委員会 委員 ８月～

信州大学人文学部 非常勤講師 ９月～３月

⑹ 出前授業（特別専門員）

区分 派遣先 講演内容など 派遣日

１ 松本市立開智小学校（２年生） 上高地線のおはなし 月 日

２
松本市立安曇小中学校（４年

生～中学３年生）
上高地線 年と安曇 ２月３日

⑺ 視察・研修の受入れ

ア 視察

区分 団体名 視察・研修日 参加者

１ 松南地区町内公民館長会・館報編集委員会 ７月 日 人

２ 松本大学教育学部 月 日 人

３ 上田市公文書館 １月 日 ２人
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⑵ 企画展

区分 企画展名 会期 展示資料、点数など

１

小里家文書紹介
７月 日

～８月５日

小里頼永履歴書ほか

件 点

小里家文書紹介Ⅱ
８月６日

～９月 日

歩兵五十連隊歓迎ノ辞ほか

件 点

２ ８月 日の役場文書・学校日誌
８月６日

～８月 日

大東亜戦争関係ポスター焼却ノ件ほ

か 件 点

３
上高地線 年－夢をのせて電車

が走る－

９月 日

～ 月 日

筑摩鉄道路線平面図ほか

件 点

４ 松本とスペインインフルエンザ
月 日

～ 月４日

流行性感冒予防に関する注意ほか

件 点

５
子どもの年中行事－三九郎・青山

様・ぼんぼんを中心に－

月 日

～１月 日

松本尋常小学校学校日誌ほか

８件８点

６ 歴史公文書にふれてみよう
１月 日

～２月 日

御布告ほか

９件９点

７
スペイン風邪とコロナを通してみ

る人々の生活

２月 日

～３月３日

流行性感冒予防心得ほか

件 点

＊松本県ヶ丘高校国際探究科２年生

の発表展示補助

７ 調査研究

⑴ 歴史公文書の選別

市文書保存年限の見直しに伴い（最長：永年→ 年）、非現用の保存年限経過文書の中から

歴史公文書を選別し、文書館に移管するもの

ア 対象文書数

平成４年度完結以前の文書（完結後 年以上経過） 件（簿冊単位）

イ アのうち、文書の存在が確認されているものを選別中（２次選別） 件

⑵ 文書調査

区分 調査先 文書 調査日

１ 梓川アカデミア館
「梓川かわものがたり」展示複製絵図資料

安曇郡梓川筋川除絵図ほか
６月９日

２ 寿公民館 寿村役場文書 月 日

８ 普及・学習支援

⑴ 文書館講座

区分 テーマ 講師 開催日 参加者

１ 小里家文書の概要と利活用 特別専門員 ７月 日 人

２ 役場文書に見る戦争 専門員 ８月６日 人

３ 上高地線 年－夢をのせて電車が走る－ 特別専門員 ９月 日 人

４
松本市の小学校とスペインインフルエンザ

－感染症の文書記録から－

国宝旧開智学校校舎

学芸員
月 日 人

５
子どもの年中行事

－青山様・ぼんぼんと三九郎を中心に－
特別専門員 月 日 人

６
公文書管理法と松本市文書館

－今後の活動を考える－
専門員 １月 日 人

７

パネルディスカッション

市民にとっての博物館・図書館・文書館

－松本市のＭＬＡ連携を考える－

市立博物館学芸員、

市図書館司書、専門

員

２月 日 人
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８ 島内村役場文書 明治～昭和 戦後 件 点検

９ 小里家文書ほか 明治～昭和 戦後 件 点 点検・再整理

三村國光家文書 明治～昭和 戦後 ― 点検

田中健太郎家文書 昭和 戦前～戦後 ― 点検

⑶ マイクロ写真の撮影

ア 総撮影数 枚

イ 内訳

区分 文書名 員数 備考

１ 岡田村役場文書 点

２ 芳川村役場文書 ４点

３ 入山辺村役場文書 １点

４ 寿村役場文書 １点

５ 新村役場文書 １点

６ 笹賀村役場文書 ８点

７ 和田村役場文書 １点

８ 宮坂昌憲家文書 点 借用

４ 公開

区分 文書名 年代 備考

１ 梓村役場文書 昭和 戦前～戦中

２ アルピコ交通（株）関係文書 昭和中頃～平成

３ 鶴木武雄氏文書 昭和中頃
件 点は市立博物館

へ移管

４ 松本市消費者の会文書 昭和中頃～令和

５
「梓川かわものがたり」展示複製絵図資

料 安曇郡梓川筋川除絵図ほか
近世 複製

６ 横山栄正氏文書 昭和

５ 閲覧・複写・貸出（利用）など

⑴ 文書館所蔵文書の閲覧・複写

⑵ 旧公図・土地台帳の閲覧・複写

⑶ レファレンス（来館、電話、書簡、メール）の対応

⑷ 貸出

区分 文書名 貸出先 貸出期間 備考

１
松本市を中心とせる日

本アルプス大観 松本市立博物

館

令和４年６月２日～

令和９年３月（予定） （仮称）松本市基幹博

物館常設展示資料
２ 殿様湯治諸事控

令和４年６月２日～

令和 年３月（予定）

３
新村役場当直日誌ほか

計７点（画像データ）

松本大学図書

館

令和４年 月 日～

月 日

松本大学学園祭展示資

料

４
安曇郡梓川筋川除絵図

（複製）ほか 計６点

長野県立歴史

館

令和４年 月 日～

令和５年３月 日

企画展「千曲川・梓川

はこう変わった－江

戸・大正の絵図地図が

伝える」展示資料

６ 展示

⑴ 平和資料コーナー

・満蒙開拓関連資料

・歩兵第五十連隊資料
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１ 資料収集

⑴ 寄贈

区分 資料名 年代 員数

１ アルピコ交通（株）関係文書 昭和中頃～平成 件 点

２
「梓川かわものがたり」展示複製絵図資料 安

曇郡梓川筋川除絵図ほか
近世 複製 ９件９点

３ 常盤欣司氏文書 昭和中頃 ２件２点

４ 鶴木武雄氏文書 昭和中頃 件 点

５ 松本市消費者の会文書 昭和中頃～令和 件 点

６ 川上恵一氏文書 明治～大正 件 点

⑵ 移管

区分 移管元 資料名 年代 員数

１ 松本市立博物館 社寺雑件帳ほか 明治～昭和 戦後 件 点

２ 松本市中央図書館 艦上戦闘機烈風設計図 昭和 戦中 件 点

３ 松本市中央図書館
降旗元太郎、降旗徳弥

関係文書
大正～平成 件 点

４
松本市寿地区地域

づくりセンター
寿村役場関係文書 昭和（戦中～戦後） ―

２ 資料移管

区分 移管先 資料名 年代 員数

１ 松本市立博物館 鶴木武雄氏文書 昭和 戦後 件 点

３ 整理・保存

⑴ 燻蒸

ア 期間 令和４年 月６日～ 月８日

イ 使用薬剤 ヴァイケーン（

ウ 対象文書

区分 資料名 年代 員数 受入れ時

１ 松本市立博物館移管公文書 明治～昭和 戦後 てん箱等

２ 折井正明家文書 近世 文書箱等

３ 波多腰英幸家文書 昭和 戦前～戦後 段ボール箱、額縁等

４ 西村秀実家文書 近世～近代 １ てん箱

５ 竹下賢一家文書 昭和 戦中 １ 段ボール箱

６ 宮坂昌憲家文書 近世 １ 段ボール箱

７ 塩井乃湯文書 昭和 戦前～戦後 段ボール箱

⑵ 整理・点検

区分 文書名 年代 員数 備考

１ 奈川村役場文書 明治～昭和 戦後 件 再整理

２ 赤羽正治家文書 近世～昭和 戦後 件 整理

３ 高見沢しず子家文書 近世 ― 整理

４ 穂高進家文書 近世～昭和 戦後 件 再整理

５ 松本市立今井小学校文書 近世～昭和 戦後 件 点 再整理

６ 本郷村役場文書② 明治～昭和 戦後 件 点検

７ 岡田村役場文書 明治～昭和 戦後 件 点検

令和４年度事業報告 (令和５年２月28日現在）
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編
集
後
記

　
『
松
本
市
史
研
究
―
松
本
市
文
書
館
紀
要
―
』
第
三
十
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
本
誌
は
本
号
か
ら
版
型
を
Ａ
４
サ
イ
ズ
と
し
、表
紙
デ
ザ
イ
ン
も
一
新
し
ま
し
た
。　
　
　

　
本
号
は
研
究
報
告
二
編
、
調
査
報
告
一
編
、
活
動
報
告
一
編
を
は
じ
め
、
第
七
回

文
書
館
講
座
資
料
、
令
和
四
年
度
事
業
報
告
も
あ
わ
せ
て
掲
載
し
ま
し
た
。

　
古
川
和
拓
氏
は
、
当
館
所
蔵
の
岡
田
村
役
場
文
書
の
兵
事
関
係
文
書
群
に
注
目
し

て
来
歴
を
調
査
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
当
該
文
書
の
よ
う
に
大
量
の
史
料
群
が
ま
と

ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
事
例
は
極
め
て
稀
で
、
今
後
、
こ
の
文
書
群
の
活
用
が
待

た
れ
ま
す
。

　
石
井
は
、
東
筑
摩
郡
生
坂
村
出
身
の
加
藤
正
治
の
民
事
手
続
法
に
か
か
わ
る
足
跡

を
、
著
作
を
読
み
込
ん
で
考
察
し
ま
し
た
。
生
坂
村
で
は
加
藤
の
功
績
を
顕
彰
す
る

動
き
が
あ
り
、
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
な
か
時
宜
を
得
た
報
告
で
す
。
木
曽
は
、

松
本
出
身
の
大
陸
浪
人
・
川
島
浪
速
の
満
蒙
独
立
運
動
と
の
か
か
わ
り
や
動
向
を
、

辛
亥
革
命
期
を
中
心
に
考
察
し
ま
し
た
。
運
動
の
先
覚
者
と
さ
れ
た
川
島
の
往
時
の

動
向
や
立
ち
位
置
、
川
島
芳
子
に
も
ふ
れ
た
報
告
で
す
。
窪
田
は
、
令
和
四
年
度
の

文
書
館
の
講
座
・
展
示
の
セ
ッ
ト
開
催
、
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
な
ど
の
事
業
実
践
に
つ
い
て

成
果
と
課
題
を
整
理
し
ま
し
た
。
施
設
連
携
の
必
要
性
と
市
民
の
学
び
に
寄
与
す
る

文
書
館
の
在
り
方
に
ふ
れ
た
報
告
で
す
。

　
本
号
が
、
皆
様
に
と
っ
て
松
本
市
域
の
歴
史
や
民
俗
、
史
資
料
、
文
書
館
活
動
な

ど
に
つ
い
て
知
り
、
学
び
、
考
え
る
き
か
っ
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
令
和
五
年
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
市
文
書
館

執
筆
者
（
掲
載
順
）

　
石
井 

敬
一
（
い
し
い
・
け
い
い
ち
）　 

松
本
市
文
書
館
館
長

　
木
曽 

寿
紀
（
き
そ
・
と
し
き
）　　
　

 

松
本
市
文
書
館
専
門
員

　
古
川 

和
拓
（
ふ
る
か
わ
・
か
ず
ひ
ろ
）
駒
澤
大
学
人
文
科
学
研
究
科

　
窪
田 

雅
之
（
く
ぼ
た
・
ま
さ
ゆ
き
）　 

松
本
市
文
書
館
特
別
専
門
員
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